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モノが生まれる　　　　現場を公開し、
モノづくりやモノづくりのまちを　　　　アピールする取り組み

オ
ー
プ
ン
ファ
ク
ト
リ
ー

と
は
？

は
じ
め
に

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
は
、
つ
く
り
手
が
活
動
し
、
モ
ノ
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
現
場
を
公
開
し
、
お
客
様
に
体
験
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。
普
段
は
お
客
様
を
招
き
入
れ
る
こ
と
の
な
い
仕
事
現
場
を
公
開
し
、
交
流
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
自

社
製
品
や
仕
事
に
対
す
る
生
の
声
や
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
来
場
者
（
お
客
様
）
に
と
っ
て
も
、
普
段
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
は
、
魅
力
あ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
あ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
の
価
値
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
企
業
と
来
場
者
の
良
好
な
関
係
は
、
よ
り
良
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
貢
献
し
ま
す
。

※この事例集で紹介するオープンファクトリーは、取引先を招いた普段のビジネスの延長としての工場見学ではなく、地域の方や一般の方を対象におこなっているものです。

台東モノマチ：ボランティア交流会

おおたオープンファクトリー：
北嶋絞製作所　仲間回しラリー

（ 工場、工房、アトリエ、職場、小売店など）

オープンファクトリーが目指しているのは、仕事現場の公開や、来場者との交流を通じて、
自社のファンを増やしていくことです。BtoBの仕事が中心で、一般の方に公開する必要が
ないと言われることがありますが、積極的に情報発信し、お客様を受け入れている企業に
は、その姿勢を評価する新しいクライアントとの取引が生まれることがあります。公開するこ
とで新たなファンや、価格だけでは判断しない取引先が増えてくるのです。

 自社が主役のファンづくりがビジネスに

普段、下請の賃加工をしていると、納期・価格・品質の厳しい条件をつきつけられて、それ
を何とかクリアしようと、取引先にはわからない努力を積み重ねます。自分も取引先も、それ
が当然と考えるので、その技術や仕事の価値を認識していないことがあります。取引先以
外の人が工場や現場を見学すると、高い技術やノウハウに驚き、感激することがあります。
生の声によって自社の価値にあらためて気づき、喜びや充足感を得ることができます。

 普段は認められていない自社の価値が評価される喜び

オープンファクトリーでは、参加企業や工場がそれぞれ主役となり、
まず「自社の魅力を伝える」ための工夫を凝らし発信力を高めていき
ます。それをきっかけに近隣や参加企業同士の交流が生まれ、お互
いが連携して活動するようになります。この連携により、さらに参加
者同士の結びつきが強くなります。最初は「自社」を良く見せようとい
う意識だったものが、近隣の参加企業と一緒に活動し、さらに地域
の住民も含めた「地域全体」で盛り上がってくることで、地域内での
結びつきが強くなります。

 地域全体の結びつきを強める

オープンファクトリーの機会に普段は入りにくいモノづくりの仕事の現場を見学
し、モノづくりについて話を聞き、ときには自分でも体験することで、楽しみなが
ら「モノづくりや現場の価値」を理解するようになります。その地域でつくられた
モノに、地域の歴史や背景や、現場見学での体験や、つくり手の想いなど、モ
ノづくりのストーリーが加わります。「こんなに手間をかけているのか」「すごいコ
ダワリだ」「さすが！」という現場での感激や知識が、「モノづくりの魅力」や「そ
こでつくられたものを選ぶ理由」を与えてくれるのです。

 モノづくりへの理解

モノづくりの現場を体験することは、知的好奇心を刺激してくれる新たな観光、
エンターテインメントとなる可能性を持っています。現場で作り手の仕事ぶりを
見て、会話を交わすのは、まるで舞台を見るような楽しみです。実際にワークシ
ョップなどに参加し、自分の手を動かしてモノづくりをするのも貴重な体験とな
ります。またオープンファクトリーの機会では、同じ関心をもつ人たちとの出会
いも得られます。

 新しい観光・エンターテインメントとして

オープンファクトリーでは、業種を越えて商店や飲食店等と連携することもあります。運営の場で
は、年配の社長から、若いクリエイターまでが、会社の枠を越えて一緒に活動することもしばし
ばあります。普段は出会えない人、関わらない人との交流ができ、地域に新しいコミュニティが
生まれてくることもオープンファクトリーのメリットです。

 立場や業種や職種、年齢を越えた地域のコミュニティ創出

オープンファクトリーに訪れた人は、工場だけではなく、現場の人と
の交流や、周囲の店舗、観光、食べ物、まちの歴史など様 な々資源
に触れることで、地域のファンになってくれます。同じような商品なら、
どこでつくられたのかわからないモノより、自分が見学した地域の商
品を選びたくなります。また見学者が積極的に再来訪したり、口コミ
で魅力を伝えるなどファンになってくれたり、地域の住民がモノづくり
地域の理解者になってくれることも期待できます。

 地域に関心をもつファンを増やす

参加企業にと　　　　　　　ってのメリット

地域にとってのメリット 来場者にとってのメリット

モノづくり地域に住んでいた人なら、子供の頃に、近所の町工場に遊びに行ったり、覗き
見した記憶があるかもしれません。子供の頃からモノづくりの現場を体験し、大人が真摯
に仕事に取り組む姿を見せることで、子供たちの関心も高まります。オープンファクトリーの
機会に直接交流したり、そこでつくられている製品が高く評価されていることを知ることで、
関心が憧れに育つのではないでしょうか。「モノづくりする姿のかっこよさ」を子供たちに見
せること、そして自分たちの後継者に伝えること、それもオープンファクトリーなら可能です。

 子供たちや後継者にモノづくりや地域の魅力を伝える

とくに中間工程や、下請け仕事が多いと、受注に頼りがちになり「待ち」の姿勢になります。
自社の実力や仕事内容を伝えることはあまりないでしょう。しかしオープンファクトリーでは、
技術や仕事内容を知らない一般見学者も訪れるので、「素人にでもわかるように仕事を伝
える」ことに取り組みます。社員がわかりやすく仕事の価値を伝える練習をすることは、会社
への意識が高まる教育効果が期待できたり、見学できるように社内を整理整頓するきっか
けになる場合もあります。さらに仕事に関心をもった若者が工場に就職する事例も生まれ
ています。

 見せる、伝えることを真剣に考え、社員教育にも役立つ

お客様に直接自社をプレゼンし、商品を販売する機会を得ることで、加工だけの事業から、
自社がリスクをもって商品を開発し販売する、製造卸や製造小売に取り組むきっかけにな
ります。すでに自社でオリジナルブランド開発を目指しているならば、実際にお客様の反応
を見聞きすることができる良い機会となります。

 製造卸、製造小売などへの業態転換、多角化のきっかけ作り

燕三条 工場の祭典： 柄沢ヤスリ　工場見学風景

ヤマナシハタオリ産地バスツアー： 槙田商店

エーラウンド： 開催報告会　集合写真 高岡クラフツーリズモ：
北辰工業所　ツアー参加者

台東モノマチ：
トッピングラリー参加者0 0 2



どちらかに特化したり、組み合わせたりし　　　て地域特性に合わせたイベントをつくる

エーラウンド
（A-ROUND）

浅草中心の革問屋や靴産業の集
積地。モノづくりイベントに加え、
音楽イベント、芸能人によるトーク
ショー、飲食店連携などを散りば
めて多角的なまち歩きのきっかけ
をつくり、集客を図っている。

高岡
クラフツーリズモ

高岡市中心街で開催される高岡
クラフト市場街（展示イベントやコ
ンペ等多数の企画）に合わせて開
催。平成26年度は丸1日かけてバ
スで回るツアーを3コース用意。ガ
イドは各工場の若手職人が務める。

ヤマナシハタオリ産地
バスツアー

素材を探しているクリエイターや
小売店のバイヤー、メディア関係
者等ファッション業界のプロフェッ
ショナルと産地をダイレクトにつな
ぐバスツアーに特化し、ビジネスマ
ッチングを図っている。

燕三条
工場の祭典

広域に点在する工場を回るため、
自動車の利用が必須。来場者用
臨時バスを運行して移動手段を
確保。オフィシャルバスツアーも複
数企画。レセプションなど交流機
会を多数提供している。

スミファ

運営規模を適正化し、参加企業
側、来場者の満足を高めるため
に、女性対象、クリエイター対象、
地域の名所名店めぐりなど魅力
的な12のツアーに絞り込む。一
部でフリー見学にも対応。

台東モノマチ

約2km四方で開催。メーカー、
問屋、アトリエショップ、飲食店な
ど多様な参加者。来場者は徒歩
や自転車利用が多い。スタンプラ
リーやコラボレーション企画などエ
リアを回遊させる仕掛けも充実。

おおた
オープンファクトリー

都内最大の工場集積地であり大
田区の工場と住宅の混在地域で
実施。工場や展示拠点を中心に
したまち歩きでのフリー見学がメイ
ン。主会場から離れた工場アパー
トはバスを運行してつないでいる。

本書で
紹介している
 ７つの
先行事例

ツアー 訪 問 型 フリー 見 学 型

主催者側でテーマに沿ったコースを決め、
見学者を事前に募集し、ガイドの案内に
従って実施するオープンファクトリーで
す。徒歩でまわれる場合は、工場のこと
だけでなく、地域の歴史や名物を知っても
らうまち歩き的な要素も追加されます。拠
点間の距離がある、公共交通機関が使いに
くい、地域外からの来場者で地理に不案内
で自動車が使いにくい等の場合には、バス
を使ったツアーも実施されます。広く一般
から参加者を募集する場合もあれば、プロ
フェッショナル限定、学生限定など、対象
者を絞ってより確実なビジネスマッチング
を狙う場合もあります。

ヤマナシハタオリ産地バスツアー： バスツアー開催の様子

燕三条 工場の祭典： オフィシャルバスツアー

期間中、工場を一定の時間オープンさせ、
来場者が自分のペースで自由に見学できる
オープンファクトリーです。徒歩圏内を中
心に、地域に点在する工場やショップなど
を歩いたり、自転車に乗って回遊する地域
もあれば、広範囲なため公共交通機関や自
家用車での移動が必要な地域もあります。
イベント期間中に臨時バスを運行するな
ど、来場者がアクセスしやすい工夫なども
必要です。どの工場がいつオープンしてい
るのかといったタイムスケジュール、工場
の場所がどこかといったアクセスマップの
制作が重要です。来場者に実際に製作体験
してもらうワークショップなどを企画する
場合もあります。

台東モノマチ： 木本硝子

エーラウンド： 福禄寿

オープンファク　　トリーのタイプ

オープンファクトリーを大きく分類するとフリー見
学型とツアー訪問型、およびその組み合せ型と
なります。移動しやすく、各現場での受け入れ
体制が整っていればフリー見学型、場所が離れ
ていたり長時間の受け入れが難しい場合はツ↗

↘アー訪問型がベースになります。実施する
目的、地域の広がり、交通の利便性や移動
距離や時間、業種、各現場の受け入れ体制
等によって、様々な要素を組み合わせて全体
のイベントを構成していきます。

©神宮巨樹写真事務所
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東京都

新潟県
アクセス  東京駅 ➡ 上越新幹線 ➡ 燕三条駅（約２時間）

三条市／燕市

富士吉田市／西桂町ほか

高岡市

墨田区
台東区

大田区

山梨県
アクセス  新宿駅 ➡ 富士急行バス ➡ 富士山駅（約１時間30分）

富山県
アクセス  東京駅 ➡ 北陸新幹線 ➡
新高岡駅 ➡ 城端線 ➡ 高岡駅（約3時間）
※北陸新幹線は2015年3月14日開業

各事例の
開催地マップ
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地
域
が
、
材
料
や
道
具
な
ど
を
調
達
す
る
の
に

便
利
だ
っ
た
こ
と
、
地
元
の
企
業
や
職
人
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
理
由
だ
。

　

２
０
１
０
年
こ
の
エ
リ
ア
を
「
徒か
ち
く
ら蔵

」
と
名

付
け
、
雑
誌
『
東
京
ウ
ォ
ー
カ
ー
』
が
、
デ
ザ

ビ
レ
施
設
公
開
と
卒
業
生
シ
ョ
ッ
プ
め
ぐ
り
を

紹
介
し
て
、
翌
年
開
催
の
台
東
モ
ノ
マ
チ
の
ト

ラ
イ
ア
ル
版
が
実
施
さ
れ
た
。

第
１
回
の
成
果
と
ま
ち
の
変
化

　

第
１
回
台
東
モ
ノ
マ
チ
は
２
０
１
１
年
５
月

デ
ザ
ビ
レ
村
長
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
地
元

企
業
や
デ
ザ
ビ
レ
卒
業
生
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
16

社
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
施
設
公
開
と
佐
竹
商
店
街

で
開
催
し
た
「
モ
ノ
づ
く
り
市
（
現
・
ク
リ

エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）」
を
２
本
柱
と
し
、

集
客
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
、
商
店
街
は
30
年
ぶ

り
と
も
い
わ
れ
る
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
地
元
企

業
も
大
い
に
成
果
を
得
た
。

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
木
本
誠
一

さ
ん
（
木
本
硝
子
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、「
初

回
は
本
当
に
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
の
か
不

安
で
し
た
。
し
か
し
フ
タ
を
開
け
て
み
れ
ば
来

場
者
の
べ
１
万
人
の
盛
況
ぶ
り
。
自
分
た
ち
も

驚
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

そ
れ
ま
で
小
売
り
を
お
こ
な
っ
て
い
な
か
っ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
の
ま
ち
・
徒か

ち
く
ら蔵

　

台
東
区
南
部
は
古
く
か
ら
装
飾
品
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
雑
貨
に
関
わ
る
モ
ノ
づ
く
り
産
業
が
盛

ん
だ
。
御
徒
町
周
辺
に
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
小
島

周
辺
に
は
財
布
や
袋
物
、
鳥
越
に
は
帽
子
。
浅

草
橋
に
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
関
連
の
製
造
・
卸
が

集
ま
る
。
そ
れ
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
材
料
や
資
材
、
道
具
な
ど
を
扱
う
問
屋
や

小
売
店
も
集
積
し
て
い
る
。

台
東
モ
ノ
マ
チ
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け

　

台
東
モ
ノ
マ
チ
が
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
立
ち
上

が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
徒
蔵
エ
リ
ア

の
中
心
に
位
置
す
る
２
０
０
４
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
創
業
支
援
施
設
台
東
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ビ

レ
ッ
ジ
（
通
称
デ
ザ
ビ
レ
）
の
施
設
公
開
。
通

常
は
非
公
開
だ
が
、
年
１
回
、
入
居
者
で
あ
る

若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
地
元
の
人
々
と
の
直
接

交
流
の
場
と
し
て
実
施
し
て
き
た
。
デ
ザ
ビ
レ

は
'05
年
に
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
に
合
わ

せ
て
地
域
に
呼
び
か
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
が
、
参
加
者
も
集
客
も
不
十
分
で
失
敗
。

　

そ
の
後
、
デ
ザ
ビ
レ
は
毎
年
卒
業
ブ
ラ
ン
ド

を
輩
出
し
、
そ
の
半
数
が
エ
リ
ア
内
に
ア
ト
リ

エ
や
シ
ョ
ッ
プ
を
構
え
始
め
た
。
そ
れ
は
こ
の

た
メ
ー
カ
ー
や
問
屋
が
、
台
東
モ
ノ
マ
チ
を

き
っ
か
け
と
し
て
消
費
者
に
直
接
商
品
を
販
売

す
る
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
る
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
た
の
も
成
果
の

ひ
と
つ
。
ま
た
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
参
加
企

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
増
加
。
地
域

内
で
も
交
流
が
始
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
商
品
を
開
発
し
た
り
、
お

客
様
を
楽
し
ま
せ
る
仕
掛
け
を
自
発
的
に
考
え

た
り
と
、い
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い
る
。

台
東
モ
ノ
づ
く
り
の
マ
チ
づ
く
り
協
会

　

台
東
モ
ノ
マ
チ
は
第
４
回
ま
で
は
参
加
企
業

も
倍
々
で
増
え
、
規
模
の
拡
大
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
を
目
指
し
て
き
た
。
16
社
か
ら
始
ま
っ

た
台
東
モ
ノ
マ
チ
は
第
４
回
で
参
加
２
０
０
社

を
超
え
、
来
場
者
数
は
の
べ
10
万
人
を
記
録
。

　

し
か
し
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
地
元
の

有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
こ
な
っ
て
い
た

運
営
面
の
負
担
は
増
大
。
第
５
回
を
前
に
「
台

東
モ
ノ
づ
く
り
の
マ
チ
づ
く
り
協
会
」
を
設
立

し
、
組
織
化
す
る
こ
と
で
運
営
事
務
を
あ
る

程
度
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
化
し
て
省
力
化
を
目
指
し

た
。
そ
の
上
で
年
間
を
通
し
た
地
域
の
Ｐ
Ｒ
活

動
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

今
後
の
台
東
モ
ノ
マ
チ
へ
の
期
待

　

台
東
モ
ノ
マ
チ
協
会
の
吉
田
会
長
は
「
コ
ン

テ
ン
ツ
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
お
も

し
ろ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。地
域
の
中
で
品
種
、

業
種
、
年
齢
性
別
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て

く
る
こ
と
が
今
後
も
増
え
る
だ
ろ
う
」
と
自
信

を
見
せ
て
い
る
。

対象：一般向け
地域：
東京都台東区南部地域一帯
御徒町／東上野／元浅草／
台東／三筋／小島／鳥越／
寿／駒形／蔵前／
柳橋／浅草橋
開始年：2011年5月
頻度：年１～２回（春、秋）
規模（第６回実績）：
参加企業数　約150件
来場者数　のべ10万人
イベントメニュー：
工場見学／施設公開／
職人ツアー／ワークショップ／
限定商品企画、販売／
マーケット／食関連イベント

www.monomachi.com

イベントデータ

一心堂嶋野
【 アクセサリー 】
スワロフスキー・エレメンツの推奨問屋
として常時6000アイテム以上を在庫す
る。アメリカやヨーロッパ各地の老舗工
場から真鍮製型打パーツやアクリルパー
ツ等を輸入し製造業者への販売もおこな
う。パーツの小売も実施している。

m＋（エムピウ）
【 革鞄・革小物アトリエ＆ショップ 】
台東デザイナーズビレッジの第１期卒業
生である村上雄一郎氏のアトリエ＆ショ
ップ。鞄、財布、雑貨などシンプルかつ
機能的なデザインの革製品を取り揃えて
いる。台東モノマチのeastエリアにおけ
るリーダー的存在でもある。

田中箔押所
【 箔押し 】
ブランド、会社ロゴ、記念品、個人の品
物などに加工することで品物の価値を高
める「箔押し」。熟練の職人が常にチャレ
ンジを続ける工房。完成品に加工するこ
とも得意。台東モノマチでは来場者に特
に人気の高い工房のひとつ。

ラモーダヨシダ
【 財布・革小物 】
革小物・財布専業メーカー。OEM生産
を手がける傍ら、1978年にプライベー
トブランドmicを立ち上げ。第３回台東
モノマチに合わせて本社地下にオープン
した上野店は工房併設で、財布づくりの
いろはが学べるスペースとなっている。

台東モノマチ　開催エリアの代表的企業

ファッションや生活雑貨に関連した企業やショップ
が多く集まる。長い歴史をもつ企業や、伝統の技術
を守る職人が担う小規模な工房も点在する一方で、
デザビレの卒業生など若手クリエイターのアトリエシ

ョップも多い。それらが呼び水となり、2011年頃か
らはカフェや文具店など感度の高い店舗が増えた。
メディアでもおしゃれなまちとして特集が組まれるな
ど、注目度の高い地域だ。

エリアは基本的に徒歩圏内、または自転車でまわれる範囲。台東デザイナーズビレッジ、佐竹商店街、おかず横丁などはエリア内
の中心に位置する。2010年にJR秋葉原駅と御徒町駅の間の高架下にオープンした「2k540（ニーケーゴーヨンマル）」もモノづく
りをテーマとした商業施設で、モノづくり系企業が多く入居する。

子
供
か
ら
プ
ロ
ま
で
楽
し
め
る
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
揃
う

台
東
モ
ノ
マ
チ

CASE.

1

同じ台東区にある上野・浅草
といった都内有数の観光地
の南側にあたるエリア。お隣
の墨田区の東京スカイツリー ®
も、蔵前・浅草橋から徒歩圏
内にあり、近年特に人が集ま
る注目のエリア。JR 線、都
営線、東京メトロ、つくばエク
スプレスなど公共交通機関
の乗り入れも多く、どこから訪
れるにしてもアクセスは良好。

徒
か ち く ら

蔵エリア

どんな地域？？

東京都台東区南部

1  2k540で開催される
クリエイターズマーケッ
トでは質の高い作品に出
合える　2  田中箔押所
での箔押し実演や体験は
毎回大人気　3  つくり
手に直接話を聞きながら
モノに触れたり、買った
りできる。

1

23
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種
や
年
齢
が
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
、
開
業
間
も
な

い
方
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
聞
き
に
く
い
こ
と

で
も
こ
ち
ら
か
ら
み
た
ら
当
た
り
前
の
こ
と
な

ど
も
あ
っ
て
、相
談
に
乗
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

逆
に
私
は
、
若
者
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
な
ど
を
吸
収
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

川
越

：

同
じ
業
界
の
人
に
は
な
か
な
か
聞
け
な

い
こ
と
も
、
業
界
が
違
う
か
ら
気
軽
に
聞
け
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

吉
田

：

３
つ
に
分
か
れ
て
い
る
エ
リ
ア
ご
と
の

結
束
は
強
く
、
エ
リ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
企

画
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
エ
リ
ア
を
ま
た
い
だ
交
流
が
こ
れ
か
ら
の

地
域
や
台
東
モ
ノ
マ
チ
（
以
下
、
モ
ノ
マ

チ
）
の
特
徴
に
つ
い
て
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
田

：

徒
蔵
は
、
厳
密
に
い
う
と
〝
産
地
〞
で

は
な
い
ん
で
す
。
い
え
、
産
地
で
は
あ
る
ん
で

す
が
、
小
さ
い
ん
で
す
ね
。
た
と
え
ば
浅
草
な

ら
ば
靴
、
燕
三
条
は
金
属
加
工
、
と
い
え
る
と

思
う
の
で
す
が
、
こ
の
エ
リ
ア
は
「
○
○
の
産

地
」と
言
い
切
れ
る
ほ
ど
集
積
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
辺
り
は
日
本
一
の
財
布
・
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

の
集
積
地
な
ん
で
す
が
、
10
件
、
20
件
程
度
で

す
。
袋
物
、
金
具
、
帽
子
な
ど
も
同
じ
で
、
集

ま
っ
て
は
い
る
け
ど
数
十
件
に
の
ぼ
る
ほ
ど
多

く
は
な
い
。そ
れ
に
メ
ー
カ
ー
、中
間
工
程
、卸
、

の
あ
る
コ
ア
な
お
客
様
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
ね
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
で
す
し
、

若
い
人
が
訪
れ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
て
さ
ら
に

広
が
っ
て
、
と
い
う
の
が
こ
こ
２
回
く
ら
い
の

特
徴
で
す
。

今
の
モ
ノ
マ
チ
は
「
協
会
」
と
い
う
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
母
体
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

木
本

：

元
々
は
有
志
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
運
営
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
参
加
者
も
来
場
者
も
ど
ん

ど
ん
増
え
て
、
運
営
者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
省
力
化
す
る
た
め
、
長
続

き
さ
せ
る
た
め
に
協
会
と
い
う
形
に
し
た
ん
で

地
域
と
人
が
今
後
の
台
東
モ
ノマ
チ
を
つ
く
る

思
い
ま
す
。
や
は
り
魅
力
の
あ
る
ま
ち
に
な
る

た
め
に
は
魅
力
の
あ
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
こ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
に
は
人
気

も
、
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
デ
ザ
イ
ン
力

も
あ
る
、
才
能
豊
か
な
若
い
人
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
う
し
た
30
代
や
40
代
の
若
手
が
新
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
っ
て
「
や
り
た
い
」
と
手
を

挙
げ
ら
れ
る
場
を
つ
く
る
の
が
我
々
の
仕
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
。

川
越

：

吉
田
さ
ん
は
運
営
の
標
準
化
、
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
化
を
ず
っ
と
言
っ
て
こ
ら
れ
て
い
た
ん

で
す
が
な
か
な
か
で
き
な
く
て
。
第
６
回
を
終

え
て
よ
う
や
く
こ
れ
が
落
と
し
ど
こ
ろ
か
な
と

見
え
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。
会
員
か
ら
は
協
会

費
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
予
算

が
事
前
に
あ
る
程
度
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
プ
ラ
ス
の
効
果
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
雰
囲
気
は
ど
ん
な
様

子
で
す
か
？

木
本

：

運
営
も
参
加
メ
ン
バ
ー
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
も
、
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
交
流
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
業

小
売
り
と
業
種
も
様
々
で
す
。
そ
ん
な
地
域
に

２
０
０
４
年
に
デ
ザ
ビ
レ
が
で
き
て
、
若
い
ク

リ
エ
イ
タ
ー
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
品

種
・
業
種
が
バ
ラ
バ
ラ
、
立
場
も
年
齢
も
バ
ラ

バ
ラ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
ね
。

木
本

：
私
は
モ
ノ
マ
チ
を
や
る
ま
で
、
こ
の
地

域
が
財
布
関
連
企
業
数
日
本
一
だ
と
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
近
所
の
会
社
が
何
を
や
っ
て
い
る

か
を
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
モ
ノ
マ
チ
で
知

り
合
い
が
増
え
ま
し
た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
も
そ

れ
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

藤
井

：

回
を
重
ね
る
ご
と
に
お
客
様
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
も
感
じ
ま
す
。
モ
ノ
を
見
る
目

どんなイベント？ファッション・生活雑貨の企業・ショップをはじめ、建築事務所やおしゃれなカフェま
で多品種・多業種の参加者がいる台東モノマチ。エリア内の異業種コラボレーショ
ンなど、豊富なコンテンツが様 な々ボリューム感で楽しめる。

回を重ねるごとに充実する多彩なツアーやワークショップ

地元ガイドが職人の手仕事を案内

モノづくりの源流　職人見学ツアー

普段はなかなか入ることのできない伝統技法を守る職人の工房を訪れる約２
時間のツアー。定員10名の２コースを用意し、6～ 7社を徒歩で見学。帽子、
レース染め、革漉き、袋物などこのエリアならではのモノづくり精神に触れられ
る貴重な機会。職人から直接話を聞き間近で実演を見学できる。

エリアを回遊してオリジナルバッグをつくれる

トッピングラリー

バッグを購入後、参加者が提供す
るアイテムを好きにトッピングし、オ
リジナルバッグを完成させるラリー
型ワークショップ。何色のどのサイ
ズのバッグを選ぶかに始まり、トッ
ピングの種類や付ける位置など自
分でつくる実感を得られる企画。

ラリー参加企業・ショップが用意した様々な「トッピング」。革のポケ
ットや真鍮のアクセサリー、羊のフェルトバッヂなど価格も難易度も
幅広く、一人ひとり全く異なるバッグになるのがおもしろい。

1  大栄活字社では活版印刷の様子を見学。参加者は棚に並んだ文字盤から好き
な文字を探すなど楽しんだ。 2  ツアーガイドは旗を持ってまち歩きに同行。

新鋭クリエイターから直接購入できる

クリエイターズマーケット

以前佐竹商店街で「モノづくり
市」として開催していたマーケット
をグレードアップ。厳選したクリ
エイターの質の高い作品に出合
える場になっている。マーケット
をきっかけに徒蔵エリアに店を
構えるクリエイターもいるという。

モノマチの原点・クリエイターのアトリエを探訪

台東デザイナーズビレッジ施設公開

多くの卒業生クリエイターを輩
出しているデザビレでは、毎年
アトリエ公開と商品販売会を実
施。それをきっかけに地元企業
とのつながりを強める入居者も
おり、若いクリエイターのモノづ
くりへの理解も深まっている。

大人も子供も楽しめる様々な製作体験

人気のワークショップ

川島鈴鹿建築計画／
手のひらに乗る小さなマチ

dakota工房×エフ・デザイン／
モザイクタイルアート

台東モノマチではじっくり時間をかけてひとつのモノをつくる本格的なものか
ら、当日店頭で飛び込み参加できる気軽なものまで幅広いワークショップが充
実している。子供向けの企画もあり、誰でも簡単に世界にひとつだけのオリジ
ナル作品を手に入れることができる。

モノマチコラボの元祖・大人気のノート

オリジナル名入れノート

毎回恒例の台東モノマチの名物企画。
人気の文具店カキモリでつくるオリジナ
ルノートに、箔押しで好きな字を入れる
ことができる。第６回では活字を選ぶ楽
しみも加わり、時間もお金もかかる企
画にも関わらず長蛇の列ができた。

①カキモリで
　ノートをつくる

②大栄活字で
　活字を選ぶ

③田中箔押所で
　名入れする

ノートづくりで2 0 0人を呼んだコラボ（カキモリ 広瀬さん）

「野村製作所で表紙を選び、カキモリでつくったノートを田中箔押所に持
って行くと名前を箔押ししてくれるというコラボを第２回で始めました。予想
を上回るお客さんに来て頂きました。このコラボは毎回続けていますが、直
近では活版印刷屋さんも取り込むなど、だんだん進化しています。店同士
が割と離れているのですが、それでも回ってくれるのには感動しました。」

（写真右から）

イビインターナショナル　代表
台東モノづくりのマチづくり協会　副会長

藤井タケヲさん

ラモーダヨシダ　代表
台東モノづくりのマチづくり協会　会長

吉田昌光さん

木本硝子　代表
台東モノづくりのマチづくり協会　副会長

木本誠一さん

カワゴエ代表
台東モノづくりのマチづくり協会　副会長

川越浩司さん

12

課
題
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の

台
東
モ
ノ
マ
チ
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
課
題
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

吉
田

：

こ
こ
で
産
ま

れ
て
育
っ
て
き
た
者
と
し
て
は
、
自
分
の
子
供

世
代
に
も
喜
ん
で
住
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
閉
鎖
的
で

は
な
い
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
し
た
い
。
商
売
だ

け
で
な
く
、
住
む
人
が
増
え
た
り
。
地
域
の
人

同
士
が
仲
良
く
な
る
こ
と
で
す
。

川
越

：

私
は
元
々
、
地
域
に
閉
塞
感
を
感
じ
て

い
た
の
で
、
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
で
も
メ
イ

ド
イ
ン
東
京
で
も
、
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
く

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
会
や
業

界
の
組
合
な
ど
の
既
存
の
組
織
で
や
っ
て
こ
ら

れ
た
方
々
と
の
整
合
性
は
課
題
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
。

藤
井

：

イ
ベ
ン
ト
あ
り
き
じ
ゃ
な
く
、
人
だ
と

0 0 90 1 0 CASE. 1 MONOMACHI



を
張
っ
た
ブ
ー
ス
内
に
企
業
が
出
店
し
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
販
売
を
お
こ
な
う
１
日
限
り
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
来
場
者
は
買
物
や
製
作
体
験
を

楽
し
ん
で
い
た
。
し
か
し
来
場
者
の
ほ
と
ん
ど

が
市
内
も
し
く
は
県
内
か
ら
で
、
他
の
産
地
と

比
べ
て
外
部
か
ら
の
集
客
力
が
不
足
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
主
催
の
三
条
市
は
「
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
の
発
展
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
た
」
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
。

　

同
じ
頃
、
三
条
市
主
催
の
も
う
ひ
と
つ
の
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
の
が
経
営
力
向
上
人

材
育
成
塾
。
第
１
回
目
の
参
加
者
と
な
っ
た
タ

ダ
フ
サ
代
表
の
曽
根
忠
幸
さ
ん
は
「
育
成
塾
を

通
し
て
、
僕
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
に
対
す
る
想
い

を
直
接
お
客
様
に
伝
え
る
た
め
に
、
工
場
を
開

い
て
そ
の
姿
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」
と
語
る
。
さ
ら
に
、
育
成
塾
の
第

３
回
目
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
声
が
か

か
っ
た
メ
ソ
ッ
ド
の
山
田
遊
さ
ん
の
考
え
も
、

こ
う
し
た
産
地
の
意
識
と
合
致
し
て
い
た
。
山

田
さ
ん
は
「
モ
ノ
で
は
な
い
、
コ
ト
消
費
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
数
年
前
か
ら

も
っ
て
い
た
」
と
い
い
、
工
場
見
学
イ
ベ
ン
ト

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
提
案
。
こ
う
し
て
様
々
な

タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、「
燕
三
条 

工
場
の
祭
典
」
が
生
ま
れ
た
。

燕
三
条
の
産
業
と
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

　

新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
三
条
市
・

燕
市
。
一
般
的
に
は
三
条
は
鍛
冶
産
業
、
燕
は

金
属
製
洋
食
器
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、「
燕

三
条
」
の
呼
称
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

三
条
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
鍛
冶
産
業
が
あ
っ

た
こ
と
が
遺
跡
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て

お
り
、
江
戸
時
代
に
和
釘
づ
く
り
が
奨
励
さ
れ

た
こ
と
で
さ
ら
に
発
展
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
燕
に
は
江
戸
時
代
に
鎚つ
い

起き

銅
器
の
製
法
が

伝
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
銅
器

や
洋
食
器
、
金
属
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ア
な
ど
の
製
造

が
盛
ん
と
な
り
、
両
市
合
わ
せ
て
金
属
加
工
の

一
大
生
産
地
へ
と
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
産

地
と
し
て
の
知
名
度
は
あ
る
も
の
の
そ
の
他
に

観
光
資
源
と
呼
べ
る
も
の
は
な
く
、
訪
れ
る
人

と
い
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
視
察
が
主
で
、
一

般
の
人
が
モ
ノ
を
買
っ
た
り
旅
を
し
た
り
す
る

目
的
で
訪
れ
る
ま
ち
で
は
な
か
っ
た
。

前
身
イ
ベ
ン
ト
と
、
合
致
し
た
想
い

　

工
場
の
祭
典
の
開
催
に
至
る
ま
で
に
は
、様
々

な
き
っ
か
け
や
流
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の

ひ
と
つ
が
越
後
三
条
鍛
冶
ま
つ
り
だ
。
テ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
実
施
と
そ
の
成
果

　

２
０
１
３
年
１
０
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

工
場
の
祭
典
は
、
５
４
社
が
参
加
し
、
１
万
人

の
来
場
者
を
記
録
。
多
く
の
人
が
工
場
に
足
を

運
ん
だ
こ
と
で
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち

の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
。
普
段
は
立
ち
入
る

こ
と
の
な
か
っ
た
近
隣
工
場
と
の
交
流
が
生
ま

れ
た
り
、
工
場
の
掃
除
を
し
た
、
ペ
ン
キ
を
塗

り
な
お
し
た
、と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
。「
一

つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
だ
け
れ
ど
、
そ
う
し

た
意
識
の
変
化
の
積
み
重
ね
は
と
て
も
大
事
」

（
山
田
さ
ん
）
と
感
じ
ら
れ
る
成
果
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
Ｐ
Ｒ
に
い
た
る
ま
で
、
山

田
さ
ん
率
い
る
メ
ソ
ッ
ド
が
監
修
し
て
い
る
こ

と
も
特
筆
す
べ
き
点
だ
。
メ
ソ
ッ
ド
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
実
現
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
継
続
の
た
め
に

　

一
方
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
の
た
め
に
は
、

外
部
の
力
に
頼
り
き
ら
な
い
地
元
の
意
識
と

力
も
必
要
だ
。
山
田
さ
ん
は
数
年
後
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
立
場
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
検

討
し
て
お
り
、
地
元
の
組
織
が
主
体
と
な
っ
て

継
続
的
に
運
営
し
て
い
け
る
体
制
を
つ
く
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
三
条
市
商
工
課
の
澁
谷

一
真
さ
ん
は
「
工
場
の
祭
典
は
民
間
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
つ
く
っ
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
も

の
だ
っ
た
」
と
実
感
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
が

企
業
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て
も
来
場
者
に

と
っ
て
も
魅
力
的
な
も
の
で
あ
り
続
け
る
道
を

模
索
し
て
い
る
。

諏訪田製作所
【 爪切り 】

1926年創業。爪切りや植木盆栽用の刃
物などを製造、近年ではデザイン性の高
い爪切りが国内外で評価されている。洗
練された工場内はガラス越しに製造工程
を見学できるようになっており、イベン
ト期間外でも開かれた工場である。

スノーピーク
【 キャンプ用品 】
本社にはオフィスをはじめ工場やストア
が併設されており、自然志向のライフス
タイルを提案するスノーピークのモノづ
くりの全てを見学できる。本社社屋の横
には５万坪のキャンプフィールドが広が
っており、レンタル品も充実している。

玉川堂（ぎょくせんどう）
【 銅器 】

1816年創業。やかんや茶器、花器など
の幅広い銅器を製造している。玉川宣夫
氏は2010年に人間国宝に認定されてお
り、１枚の銅板から打ち出される銅器は使
うほどに手に馴染み光沢を帯びる。工房
からは多数の鎚起職人を輩出している。

日野浦刃物工房
【 刃物 】

1905年創業。日本の伝統技術を用い、自
由鍛造による刃物製造を行う。国内外か
ら変わった形状の刃物製作の依頼が寄
せられ、より多くの信頼を得られる製品づ
くりを目指す。2012年には日野浦司氏が
国から伝統工芸士の認定を受けている。

金
属
加
工
の
聖
地
で
５
０
社
以
上
が
一
斉
開
放

対象：一般向け
地域：
新潟県三条市および燕市
開始年：2013年10月
頻度：年1回（秋）
規模（第2回実績）：
参加企業数　59社
来場者数　約1万3000人
イベントメニュー：
オープンファクトリー、ワークシ
ョップ、ガイド付きバスツアー、
レセプション、関連イベント（飲
食、まちあるき、マーケット等）

http://kouba-fes.jp

イベントデータ

燕
三
条 

工こ

う

場ば

の
祭
典

CASE.

2
川に近く、鍛冶に必要な炭や鉄がとれる地場
資源があったことから、鎌倉時代には鍛冶産
業が根付いていたといわれる燕三条。江戸
時代になるとそこに和釘生産による技術が加
わり、時代の変遷とともにその技術を様 な々加
工技術に特化させていったモノづくりの歴史を
もつ。分業が進み多彩な技術の集積がある
地域でもある。

新潟県三条市、燕市
どんな地域？？

工場の祭典
開催エリアの代表的企業

業種別にみると金属製品製造業の占める割合
が両市ともに圧倒的に高い。燕市はステンレス
加工産業、三条市はプレスや金型製作をはじめ
とする鉄の加工業が中心となっている。よく知ら
れている鍛冶や洋食器のほかにも様 な々業種が
存在している。大多数が中小規模の工場だが、
スノーピークや諏訪田製作所など、世界的に
も名前の知られた大企業も複数存在している。

イベントは２市にまたがるおよそ
10km四方にも及ぶ広いエリアで
開催。三条市中心部にある三条鍛
冶道場をメイン会場とし、交通と
情報の起点にしている。

井栗エリア
吉田・西燕エリア
下田エリア

三条市中心部
燕市中心部
分水エリア
金子新田エリア

1  日浦刃物工房での伝
統技術を活かした刃物
づくり　2  多くのメディア
も取材に訪れた　 3  農
業の作業性を左右する
鍬を製造する近藤製作
所では、様々な鍬を展示

1
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ABOUTどんなイベント？燕三条 工場の祭典では４日間にわたって一斉に工場を開放。各工場の
規模や状況に合わせて、時間内であれば自由に見学できる「フリー」、開
始時間までに集合する「時間制」など工場の開き方を、各工場が選べる。

ピンクのストライプで彩られた街をめぐる4日間

メイン会場はイベントもりだくさん！

JR北三条駅近くの三条鍛冶道場は、普段は鍛冶や木工などに関わる後継者
の育成や、市民を対象としたモノづくり体験講座の実施場所などに活用され
ている。イベント期間中は情報と交通の拠点となるメイン会場に指定され、ワ
ークショップや買物ができ、レンタサイクルやバスの発着場所にもなっている。

1  参加工場でつくられている自慢の逸品を一挙展示。オフィシャルグッズとし
て購入も可能　2  ワークショップでは職人から直接指導を受けることができる。

三条鍛冶道場

工場以外のお楽しみも

工場の祭典の期間中、燕三条地域では様 な々連携イベントが開催された。地
元のナビゲーターによるまち歩きツアー（工場の祭典まちあるき）や、農家が提
供する特別な食空間（畑の朝カフェ）など、工場以外でも燕三条のモノづくり
や食について楽しめるプログラムが充実している。

畑の朝カフェ

工場がパーティーやライブの会場に！？

６つの工場を会場に、工場の祭典の“夜の部”ともいえるレセプションを
開催。キャンプ料理でのおもてなし（スノーピーク）やライブ（玉川堂、
武田金型製作所）など、普段は仕事場である各工場の環境を活かした
イベントを開催して、来場者と参加企業が交流を深めた。

レセプション

タダフサ

工場の祭典まちあるき 畑の朝カフェ

手彫り彫金の初体験をここで

ワークショップ

各工場では数々のワークショッ
プも企画された。手彫り彫金歴
45年を誇る大岩彫金では、全
国推奨観光土産品審査会の
工芸部門で、最高賞の経済産
業大臣賞に輝いた「木の葉の
箸置き」を実際に製作できた。

大岩彫金

わかりやすく工夫された工場見学

工場見学

永塚製作所スノーピーク

普段から工場をオープンにしている会社
もイベント期間中だけ公開の工場も、それ
ぞれに工夫をこらす。工場内では騒音に
配慮してインカムを装着したり、途中工程
のサンプルを展示するなどの工夫が。ピン
クストライプのTシャツ着用、段ボールの
設置などで、参加企業・スタッフであること
もわかりやすくしている。

どこを見ても
ピンク！

INTERVIEW

澁
谷

：

公
募
で
集
ま
っ
た
の
は
２
０
社
程
度
で

し
た
。そ
こ
か
ら
直
接
５
０
社
ほ
ど
訪
問
し
て
、

趣
旨
を
説
明
す
る
と
い
う
地
道
な
勧
誘
活
動
を

し
ま
し
た
。
曽
根
さ
ん
が
、
工
場
の
祭
典
で
や

る
べ
き
こ
と
を
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
表
現
し
て

伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
に

賛
同
し
た
方
が
参
加
し
て
く
れ
た
印
象
で
す
。

曽
根

：

工
場
見
学
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
決
め

て
か
ら
、
知
り
合
い
の
工
場
さ
ん
と
一
緒
に
三

条
市
の
商
工
課
に
話
を
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
と
同
じ
だ
か
ら
初
め
は
コ
ン

セ
プ
ト
固
め
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
自
分

た
ち
が
誇
り
を
も
っ
て
次
に
つ
な
げ
る
た
め
に

何
が
で
き
る
か
と
い
う
意
識
を
ベ
ー
ス
に
、
５

つ
の
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

工
場
の
祭
典
で
は
作
業
工
程
の
見
せ
方

や
説
明
が
上
手
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

澁
谷

：

特
に
私
た
ち
か
ら
こ
う
見
せ
ま
し
ょ
う

と
い
う
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

工
場
の
規
模
感
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
の
仕
方

が
あ
り
ま
す
し
、
一
概
に
こ
う
す
べ
き
と
は
言

え
ま
せ
ん
し
ね
。
参
加
工
場
同
士
の
意
見
交
換

で
「
う
ち
は
こ
う
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
が

出
て
、
お
互
い
が
刺
激
し
合
っ
て
い
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

楡
井

：

手
厚
く
工
場
さ
ん
に
説
明
す
る
こ
と
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
や
ら

な
い
こ
と
も
重
要
で
す
。
最
終
的
に
は
そ
の
工

場
の
方
が
自
ら
考
え
て
、
し
っ
か
り
伝
え
る
こ

と
を
学
ぶ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
や
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

楡
井

：

エ
リ
ア
が
広
い
の
で
、
二
次
交
通
は
永

遠
の
悩
み
で
す
ね
。
臨
時
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い

燕
三
条 

工
場
の
祭
典
が
そ
れ
ま
で
の
イ

ベ
ン
ト
と
違
う
点
は
ど
こ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

澁
谷

：

以
前
は
、「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
れ
ば

売
れ
る
か
ら
」
と
か
「
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
か

ら
仕
方
な
く
」
参
加
し
て
い
る
場
合
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
で
も
工
場
の
祭
典
は
、
や
り

た
い
か
ら
参
加
す
る
ん
だ
と
い
う
内
部
か
ら
の

声
で
動
い
て
い
ま
す
。
外
部
か
ら
見
る
と
い
い

意
味
で
工
場
見
学
っ
ぽ
く
な
く
、
音
楽
フ
ェ
ス

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
英
語
に
す
る
と

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
工
場
を

知
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。「
モ
ノ
を
売
る
」
が
主
体
だ
っ
た
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
は
違
い
ま
す
ね
。

と
て
も
良
か
っ
た
ん
で
す
。

曽
根

：

外
部
か
ら
の
刺
激
が
な
か
っ
た
ら
工
場

見
学
な
ど
意
識
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
山
田
遊
さ
ん
か
ら
「
工
場
見
学
の
イ
ベ
ン

ト
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
を
い
た

だ
い
た
と
き
、
僕
た
ち
も
三
条
鍛
冶
ま
つ
り
を

工
場
見
学
型
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
育
成
塾
で
し
た
。
中
川
政
七
商
店

の
中
川
淳
社
長
に
、
タ
ダ
フ
サ
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
た
だ
き
、
僕
ら
が
い
い
モ

ノ
を
い
く
ら
つ
く
っ
て
も
、
お
客
さ
ん
に
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
僕
ら
が
直
接
お
客
さ
ん
に
伝
え
る
た
め

燕
三
条
を
モ
ノ
づ
く
り
の
聖
地
に

ま
す
が
、
１
時
間
に
１
本
だ
と
ま
だ
効
果
が
薄

い
ん
で
す
。

長
谷
部

：

第
３
回
目
に
な
る
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
新
し
い

ツ
ア
ー
内
容
な
ど
も
増
や
さ
な
い
と
飽
き
ら
れ

て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
企
業
や
新
し
い
体
験
と
い
っ
た
、
企
業

の
掘
り
起
こ
し
や
ネ
タ
づ
く
り
が
、
継
続
の
た

め
に
は
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

澁
谷

：

組
織
と
し
て
は
、
我
々
行
政
側
が
永
遠

に
関
わ
る
と
い
う
形
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
実
行
委
員
そ
れ
ぞ
れ
に
か
か
る
負
担
を
分

散
し
て
、
異
な
る
役
割
を
担
い
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

が
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
、
皆
が
ま
だ
模

索
し
て
い
る
段
階
で
す
ね
。

曽
根

：

工
場
の
祭
典
の
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
ひ

と
つ
に
「
燕
三
条
を
モ
ノ
づ
く
り
の
聖
地
に
す

る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
技
術
を
残
す
、
産
業
と
し
て
維
持
し
て
次
世

代
に
き
っ
ち
り
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
工
場
の
祭
典
を
通
し
て
技

術
や
モ
ノ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日
本
だ
け
で
な

く
、
世
界
か
ら
「
燕
三
条
な
ら
こ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
」
と
認
知
さ
れ
る
よ
う
、
も
っ
と
も
っ

と
突
き
抜
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

タダフサ
代表取締役社長
曽根忠幸さん

包丁メーカー、タダフサの３代目。
地元の鍛冶集団や企業から賛同を
得、工場の祭典の第１回実行委員
長を務めた

に
、
工
場
を
開
い
て
、
モ
ノ
づ
く
り
し
て
い

る
姿
を
見
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
ふ
と

周
り
を
見
る
と
、
同
じ
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
伝
え

き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
て
、
産
地
の
意
識
の

変
化
が
必
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

参
加
工
場
は
ど
う
集
め
ま
し
た
か
。

外
部
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
入
っ
て
い

る
の
も
ユ
ニ
ー
ク
な
点
で
す
ね
。

楡
井

：

デ
ザ
イ
ン
面
も
含
め
、
ト
ー
タ
ル
で
指

導
し
て
も
ら
え
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

澁
谷

：

メ
ソ
ッ
ド
さ
ん
が
お
も
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ

ン
の
ス
プ
レ
ッ
ド
さ
ん
、
Ｐ
Ｒ
会
社
の
ハ
ウ
さ

ん
な
ど
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
正
直
、
自

分
た
ち
だ
け
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
、
い
ろ
ん
な
機
会
を
得
ま
し
た
。

ど
う
や
っ
て
情
報
を
発
信
し
た
り
拡
散
す
る
か

と
い
っ
た
部
分
で
、
我
々
が
知
り
得
な
か
っ
た

こ
と
を
実
践
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

メ
ソ
ッ
ド
さ
ん
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が

広い地域を効率的にまわれるツアー

オフィシャルバスツアー

第2回での新たな試みと
して、４日間で合計8コー
スバスツアーを開催。市
役所職員、有志の地元企
業経営者によるガイド付き
で、半日で３～４社の工場
を効率よくまわることができ
る。様々なジャンルの町工
場に訪問できるようにコー
ス内容も工夫している。

1 2  各コース定員15名。バ
ス内ではガイド独自の視点に
よる解説あり　3  工場内で
は現場の職人が説明する。

12

1

23

玉川堂

燕三条地場産業振興センター
産業振興部企業支援課

長谷部正さん（右）

燕市商工観光部観光振興室

楡井弘人さん（左）

三条市経済部商工課

澁谷一真さん（中）
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産
官
学
連
携
事
業
と
し
て
動
き
出
し
た

大
田
の
モ
ノ
づ
く
り
観
光

　

お
お
た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
運
営
の

中
心
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
２
０
０
９
年
に
設

立
さ
れ
た
大
田
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン
研
究

会
（
旧
・
モ
ノ
づ
く
り
観
光
研
究
会
）
だ
。
会

を
構
成
し
て
い
る
の
は
大
田
観
光
協
会
と
首
都

大
学
東
京
、
横
浜
国
立
大
学
、
東
京
大
学
の
観

光
科
学
・
都
市
計
画
・
都
市
デ
ザ
イ
ン
等
の
研

究
室
。
大
田
の
町
工
場
の
魅
力
に
関
す
る
大
学

の
調
査
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
技
術
や
職
人
、
工

場
建
築
な
ど
の
多
様
な
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち

の
将
来
像
を
構
想
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
そ
の
構
想
の

い
ち
ア
ク
シ
ョ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

２
０
１
１
年
頃
か
ら
具
体
的
な
方
法
の
検
討
が

始
ま
っ
た
。
そ
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
関
心
を
示
し

た
地
元
の
工
業
組
合
で
あ
る
工
和
会
協
同
組
合

と
組
ん
で
、
産
官
学
連
携
事
業
と
し
て
お
お
た

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
実
施

　

第
１
回
お
お
た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は

工
和
会
の
お
膝
元
と
い
え
る
下
丸
子
・
武
蔵
新

23
区
最
大
の
工
場
集
積
地
・

大
田
の
特
徴

　

東
京
23
区
で
最
大
数
と
な
る
約
４
０
０
０
件

の
工
場
が
立
地
す
る
大
田
区
。
そ
の
多
く
は
最

終
製
品
で
は
な
く
、
試
作
品
や
特
注
品
、
高
精

度
が
求
め
ら
れ
る
部
品
づ
く
り
な
ど
、
高
度
な

技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面
で
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
多
摩
川
沿
い
の
大
規
模
工
場
敷
地
に
は

戦
前
か
ら
最
先
端
の
工
場
が
つ
く
ら
れ
、
日
本

の
工
業
を
支
え
て
き
た
。
戦
前
期
の
白
洋
舎
や

戦
後
の
キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
が
そ
の
代
表
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
階
が
工
場
で
２
階
が
住
居
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
た
工
場
町
家
が
多
く
残
っ
て
い
る
の

を
は
じ
め
、
工
場
と
住
宅
の
混
在
を
可
能
に
す

る
準
工
業
地
域
が
広
く
指
定
さ
れ
て
い
る
。
地

域
内
に
住
む
人
が
近
所
で
働
け
る
環
境
に
あ
る

「
住
・
工
の
共
生
」
も
ま
ち
の
特
徴
だ
。

　

そ
し
て
、
互
い
に
仕
事
の
受
注
・
発
注
の
取

引
関
係
が
あ
り
、
工
場
同
士
で
製
品
を
ま
わ
す

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
濃
密
さ
も
大
田
の
モ
ノ
づ
く

り
の
良
さ
。「
蒲
田
の
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
図
面

を
紙
飛
行
機
で
飛
ば
せ
ば
、
製
品
に
な
っ
て

帰
っ
て
く
る
」と
い
っ
た
伝
説
も
残
っ
て
お
り
、

「
仲
間
回
し
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

田
の
両
駅
周
辺
の
工
場
集
積
地
で
開
催
。
参
加

工
場
集
め
は
工
和
会
か
ら
の
声
か
け
の
ほ
か
、

研
究
会
に
所
属
す
る
学
生
の
活
躍
も
大
き
か
っ

た
。
各
工
場
に
は
担
当
学
生
が
つ
き
、
イ
ベ
ン

ト
当
日
の
企
画
を
立
て
た
り
、
紹
介
文
を
作
成

し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
た
り
と
、
密
な

や
り
と
り
を
重
ね
た
。
地
域
住
民
の
関
心
度
も

高
く
、来
場
者
は
１
０
０
０
人
以
上
を
記
録
。第

４
回
で
は
４
工
場
を
巡
っ
て
ひ
と
つ
の
製
品
を

完
成
さ
せ
る
、大
田
ら
し
い
企
画
「
仲
間
回
し

ラ
リ
ー
」も
実
現
。「
モ
ノ
づ
く
り
た
ま
ご
学
生

コ
ン
ペ
」に
よ
る
新
商
品
開
発
も
お
こ
な
い
、よ

り
多
角
的
な
魅
力
の
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
た
。ま
た
、テ
ク
ノ
コ
ア
、テ
ク
ノ
ウ
ィ
ン

グ
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
エ
リ
ア
の
工

場
ア
パ
ー
ト（
※
）も
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

を
実
施
し
、開
催
エ
リ
ア
も
広
が
っ
て
い
る
。

地
元
の
人
が
活
躍
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ

　

現
在
お
お
た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
実

行
委
員
会
内
部
で
は
、
地
域
の
人
の
関
わ
り
を

強
く
し
、
継
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
育
て
て
い
く

道
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、
第
４
回
で
は
学
生
担
当
に
加

え
て
工
和
会
か
ら
も
工
場
担
当
者
を
割
り
当
て

て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。
さ
ら
に
観
光
協
会

主
導
で
「
モ
ノ
づ
く
り
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

呼
ば
れ
る
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育

成
を
開
始
し
た
。
い
ず
れ
は
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
運
営
の
担
い
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
期

待
を
し
て
い
る
。
今
後
は
大
田
区
全
体
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
開
催
エ
リ
ア
を
広
げ
る
と
と
も

に
大
田
の
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
を
総
合
的
に
発

信
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
考
え
だ
。

対象：一般向け
地域：東京都大田区
東急多摩川線 下丸子駅・武
蔵新田駅周辺／テクノWING
大田（大田区本羽田）／OTA 
テクノCORE（大田区東糀谷）

開始年：2012年2月
頻度：年1回
規模（第４回おおたオープン
ファクトリー実績）：
参加企業数　74社
来場者数　約2,000人
　　　　
イベントメニュー：
オープンファクトリー
ワークショップ
まち歩きツアー
限定商品企画、販売
トークショー
食関連イベント

www.o-2.jp/oof

イベントデータ

1  イベント当日のイン
フォボックス、工和会館
には、朝から行列が　2  
学生×町工場のコラボ商
品をカプセルトイで販売
3  大田ならではの仲間
回しラリー。

大
学
と
の
連
携
で
開
か
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
門
戸

CASE.

3

お
お
た
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー

赤塚刻印製作所
【 手彫刻印 】
大田区唯一の手彫刻印工場。赤塚正和氏
は手彫り刻印のマイスターで、機械では
できない精密なデザインの刻印も手作業
で生み出す。手彫刻印の品質保証の限界
といわれる0.5mmを上回る、0.4mmの
世界をタガネ１本で再現できる腕前だ。

【 総合機械設計・製作 】
「モノづくりのコンビニ」の異名の通り、設
計から組立までの幅広いニーズに柔軟に
対応。人工心臓や視覚障害者用筆記具、
折りたたみ式カラーコーンなどの開発にも
携わり、経済産業省の「世界トップレベル
のベンチャー企業７社」にも選出された。

安久工機 プレシジョンファクトリー
【 金属切削 】
石油関係や食品関係の材料を正確に測
定するために使われる流量計の部品の切
削加工が主な業務。完成部品納入のた
めに他社に外注する仲介業務を果たすこ
とも。ステンレスやハステロイなど、切削が
難しい材料の加工でも実績を積んでいる。

北嶋絞製作所
【 ヘラ絞り・プレス絞り・特殊形状絞り 】
熟練の職人たちによるヘラ絞り技術は、
わずか0.1mmの誤差であっても気づく
ほどの精度を誇る。他社がやりたがらな
いこと、できないことに積極的に挑戦し
てきたノウハウが蓄積されており、航空
機や人工衛星の部品なども手がけている。

おおたオープンファクトリー
開催エリアの代表的企業

切削、研磨、成型といった、工業製品をつ
くる時に基本となる加工技術が大田の特
徴。時代の移り変わりとともに日々新しい
技術開発に取り組んできた。中にはオンリ
ーワンといわれる、そこでしかできない技
術や製品をもった工場も出現している。工
場から工場へと材料をまわして加工を施す
ことでひとつの製品をつくりあげる「仲間回
し」に代表される、工場同士の水平的かつ
濃密なネットワークも特徴的だ。

東京 23 区内で最多の工業関連の事業所数を誇る地域。
1980年代の最盛期に比べると工場数は約半分に、従業員数
は5分の1になっているものの、今なお高密度で工場が集積し
ているエリアも残る。その多くが最終製品ではなく、試作品や、
一般機械の部品、金属製品などをつくっている。

東京都大田区
どんな地域？？

第１回からまち歩き
工場見学のメイン会
場となっている下丸
子・武蔵新田エリア
に加え、第４回は東
糀谷と本羽田にある
ふたつの工場アパー
トもオープンファク
トリーに参加した。

※ 工場アパートとは・・・ひとつの建物の中にいくつもの中小規模の工場が入居する工場建屋。
　 産業を保護・活性化するための大田区の取り組みのひとつでもある

1
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ABOUTどんなイベント？第４回おおたオープンファクトリーは「ワザの縁、ひろがる。」がテーマ。開
催エリアは拡大、参加工場数も増加してよりコンテンツの幅が厚くなった。
工場見学のほか、仲間回しラリーや職人によるトークショーなどを開催。

1日の中にぎゅっと詰まった大田のワザとまちの魅力

地元ガイドによるじっくり見学＆散策ツアー

モノづくりのまちめぐりツアー

大田・品川まちめぐりガイドの
会による引率で、2社を工場
見学。それに加え、歴史ある
神社に寄ったり、江戸末期
の多摩川周辺の歴史上ので
きごとを聞けるなど、地元を
よく知るガイドならではのツア
ー。参加者の中には外国人

INTERVIEW

割
を
担
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
域
の

メ
ン
バ
ー
が
な
か
な
か
踏
み
込
め
な
か
っ
た
町

工
場
に
、
学
生
た
ち
が
入
っ
た
こ
と
で
雰
囲
気

が
変
わ
っ
て
き
た
ん
で
す
。

栗
原

：

工
和
会
と
い
う
歴
史
あ
る
組
織
が
動
い

た
の
は
大
き
な
こ
と
で
す
。
学
生
た
ち
が
入
っ

て
き
た
の
が
突
破
口
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
第
４
回
で
初
め
て
参
加
し
て
く
れ

た
工
場
ア
パ
ー
ト
は
、
施
設
内
の
一
軒
一
軒
を

ま
わ
り
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
工
場
側
も

学
生
た
ち
の
熱
心
さ
に
心
を
打
た
れ
て
話
を
し

て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
村

：

工
場
側
も
学
生
が
来
る
と
い
う
こ
と
を

期
待
し
て
く
れ
て
い
て
、
学
生
が
や
っ
て
い
る

か
ら
お
手
伝
い
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
も
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に

参
加
し
て
く
れ
る
企
業
に
は
す
べ
て
担
当
学
生

お
お
た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
実
行

委
員
会
は
、
観
光
協
会
や
大
学
な
ど
い
ろ
ん
な

組
織
が
関
わ
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
す
ね
。

栗
原

：

大
田
観
光
協
会
は
２
０
０
２
年
に
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
大
田
区
に
は
観
光

課
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ま
ち
め
ぐ
り
を
や
っ

て
い
る
中
で
首
都
大
学
東
京
の
秋
山
先
生
と
知

り
合
っ
て
、
モ
ノ
づ
く
り
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い

う
相
談
を
し
た
ん
で
す
。

岡
村

：

観
光
協
会
か
ら
大
学
へ
の
最
初
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
例
え
ば
地
元
の
ガ
イ
ド
養
成
が
で

き
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
、
観
光
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
話
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
「
モ
ノ

田
中

：

学
生
た
ち
か
ら
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
の
提
案
が
あ
っ
て
、
地
元
の
工
業
組
合
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
探
し
て
い
る
と
聞
い
た

と
き
、
僕
ら
は
ま
さ
か
下
丸
子
・
武
蔵
新
田
地

域
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

は
、
20
年
近
く
検
討
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
し
た

が
、
普
段
か
ら
忙
し
い
町
工
場
の
工
場
主
を
説

得
し
て
巻
き
込
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
実
現
し
て
こ

な
か
っ
た
ん
で
す
。
地
元
の
僕
た
ち
は
町
工
場

の
事
情
を
知
っ
て
お
り
、
な
か
な
か
協
力
の
お

願
い
に
行
け
な
い
状
況
だ
っ
た
。
学
生
た
ち
は

そ
う
い
っ
た
背
景
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
そ
れ

が
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
パ
ワ
ー
で
地
域
が
変
わ
る

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
村

：

第
４
回
か
ら
は
、
な
る
べ
く
地
元
の
工

和
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
に
工
和
会
の
担

当
を
つ
け
て
も
ら
い
、
学
生
と
工
和
会
の
メ
ン

バ
ー
で
企
画
し
ま
し
た
。
大
学
と
し
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
な
る
べ

く
研
究
や
調
査
と
し
て
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
今
は
大
田
の
い
ち
地
域

で
し
か
や
っ
て
い
な
い
イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
す

が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
オ
ー
ル
大
田
で
開
催
し
た
い

で
す
。そ
う
な
る
と
、オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

週
間
や
月
間
に
し
て
期
間
の
幅
を
広
げ
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
元
密
着
で
活
動

で
き
る
専
門
家
を
お
い
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

栗
原

：

大
田
区
に
限
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
る
ひ
と
た
ち
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て「
住
ん
で
良
し
」の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
お
も
し
ろ
い
と
思
う
場

を
ど
ん
ど
ん
つ
く
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
僕
ら

の
年
代
が
こ
う
い
っ
た
活
動
を
や
っ
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
田
の
ま
ち
の
人
々
は
い
く
つ

に
な
っ
て
も
元
気
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

田
中

：

せ
っ
か
く
品
川
駅
も
近
く
、飛
行
場
も

あ
る
大
田
で
す
か
ら
、他
の
地
域
や
国
々
に
対

し
て
、ど
の
よ
う
な
〝
場
〞を
開
け
る
か
、ど
う

使
っ
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た

い
で
す
。大
田
は
、外
か
ら
の
人
が
入
っ
て
き

に
く
い
場
所
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。し
っ
か

り
と
し
た
地
元
が
あ
り
な
が
ら
も
、胸
襟
を
開

い
た
ま
ち
に
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

企
画
運
営
に
は
、
学
生
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
ね
。

田
中

：

一
番
大
き
い
の
は
学
生
の
力
だ
と
思
い

ま
す
。
学
生
が
一
つ
ひ
と
つ
工
場
を
口
説
い
て

ま
わ
り
、
工
場
と
一
緒
に
見
せ
方
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
役

づ
く
り
」
が
大
田
の
資
源
だ
と
い
う
認
識
に
変

わ
り
、
２
０
０
９
年
に
モ
ノ
づ
く
り
観
光
研
究

会
（
現
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン
研
究
会
）
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
横
浜
国
立
大
学

も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
２
年
間
は
学
生

と
一
緒
に
大
田
の
モ
ノ
づ
く
り
資
源
を
調
査
研

究
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
研
究
会
で
は
ま
ち
の

将
来
像
を
大
田
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン
構
想

と
い
う
形
に
し
ま
し
た
。
こ
の
構
想
の
中
で
モ

ノ
づ
く
り
の
裾
野
を
広
げ
る
手
法
と
し
て
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
提
案
し
ま
し
た
。
や
る

な
ら
地
元
の
受
け
皿
が
あ
る
と
こ
ろ
で
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
工
和
会
が
手
を
挙

げ
て
く
れ
て
実
施
で
き
た
の
で
す
。

首都大学東京
都市環境学部　助教

岡村 祐さん

モダンになった大田ならではの工場アパート

テクノWNG 大田・OTA テクノCORE の
オープンファクトリー（※一部）

OTAテクノCORE
ジーベックテクノロジー

テクノWING大田
入居企業のうち27社が参加

第４回からの新たな試み、ひとつの建物にいくつもの工場が入居する工場アパ
ート２カ所を公開。当日、テクノWING大田では27社が製品展示に参加し、
９社が工場公開。OTAテクノCOREでは４社が工場公開をおこなった。

大田伝説から生まれた製作体験ツアー

仲間回しラリー

ひとつの製品をつくるのに大田区内の工
場間で仕事を回す「仲間回し」を体感で
きるラリー型ワークショップ。４社をめぐっ
てミニフライパンを完成させる。受付開始
後すぐに満員御礼となった人気企画。

実際に使用することはできない
が、絞りや溶接などの職人技を
駆使してつくるフライパンは何
よりのお土産に。

本体と取っ手を、TIG溶
接という手作業による繊
細な技術でくっつけて完
成。大人も子供も大満足！

③溶接

フライパンの取っ手は多
摩川鈑金工業所で製作。
シナノ産業では切削技術
を使ってカバーもつくる。

②切削

北嶋絞製作所にてヘラ絞
りを体験。職人に教えて
もらいながら、まずはフ
ライパン本体をつくる。

①ヘラ絞り
1  ガイドによる
事前の見どころ紹
介で理解が深まる 
2  訪問先の福井精
機、睦化工にて直
接説明を受ける。
（写真は睦化工）

や、親子で参加する姿も。東急アーバンテック矢口、稲葉製作所、くりらぼ多
摩川も道中で紹介された。

学生コンペによる新しいアイディアをお持ち帰り

モノづくりたまご

「モノづくりたまご学生デザイン
コンペ」を実施し、63の応募
作品の中から公開審査によっ
て選ばれた9つの学生アイディ
アを、大田の職人の技で製品
化。カプセルトイに入れて販売した。何が出るかはお楽しみ。区内の数
拠点に設置したが、人気が高く開始から数時間で完売となった。

特別採用となった河原彩乃さ
ん×スマイルリンクの「ふき
だしイヤリング」。カプセル
の中にはコンセプトや、関わ
った企業の紹介をのせたイン
フォメーションシートも。

私もつくれた！
気分は

職人です

職人の"語り"が大人気

モノ・ワザトーク

第3回で好評を博した、職人トークショ
ー。職人同士の掛け合いも楽しい。「ベテ
ラン職人と若手職人」、「学生と職人」な
どテーマごとに3つのトークセッションを
企画、技に対する熱い想いを語った。

展示やワークショップが体験できる拠点

イベント当日は工和会館をモノ・
ワザラウンジとし、参加企業の
製品を展示。モノづくり×まち
づくりの地域交流拠点として
2013年にオープンしたくりらぼ
多摩川ではワークショップ、ライ
ブ、カフェなどを企画・実施。

モノ・ワザラウンジ くりらぼ多摩川

大田観光協会　事務局長
栗原洋三さん

ソシオミュゼ・デザイン
代表取締役社長　田中裕人さん

が
つ
い
て
い
て
、
ど
ん
な

公
開
方
法
に
す
る
か
、
ツ

ア
ー
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
参
加
は
ど
う
す

る
、
と
い
っ
た
企
画
を
相

談
し
ま
す
。
工
場
と
学
生

の
二
人
三
脚
の
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
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マ
ー
ケ
ッ
ト
や
靴
・
鞄
な
ど
の
展
示
、
町
工
場
・

ア
ト
リ
エ
の
公
開
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
。参
加
企
業
団
体
は
約
１
５
０
組
、

メ
デ
ィ
ア
で
の
露
出
は
約
40
媒
体
に
及
ん
だ
と

い
う
。
発
足
か
ら
わ
ず
か
２
ヵ
月
半
ほ
ど
で
、

な
ぜ
こ
こ
ま
で
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
。
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
発
起
人
の
ひ
と
り
、

事
務
局
長
の
今
村
ひ
ろ
ゆ
き
さ
ん
は
言
う
。

 

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
、
企
業
団
体

へ
の
声
か
け
な
ど
も
含
め
、
全
て
を
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
活
用
し
た
の
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
す
。
打

ち
合
わ
せ
の
議
事
録
や
渉
外
資
料
を
ア
ッ
プ

し
、
透
明
性
の
高
い
状
態
を
保
ち
な
が
ら
情
報

を
一
ヵ
所
に
集
積
。
会
え
な
い
と
き
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
上
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
ま
し
た
。

広
報
の
一
環
と
し
て
も
利
用
し
ま
し
た
ね
。」

　

来
場
者
数
は
２
万
人
に
の
ぼ
り
、
大
成
功
の

う
ち
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
観
光
名
所
や
美
味
し

い
と
評
判
の
店
が
多
い
エ
リ
ア
の
特
性
や
、
靴

産
業
が
発
達
し
て
い
る
強
み
を
活
か
し
た
結
果

で
あ
る
。
同
年
９
月
に
は
日
本
橋
三
越
本
店
で

の
イ
ベ
ン
ト
、11
月
に
は
ス
ピ
ン
オ
フ
企
画「
小

さ
い
秋
（
Ａ
）
ラ
ウ
ン
ド
」
を
浅
草
も
の
づ
く

り
工
房
と
産
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
こ
の

よ
う
な
活
発
な
活
動
の
背
景
に
は
、
第
１
回
目

浅
草
は
靴
・
革
の
ま
ち
で
あ
る

　

東
京
を
代
表
す
る
観
光
地
の
ひ
と
つ
、
浅

草
。
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
も
多
く
、
通
年
大

き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
実

は
こ
こ
が
皮
革
産
業
発
祥
の
地
で
あ
り
、
約

１
４
０
年
の
歴
史
を
も
つ
〝
モ
ノ
づ
く
り
の
ま

ち
〞
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
に
あ
ま
り
認
識
さ

れ
て
い
な
い
。
１
８
７
１
年
、
軍
靴
製
造
工
場

が
建
設
さ
れ
て
以
降
成
長
を
続
け
、
今
で
は

革
靴
の
生
産
量
、
産
業
集
積
地
と
し
て
日
本

一
。
近
年
で
は
靴
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
専
門
学

校
が
で
き
、
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
ア
ト
リ
エ
を

構
え
る
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
拠
点
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
Ａ

－

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ

Ｄ
（
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
）
は
、
そ
ん
な
〝
モ
ノ
づ

く
り
の
ま
ち
＝
浅
草
〞
を
幅
広
く
伝
え
て
い
こ

う
と
、
２
０
１
３
年
３
月
に
東
京
皮
革
青
年

会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
発
足
。
名
称
に
は

〝ASAK
U

SA

（
浅
草
）〞、〝ART

ISAN

（
職

人
／
仏
語
）〞、〝ARO

U
N

D

（
浅
草
の
ま
ち

を
ぐ
る
っ
と
ま
わ
っ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
）〞

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

短
い
準
備
期
間
で
成
功
で
き
た
理
由

　

第
１
回
目
の
開
催
は
２
０
１
３
年
５
月
。

で
密
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
こ

と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性

　
「
ず
っ
と
浅
草
で
商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
が

『
今
の
浅
草
が
一
番
お
も
し
ろ
い
』
っ
て
言
っ

て
く
だ
さ
る
ん
で
す
よ
。
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
と
い

う
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
と
い

う
の
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
同
じ
業
界
で

あ
っ
て
も
顔
見
知
り
程
度
だ
っ
た
方
々
が
仲
良

く
な
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
た
こ

と
で
新
た
な
つ
な
が
り
も
で
き
て
。『
仲
間
が

増
え
た
』
と
喜
ぶ
参
加
者
が
多
い
で
す
ね
」

　

中
間
報
告
会
な
ど
で
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
盛
り

上
が
り
を
示
す
こ
と
も
大
切
だ
と
今
村
さ
ん
は

話
す
。
多
く
の
人
が
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
に
熱
意
を

注
い
で
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

そ
の
熱
意
が
伝
達
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
人
と

人
と
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
「
浅
夜
市

夜
」（
P
・
21
）
の
よ
う
な
派
生
イ
ベ
ン
ト
も
、

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
も

エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
ら
し
さ

　

２
０
１
４
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
エ
ー
ラ

ウ
ン
ド
で
は
、著
名
人
を
招
い
た
セ
レ
モ
ニ
ー

や
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
音
楽
フ
ェ
ス

を
お
こ
な
う
な
ど
、よ
り
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
性
の
強
い
も
の
と
な
っ
た
。「
様
々
な
文

化
歴
史
が
根
づ
い
て
き
た
浅
草
の
も
つ
背
景

か
ら
い
っ
て
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
も

エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
。
そ
う
い
っ
た
こ
の
ま

ち
ら
し
さ
を
活
か
し
、
連
携
し
な
が
ら
、
更

な
る
高
み
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

1  ギャラリー入口では
ロゴを配したダンボー
ルが来場者を出迎える
2  富田興業とデザイナ
ー野本哲平氏による革サ
ドル。TOKYO Lで発表
3  アトリエ兼ショップ
のレンド。

レンド 
【 シューズクリエイター 】
吉見鉄平氏が主宰するシューズブランド
で、2013年より活動スタート。企画から
型紙・木型の製作も自らが手がけ、生産
は熟練した技をもつ浅草の工場がおこな
う。工場へ何度も通いハイクオリティな
靴を実現。アトリエにはショップも併設。

富田興業
【 革製品企画・製造 】

1923年創業の皮革卸売問屋の老舗。一
流百貨店や有名婦人靴メーカー、気鋭デ
ザイナーが手がける作品にも使用される
など、革の質の評価は高い。時代のニー
ズに合う皮革の開発もおこなうなど、皮
革産業に新たな活路を見出している。

スピングルムーブ
【 靴 】

1933年の設立以来、培ってきたゴムの
技術をベースとしたニチマンのレザースニ
ーカーブランド。厳選された革を用い、職
人の手で一足ずつつくられる。日本人の足
型を研究し、究極の履き心地を追求。経
年により増す味わいは、レザーならでは。

【 飴細工 】
日本随一の技術を誇る伝統飴細工専門
店。飴細工職人・手塚新理さんが繊細な
手つきでつくりだす飴細工は、美術品で
あるかのように美しい。体験教室の開催、
特殊飴のオーダーメイドのほか、カフェ
スペースも併設されている。

観
光
の
浅
草
か
ら「
革
・
靴
」の
モ
ノ
づ
く
り
の
浅
草
へ

CASE.
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エ
ー
ラ
ウ
ン
ド

対象：一般向け
地域：
東京都台東区奥浅草一帯
開始年：2013年3月
頻度：年1回（秋）
規模（第３回エーラウンド実績）：
参加企業数　約150社
来場者数　のべ2万人

イベントメニュー：
オープンファクトリー／ツアー／
ワークショップ／通常非公開の
施設の公開／限定商品企画
／販売／マーケット／トークシ
ョー／セミナー／夜イベント／
音楽イベント／食関連イベント

年間メニュー：革産業とまち
（浅草／奥浅草）のブランディ
ング／モノづくり企業とデザイ
ナーのコラボ／交流会／活動
報告会／派生企画の実践／
催事への出展
　　　
www.a-round.info

イベントデータ

アメシン

当日は通常よりル
ート延長されたエ
リア内をめぐるパ
ンダバスや、レン
タサイクルを利用
するという手も。
ウェブサイトから
予約できるまち歩
きツアーも人気だ。

エーラウンド
開催エリアの代表的企業

皮革産業のまちとして日本の革製品づくり
を支えてきた地域ということもあり、卸、製
造、販売など、革に関連する企業やショッ
プが数多く存在している。浅草をまわれば、
材料が買え、加工ができ、一足の靴ができ
てしまう。そんなまちは世界中どこを探して
も見当たらないのだとか。その他にもアク
セサリー店や飲食店なども参加。味に定評
があり全国的に有名な飲食店が多いのも、
このエリアならではの特徴だ。

浅草駅以北、隅田川沿いを中心とした広域浅草エリア。エリ
ア内には浅草寺や花やしきなど人気の観光スポットが点在し、
年を通じて行き交う人も多い。エーラウンドでは、東武浅草駅
近くにある隅田公園リバーサイドギャラリーを総合インフォメーシ
ョンとし、浅草ものづくり工房、いろは会商店街、聖天会館付
近（浅の市）にサブインフォメーションを構え、集客しやすい仕組
みをつくっている。

東京都台東区浅草エリア
どんな地域？？

1
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INTERVIEW ABOUT

り
に
語
り
か
け
な
が
ら
、
モ
ノ
を
つ
く
っ
た
り

売
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
。

―
―
浅
草
の
皮
革
産
業
の
地
位
向
上
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
を
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
村

：

そ
う
で
す
ね
。
今
後
の
展
望
と
し
て
、

い
ま
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
の
仕
事
や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
製
作
の
み

を
お
こ
な
っ
て
い
る
企
業
に
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド

が
増
え
て
い
く
こ
と
、
浅
草
で
つ
く
ら
れ
た
製

品
に
「
Ａ-

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
」
と
い
う
タ
グ
を
付

け
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
構
築
さ
せ
て
い
く
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
方
向
の
ひ
と
つ
で
す
。

単
価
の
高
い
商
品
が
売
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

は
、
浅
草
の
皮
革
産
業
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

で
す
か
ら
。
あ
と
は
イ
ベ
ン
ト
の
知
名
度
を
上

げ
て
、
国
内
外
か
ら
出
展
者
を
招
く
国
際
的
な

展
示
会
へ
成
長
さ
せ
た
い
で
す
し
、
逆
に
百
貨

店
や
海
外
か
ら
出
展
の
要
請
が
多
く
な
る
と
い

い
な
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

富
田

：

浅
草
に
は
、
芸
能
、
花
柳
界
、
寺
社
と

い
っ
た
文
化
歴
史
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
現
し
て
い
く
こ
と
は

大
事
で
す
。
日
常
や
非
日
常
の
中
に
浅
草
の
モ

ノ
づ
く
り
は
存
在
し
て
き
ま
し
た
。で
す
か
ら
、

今
後
は
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
を
見
た
り
体
験
し

た
り
す
る
こ
と
こ
そ
極
上
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
で
あ
り
、
浅
草
の
観
光
で
あ
る
と
仕
掛

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
、
浅
草
は
モ
ノ
づ
く
り

の
ま
ち
な
ん
だ
と
幅
広
い
層
に
認
識
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
い
ま
は
素
地
を
養
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
私
は
こ
の
ま
ち
の
力
を
、
本
当
に
信
じ
て

い
る
ん
で
す
よ
。

―
―
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
開
催
前
後
に
お
け
る
、

―
―
お
ふ
た
り
は
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
発
起
人
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
立
ち
上
げ
の
経
緯
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

富
田

：

エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
発
足
に
は
、
い
く
つ

か
の
源
流
が
あ
る
ん
で
す
。昨
年
、私
も
所
属

し
て
い
る
東
京
皮
革
青
年
会
が
90
周
年
を
迎

え
た
に
あ
た
り
、奥
浅
草
は
革
の
聖
地
で
あ
る

と
い
う
P
R
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。ま
た
、浅

草
も
の
づ
く
り
工
房
に
入
居
す
る
ク
リ
エ
イ

タ
ー
や
浅
草
の
職
人
が
作
品
を
発
表
す
る
「
モ

ノ
ス
テ
ー
ジ
」が
２
０
０
８
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
た
り
、今
治
の
タ
オ
ル
や
燕
三
条
の
洋
食

器
・
金
物
の
よ
う
に
浅
草
の
靴
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
し
て
い
こ
う
と
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

月
2
日
に
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
が
発
足
し
ま
し
た
。

発
起
人
は
そ
の
場
に
い
た
11
人
。
東
京
皮
革
産

業
界
の
会
員
や
浅
草
で
靴
や
革
、
モ
ノ
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

富
田

：

浅
草
は
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
靴

や
革
の
産
業
に
携
わ
る
法
人
を
中
心
と
し
た
業

界
内
で
は
、
浅
草
＝
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
と
し

て
浸
透
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
の
会
社
を

含
め
て
ほ
ぼ
全
て
が
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
の
仕
事
で
あ
る

が
ゆ
え
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
皮
革
業
界
は
成
熟
し
尽
く
し
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
浅
草
の
モ
ノ
づ
く
り
自

体
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
危
機
感
も
あ
り
ま
す
。

エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
開
催
が
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
の
流
れ

浅
草
モ
ノ
づ
く
り
観
光
を
目
指
し
て

ま
ち
や
人
の
変
化
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

富
田

：

浅
草
は
日
本
で
も
成
功
し
て
い
る
観
光

エ
リ
ア
で
す
が
、
言
問
通
り
よ
り
１
本
北
に
入

る
と
ど
こ
か
置
い
て
い
か
れ
た
感
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
や
り
方
次
第
で
こ
の
エ
リ
ア
も
盛
り
上

が
る
ん
だ
と
い
う
共
通
意
識
を
も
て
た
こ
と
は

大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
村

：

外
を
歩
い
て
い
て
、
挨
拶
を
交
わ
す
回

数
も
増
え
ま
し
た
。
信
号
無
視
な
ん
て
も
っ
て

の
ほ
か
（
笑
）。
一
人
で
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て

も
知
り
合
い
に
会
え
る
、
顔
を
見
れ
ば
見
る
ほ

ど
、
ま
ち
の
こ
と
も
も
っ
と
好
き
に
な
る
ん
で

す
。
例
え
ば
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
企
業
で
「
一
緒
に

何
か
で
き
る
か
な
」
と
い
う
会
話
も
出
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

富
田

：

ビ
ジ
ネ
ス
の
面
で
も
、
有
力
百
貨
店
か

ら
出
展
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
く
な
ど
、
少
し
ず

つ
芽
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
業
種
、
世
代
、
立

場
の
異
な
る
様
々
な
方
と
交
流
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
求
め
る
人
と

い
う
の
は
、
明
日
に
希
望
を
抱
き
、
環
境
を
つ

く
り
出
せ
る
人
。互
い
に
刺
激
を
与
え
合
え
る
、

い
い
連
鎖
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
一
番
の
変
化
で

す
ね
。
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
は
浅
草
の
未
来
に
と
っ

て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
な
ん
で
す
。

を
生
み
出
し
、
注
目
を
集
め
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
と
い
う
想
い
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
ち
は
い

つ
ま
で
も
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
ん
で

す
。
浅
草
の
靴
は
ス
イ
ス
の
機
械
時
計
の
よ
う

に
、
一
段
上
の
と
こ
ろ
で
輝
き
続
け
る
存
在
に

な
り
た
い
。
大
量
生
産
品
で
な
く
、
一
人
ひ
と

プ
が
あ
っ
た
り
と
、こ
う
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
６
つ
７
つ
あ
る
ん
で
す
ね
。私
は
台
東
モ

ノ
マ
チ
や
ス
ミ
フ
ァ
の
交
流
会
に
も
よ
く
足
を

運
ん
で
い
た
の
で
す
が
、色
々
な
人
が
集
ま
っ

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
る
の
を
垣

間
み
て
、す
ご
く
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
（
笑
）。

今
村

：
当
初
は
台
東
モ
ノ
マ
チ
の
サ
テ
ラ
イ
ト

と
し
て
参
加
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
浅
草
の
仲
間
と
台
東
モ
ノ
マ
チ
の

交
流
会
へ
行
っ
て
、意
思
表
明
を
し
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
「
浅
草
は
靴
や
革
な
ど
産
業
の
特

徴
が
あ
る
か
ら
、
自
分
た
ち
で
や
っ
た
ほ
う
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
て
。
そ
の
日
の
夜
、
２
０
１
３
年
3

どんなイベント？
ターゲットを幅広い層で捉えているため、エーラウンド2014では“観光地・浅草”
らしくエンターテインメント性の高いイベントを盛り込んだ。まちをめぐり靴がつくれる
ワークショップや新製品発表の場であるTOKYO Lなど斬新なイベントも実施。

革と靴に特化しながらエンターテインメント性あふれる
マルチな仕掛けで盛り上げる

靴・革小物・アクセサリーなど、各分野のモノづくりに携わる若手職人・クリエ
イターの育成を支援する台東区のインキュベーション施設として、2009年
に開設。エーラウンドでは施設公開、入居者による作品の展示販売やワー
クショップ、浅草の歴史や地場産業にまつわるセミナーなどがおこなわれた。

年に一度だけの特別公開！

浅草ものづくり工房

地場産業×クリエイターをテーマに、入居クリエイターによる新作発表会も
行われた。これからのモノづくりを担う若き才能の芽が垣間みられる。

エーラウンド発！ 新しいモノづくりコラボ

TOKYO L 発表

浅草にあるモノづくり関連企業と第一線で活躍するクリエイター 8組が
コラボレーションしたプロジェクト兼レーベル。香りのついた革小物や
靴をモチーフとしたテントなど、クリエイターならではの視点でつくられ
た革製品のプロトタイプはどれも洗練されていてユニークなものばかり。

食も音楽も楽しめる！

1  ミュージックフェスでは
アーティストと観客が一体と
なり盛り上がった　 2  食
べ歩きが楽しめる浅の市。

いろは商店街では有名アーティストが登場するいろは会ミュージックフェスが
開催され、アーケード内は夢のステージに大変身。聖天会館付近の浅の市で
は、B級グルメや雑貨屋などが並び、老若男女問わず和気あいあいとした雰
囲気。18時からは浅夜市夜がスタート。エリア内にある8店舗の飲食店やシ
ョップで、食とマーケットのコラボレーションが楽しめた。

いろは会ミュージックフェス 浅の市 浅夜市夜

あなたもシューズクリエイター

シューズクリエイターワークショップ

1  スタッフが丁寧に教えて
くれるので、不器用な方でも
安心　 2  参加者それぞれ
のこだわりが光る仕上がり。

参加者自らの手で1足の靴がつくれる本格的なワークショップが注目を集め
た。3ヵ所の工房をめぐり、デザイン、皮革問屋での革選び、工房での製作、
仕上げといった靴づくりにおけるすべての工程を体験できるという靴のまちなら
ではの企画。他にも、ベビーシューズや本革サンダルのワークショップも開催さ
れ、来場者の興味を引いていた。

高めの価格設定でも応募者が殺到
「1万7280円というワークショップとしては高めの参加費でしたが、
募集を開始してすぐに定員が埋まってしまったことに驚きました。半
数以上が女性で30代が中心。アクセサリーをつけたり、ステッチの色
を工夫したり、マルチカラーにしたりと、完成した靴はどれも個性が
光っていましたよ」（富田興業・富田常一さん）。2日連続でエーラウン
ドを訪れ、つくった靴を次の日に履いてきた来場者もいた。

ガイドと一緒に浅草めぐり まち歩きツアー

「靴産業ガイドコース」、「靴ができ
るまで見学コース」、「若手クリエ
イター工房探索コース」の3つの
コースが日替わりでおこなわれた。
ガイドと一緒に探索できるので参
加者からも好評。HPからの事前
予約と当日の申し込みができた。

1  革の卸売業ブティックヤマダと
デザイナー曽田耕さんによる革の
テープ。バッグなどに貼っても◎
2  職人がつくりあげた革のサドル。

富田興業 代表
エーラウンド発起人
富田常一さん

大学卒業後、日本IBM入社。退社
後、1923年創業の富田興業へ入
社する。2010年5代目社長に就任。
エーラウンド2014の実行委員長。

まちづくり会社ドラマチック代表
エーラウンド事務局長
今村ひろゆきさん

早稲田大学卒業後、半導体営業を
務める。退社後、北山創造研究所、
エナジーラボを経て、2010年ま
ちづくり会社ドラマチック設立。

1

2

1

1

2

2
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く
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
２
０
１
２
年
春

の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
Ⓡ
開
業
と
い
う
一
大
契

機
も
あ
り
、
す
み
だ
ブ
ラ
ン
ド
の
モ
ノ
を
買
っ

て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
よ
る
観
光
で
人
を
呼
び
た

い
と
考
え
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
墨
田
区
が
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
の
た
め
に
協
力
を
求
め
た
の

が
、「
配
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
っ
た
。
配
財

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
墨
田
区
内
の
製
造
業
者
を
中

心
に
、
工
場
で
出
る
廃
材
を
地
域
資
源
（
＝

財
）
と
し
て
地
域
産
業
の
活
性
化
に
活
用
し
て

い
こ
う
（
＝
配
財
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

２
０
１
２
年
に
組
織
化
し
た
と
こ
ろ
で
、
墨
田

区
の
方
向
性
と
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
か
ら
、
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
を
引
き
受
け
、
同
年
、
第
１
回
ス

ミ
フ
ァ
が
開
催
さ
れ
た
。

ス
ミ
フ
ァ
実
施
と

第
３
回
で
の
方
向
転
換

　

第
１
回
ス
ミ
フ
ァ
に
は
30
社
ほ
ど
の
企
業
が

参
加
し
て
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
実
施
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ち
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
の
ほ

か
、
先
行
事
例
だ
っ
た
台
東
モ
ノ
マ
チ
や
お
お

た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
か
ら
ゲ
ス
ト
を
招

い
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
お
こ
な
っ
た
。
翌
年
の

第
２
回
ス
ミ
フ
ァ
で
は
そ
の
路
線
を
拡
大
し
て

多
岐
に
わ
た
る
墨
田
区
の
モ
ノ
づ
く
り

　

墨
田
区
は
都
内
で
も
有
数
の
モ
ノ
づ
く
り
企

業
集
積
地
だ
。
江
戸
時
代
に
は
隅
田
川
の
水
運

利
用
に
よ
り
瓦
や
材
木
、
染
色
な
ど
の
産
業
が

発
展
し
、
豊
か
な
職
人
文
化
を
生
ん
だ
。
明
治

時
代
に
な
る
と
、
日
本
の
軽
工
業
の
発
祥
の
地

と
な
り
、
金
属
加
工
や
ガ
ラ
ス
、
繊
維
、
皮
革

な
ど
様
々
な
工
場
が
お
こ
り
、
日
用
品
や
各
種

部
品
の
製
造
拠
点
と
し
て
、
人
々
の
生
活
を
支

え
て
き
た
。
最
盛
期
に
は
９
０
０
０
社
を
超
え

た
町
工
場
の
数
は
、
今
で
は
３
分
の
１
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
多
岐
に
わ
た
る
ジ
ャ
ン

ル
の
工
場
が
区
内
全
域
に
点
在
す
る
。

墨
田
区
の
モ
ノ
づ
く
り
推
進
施
策
と

ス
ミ
フ
ァ
開
催
の
き
っ
か
け

　

墨
田
区
に
は
元
々
、
区
が
主
導
す
る
モ
ノ
づ

く
り
に
よ
る
地
域
振
興
事
業
が
存
在
し
た
。
墨

田
区
の
産
業
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

す
み
だ
３
Ｍ
運
動
（
１
９
８
５
年
ス
タ
ー
ト
）

や
、
す
み
だ
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
（
２
０
０
９

年
ス
タ
ー
ト
）
と
い
っ
た
事
業
が
そ
れ
だ
。
町

工
場
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
商
品
を
開
発
し
た

り
、
す
で
に
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
に
対
し
て

ブ
ラ
ン
ド
認
証
を
し
て
、
外
部
に
発
信
し
て
い

50
社
以
上
が
参
加
し
、
新
た
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
す
る
な
ど
し
て
４
０
０
０
人
の
来
場
者
を

記
録
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。
そ
の
一

方
、
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
反
省
も
出
た
。
実
行
委
員
会
の
斉
藤
靖

之
さ
ん（
マ
ル
サ
斉
藤
ゴ
ム
代
表
取
締
役
社
長
）

は
、「
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
盛
り
込
ん
だ
た

め
に
、
参
加
し
て
く
れ
た
企
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

が
全
く
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
第
３

回
は
、〝
ス
ミ
フ
ァ
で
つ
な
が
る
縁
〞
を
テ
ー

マ
に
、
も
っ
と
き
め
細
か
く
丁
寧
な
イ
ベ
ン
ト

に
し
よ
う
と
方
向
転
換
を
図
り
ま
し
た
」と
語
る
。

　

公
募
に
よ
り
集
め
た
参
加
者
を
実
行
委
員
会

側
で
選
ぶ
こ
と
と
し
、
12
社
に
絞
り
こ
ん
で
ガ

イ
ド
が
牽
引
す
る
ツ
ア
ー
を
充
実
さ
せ
る
方
向

に
舵
を
き
っ
た
。
若
者
・
学
生
向
け
の
も
の
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
向
け
の
も
の
、
女
性
向
け
の
も
の

な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
明
確
に
し
た
ツ
ア
ー

を
企
画
。
さ
ら
に
若
い
実
行
委
員
に
よ
り
、
各

企
業
を
じ
っ
く
り
取
材
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
紹
介
。
ツ
ア
ー
参
加
者
が
訪
問
す
る
企
業
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
上
で
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
工
場
と
参
加
者
が
双
方
向

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

今
後
の
ス
ミ
フ
ァ
運
営

　

ツ
ア
ー
重
視
の
第
３
回
ス
ミ
フ
ァ
は
企
業
に

と
っ
て
も
、
意
識
の
高
い
参
加
者
と
の
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
新
し
い
視
点
が
得

ら
れ
た
と
、
一
定
の
成
果
を
得
た
。
実
行
委
員

メ
ン
バ
ー
は
、
次
年
度
以
降
も
、
規
模
は
同
程

度
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
ま
た
切
り
口
の
違
っ

た
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
い
と
意
欲
を
見
せ
る
。

1  ものづくり女子ツア
ーでお土産をもらってに
っこり　2  紙加工ツア
ーでは本型の箱を製作
3  少人数制のツアーだ
からこそ職人への質問も
しやすい。

浜野製作所 
【 金属素形材製品 】
昭和53年創業。板金加工、プレス加工な
どを得意とし、様々な製品の設計・開発
に携わる。2014年には、3Dプリンタや
レーザーカーッターなどの最新機器を備
えたモノづくり総合支援施設「ガレージ
スミダ」を創設した。

チバプラス
【 プラスチック射出成形加工 】
昭和44年創業。自動車部品からボール
ペンの部品までさまざまな用途のプラス
チックを豊富な経験と最新の技術で製
造。自社オリジナルの「お皿まな板」を開
発し、新たなジャンルへと展開中。

松山油脂
【 石けん・化粧品 】

1908年創業、石けんやスキンケア商品
を製造販売する。昔ながらの釜焚き製法
で、シンプルで肌にも環境にもやさしい
石けんをつくり続けている。希望者は事
前に予約することで工場見学ができ、会
社をあげて受け入れ態勢を整えている。

【 抜き加工・象嵌加工 】
等身大パネルやパズルなどの抜き加工
や、紙の中に別の紙を埋め込む紙象嵌な
どの加工を得意とする。デザイナーとの
やりとりも多く、クリエイティブな考え
を形にすることに意欲を燃やす、クリエ
イターの強い味方。

東北紙業社

モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
未
来
に
つ
な
げ
る
確
実
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す

ス
ミ
フ
ァ

CASE.

5

対象：一般向け／
プロフェッショナル向け
地域：東京都墨田区
八広、両国、本所、向島ほか
開始年：2012年11月
頻度：年1回（秋）
規模（第３回スミファ実績）：
参加企業数　12社
来場者数　約1,500人
　　　　
イベントメニュー：
オープンファクトリー、
ガイド付きツアー、
プライベートツアー
トークショー
展示会

www.sumifa.jp

イベントデータ

隅田川は江戸時代には水運として利用され地場産業の発展に貢献。明治時代に本所エリアを中心に皮
革やメリヤス、マッチ、レンガなどの製造が始まり、近代産業のさきがけとなった

スミファ
開催エリアの代表的企業

区内には約3000社の町工場があり、その8割
が従業員数9人以下の小規模ないし家内工業
的な工場だ。モノづくり産業のジャンルは多岐
にわたり、金属加工、皮革、メリヤス、繊維製品、
プラスチックやゴム製品、印刷など、人々の生
活に欠かせない様 な々製品の製造に関わってい
る。小規模工場同士の多彩なネットワークも形
成されており、スミファ開催前から職種・業種を
越えた横のつながりもあったという。

隅田川の花火大会、大相撲、葛飾北斎など
世界に誇るべき地域資源に恵まれた墨田区。
2012年には東京スカイツリー ®が開業し、スカ
イツリータウンへの来場者が2年強で1億人を
突破するなど、今、東京で最も人が集まるエリア
ともいえる。一方、日本の高度経済成長を支え
た町工場がひしめき、都内2番目の工場数を
誇る。すみだ３M運動やすみだ地域ブランド戦
略事業など区が先導してPRしているのも特徴。

東京都墨田区
どんな地域？？

1

23

〜
す
み
だ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
め
ぐ
り
〜

0 2 30 2 4 CASE. 5 sumifa



INTERVIEW ABOUTどんなイベント？
第3回スミファには、公募により集められ、実行委員会によって選ばれた12社
が参加。テーマを絞ったツアーの実施により、ツアー参加者の満足度を高め
た。企業側にとっても新たな発見があり、手ごたえを感じる回になったという。

厳選12 社が参加するツアーで
満足度の高いオープンファクトリーを実施

斉
藤

：

ま
ず
は
運
営
し
て
い
る
自
分
た
ち
が
わ

く
わ
く
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
。そ
れ
か

ら
、外
部
の
視
点
で
す
。地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
内

輪
だ
け
の
盛
り
上
が
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
が
地
域
の

も
の
に
な
る
と
、単
な
る
お
祭
り
に
な
り
が
ち

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
れ
は
イ
ヤ
な
ん
で
す
。外

か
ら
み
て
お
も
し
ろ
い
な
と
い
う
視
点
で
イ

ベ
ン
ト
も
運
営
し
て
い
か
な
い
と
、人
が
来
て

く
れ
な
く
な
り
ま
す
。こ
の
地
域
に
可
能
性
を

感
じ
て
外
か
ら
人
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
す

る
に
は
、外
部
の
視
点
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

柾

：

や
る
か
ら
に
は
「
楽
し
か
っ
た
ね
」
だ
け

で
は
な
く
て
「
成
果
が
あ
っ
た
ね
」
と
い
う
も

の
に
し
た
い
で
す
。
楽
し
い
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト

で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
参
加
企
業
に

と
っ
て
何
か
し
ら
学
び
が
あ
り
、
残
る
も
の
が

な
い
と
、続
い
て
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
「
成
果
」
を
出
そ
う
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

斉
藤

：

第
３
回
ス
ミ
フ
ァ
で
は
事
前
に
若
手
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系
の
仕
事
を
し
て
い
る
実
行

委
員
が
各
企
業
に
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
得
た
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
彼
ら
に
は
当
日
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
工
場
で
は

な
い
ま
た
別
の
視
点
な
ら
ば
、
来
て
く
だ
さ
る

方
と
同
じ
視
点
に
立
っ
て
そ
の
企
業
の
良
さ
や

土
地
の
良
さ
を
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

ス
ミ
フ
ァ
を
通
し
て
期
待
す
る
こ
と
、
ス

ミ
フ
ァ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
何
で
す
か
。

浜
野

：

ス
ミ
フ
ァ
は
新
し
い
視
点
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
経
営
者
が
常

墨
田
区
の
モ
ノ
づ
く
り
の
特
徴
に
つ
い
て

感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

浜
野

：

墨
田
を
表
す
言
葉
に
「
墨
田
は
醤
油
の

貸
し
借
り
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
他
の
地
域
だ
と
、
同
じ
業
種
が
集
ま
っ
て

い
る
の
で
、
同
じ
お
客
様
を
取
り
合
う
よ
う
な

場
所
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
墨
田
は
そ
れ

が
な
い
ん
で
す
。
お
客
さ
ん
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

し
て
い
な
い
。
規
模
が
小
さ
い
で
す
し
、
ひ
と

つ
の
モ
ノ
を
つ
く
る
の
に
分
業
制
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
。
横
の
つ
な
が
り
も
昔
か
ら
あ
り
ま

し
た
。
下
町
人
情
の
良
さ
も
あ
り
、
生
活
の
中

に
モ
ノ
づ
く
り
が
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。

斉
藤

：

元
々
ス
ミ
フ
ァ
は
、「
配
財
プ
ロ
ジ
ェ

ら
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
企
業

や
お
店
に
対
し
て
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
な
か
っ
た

ん
で
す
ね
。「
待
っ
て
て
も
人
が
来
な
か
っ
た

よ
」
と
言
わ
れ
た
り
。
せ
っ
か
く
参
加
し
て
も

ら
っ
た
の
に
、
残
念
だ
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
も
た
れ
て
し
ま
う
の
は
運
営
側
と
し
て
も
心

苦
し
く
て
、
そ
の
反
省
点
を
活
か
し
て
、
第
３

回
は
規
模
は
小
さ
い
け
れ
ど
内
容
は
充
実
さ
せ

る
と
い
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

柾

：

第
３
回
ス
ミ
フ
ァ
で
は
小
規
模
に
し
た

分
、
参
加
さ
れ
る
方
に
は
じ
っ
く
り
見
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
物
理
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
見
て
体
験
し
て
も
ら
っ
て
、

情
報
と
し
て
得
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
状
態

に
新
し
い
視
点
を
も
つ
こ
と
も
大
事
で
す
し
、

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
で
従

業
員
が
育
っ
た
り
、
子
供
た
ち
の
教
育
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
墨
田
の

一
番
の
問
題
で
あ
る
事
業
の
後
継
者
不
足
も
、

子
供
た
ち
や
、
い
ろ
ん
な
業
界
業
種
の
人
に
現

場
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ス
ミ
フ
ァ
の
運

営
を
頑
張
っ
て
い
て
も
本
業
の
調
子
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
の
ネ
タ
に
な
っ
た
り
、
町
工
場
を
活

性
化
さ
せ
て
事
業
承
継
に
つ
な
げ
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柾

：

墨
田
に
来
る
と
、「
手
」に
技
術
を
も
つ
こ

と
の
す
ご
さ
が
わ
か
り
、自
分
の
「
手
」に
し
か

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。そ
ん

な
体
験
が
で
き
る
ま
ち
、イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
。ゆ
く
ゆ
く
は
実
行
委
員
会
か
ら

で
な
く
、地
元
の
企
業
や
職
人
さ
ん
た
ち
か
ら
こ

ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と
お
声
が
け
い
た
だ
け

る
よ
う
な
活
動
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
濃
い
イ
ベ
ン
ト
に

し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
っ
て

企
業
側
に
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
し
て

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ

こ
で
、
各
企
業
に
は
お
客
様
へ
の
お
土
産
を
用

意
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

斉
藤

：

参
加
者
は
お
土
産
を
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
し
、
家
に
持
ち
帰
っ
た
後
で
見
た
り
使
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
こ
の
工
場
さ

ん
と
何
か
や
り
た
い
」「
墨
田
で
何
か
で
き
た
ら

い
い
な
」
と
い
う
人
に
見
て
も
ら
い
、
未
来
に

つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ミ
フ
ァ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

ク
ト
」
が
墨
田
区
か
ら
相
談
を
受
け
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
配
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
地
元
の
製
造
業
者
の
若
手
後
継
者
を
中
心
に

結
成
さ
れ
た
組
織
で
す
。
そ
し
て
そ
の
メ
ン

バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
す
み

だ
塾
」
と
い
う
、
墨
田
区
の
後
継
者
育
成
事
業

で
出
会
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
業
界
や
年
齢
を

超
え
た
横
の
つ
な
が
り
が
元
々
あ
り
ま
し
た
。

ス
ミ
フ
ァ
は
、
３
回
目
で
大
き
く
方
向
転

換
を
図
り
ま
し
た
ね
。

斉
藤

：

第
１
回
、
第
２
回
は
運
営
の
中
心
メ
ン

バ
ー
が
数
名
で
、
当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
も
手
伝
っ
て
は
も
ら
い
ま
し
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
の
規
模
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
ま
わ

女子目線で工場の魅力を再発見

ものづくり女子ツアー

工場好きの女子ボランティア
ガイド付きのツアー。モノづく
りに興味のある女性が集まる
ので、最初は知らない人同士
でもすぐに距離が縮まる。職
人への積極的な質問も多く、
工場の移動中の女子トーク
は尽きることなく続く。

「この機械の動き、カワイイ！」という歓声と共に写真を撮ったり、スポンジ素材を「手綱こ
んにゃく巻き」にする女子アイディアで職人を驚かせるなど、目一杯楽しむ参加者。

資料は手づくり！

地域をよく知るガイドのお楽しみツアー

久米会長プレミアムツアー

1  楽屋裏には有名音楽家のサインがずらり　2  クラシックのためのホール、す
みだトリフォニーホールの楽屋裏へも潜入。参加者は指揮台に立って記念撮影。

墨田区・本所で産まれ育った地
元Ｔシャツメーカー・久米繊維
の3代目、久米信行会長のガイ
ドによる、自転車ツアー。工場
見学はもちろん、久米さんの行
きつけの店など当日アドリブで
決められたコースを回る。

モノづくり企業をじっくりめぐる
プライベートツアー

IF I ツアー

墨田区にあるIFIビジネス・ス
クールのマスターコースの学
生が企業を訪問。普段なか
なか見ることのできない、モノ
づくりの匠たちの精密な技を
肌で感じ、墨田のまちへの理
解を含める機会に。

墨田区のモノづくり支援事業

ものづくりコラボレーション展示会

日本を代表するクリエイターと
墨田区の事業者が商品開発、
販路開拓にチャレンジする墨田
区のものづくりコラボレーション
事業。2009年のスタート以来、
開発された商品をすみだパーク
ギャラリーささやにて展示。

ゲストとともに墨田区のモノづくりを語る

スミファトークショー

すみだパークギャラリーささや

で開催。ものづくりコラボレー
ション事業で新商品の共同開
発経験のある名児耶秀美氏や、
日原佐知夫氏など、日本を代表
するクリエイター 5名をゲストに
迎えてトークショー。

実行委員会から参加企業へのリクエスト、
「お土産」づくり。参加者の心に残り、自社
の技術を知ってもらえる何よりの営業ツール
だ。全ツアーに工場が心を込めて用意した
お土産付きで、ツアー参加者を喜ばせた。

紙加工ツアーでは東北紙
業社と小林断裁がオリジ
ナルの「紙本箱」を企画。
参加者は思い思いの色や
加工でつくりあげた。

紙加工ツアー

女子ツアーではサトウ化成、ヨシ
ズミプレス、東日本金属の3社で
お土産を用意。スカイツリー型に
抜いたスポンジなど。

ものづくり女子ツアー

全ツアーに
工場自慢の
お土産付き！

スミファ実行委員会

実行委員長／浜野製作所代表取締役社長　浜野慶一さん

副実行委員長／マルサ斉藤ゴム代表取締役社長　斉藤靖之さん

事務局／配財プロジェクト理事　柾尚美さん

2 1

外
部
の
視
点
を
活
か
す
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
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た
ロ
ー
カ
ル
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
「
す
ず
」
を

制
作
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
例
。
こ
の

青
年
会
が
主
催
す
る
一
般
向
け
の
工
場
見
学
ツ

ア
ー
が
、
高
岡
ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ
だ
。

工
場
見
学
ツ
ア
ー
の
企
画
と

「
高
岡
ク
ラ
フ
ト
市
場
街
」
の
開
催

　

ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ
は
元
々
、
県
外
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
バ
イ
ヤ
ー
、
関
係
企
業
向
け
に
工
房

を
公
開
す
る
仲
間
内
だ
け
の
ツ
ア
ー
と
し
て
お

こ
な
っ
て
い
た
。
間
口
を
一
般
向
け
に
広
げ
、

青
年
会
の
事
業
と
し
て
始
め
た
の
は
２
０
１
２

年
の
こ
と
だ
。
同
年
、
28
年
の
歴
史
を
も
つ
高

岡
ク
ラ
フ
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
入
選
作
品

展
示
会
を
柱
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
高
岡
ク
ラ
フ

ト
市
場
街
」
も
ス
タ
ー
ト
。
市
場
街
に
は
食
と

ク
ラ
フ
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
体
験
型
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
充
実
し
て
お
り
、
５
日
間

で
２
万
人
弱
の
来
場
者
を
記
録
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
成
長
し
て
い
る
。
現
在
は
市
場
街
の
い
ち
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
モ
ノ
づ

く
り
の
現
場
を
訪
問
し
て
つ
く
り
手
か
ら
直
接

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
し
て
、
毎
回

満
員
御
礼
に
な
る
人
気
だ
。

ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ
の
成
果

伝
統
産
業
の
地
・高
岡
と

青
年
会
の
存
在

　

富
山
県
高
岡
市
は
４
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
だ
。
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
る
伝
統
産
業
は
銅
器
等
の
鋳
物
と
漆
器
。
高

岡
銅
器
の
起
源
は
、
１
６
０
９
年
に
、
と
き
の

加
賀
藩
主
・
前
田
利
長
が
高
岡
を
開
町
し
た
際
、

７
人
の
鋳
物
職
人
を
呼
び
寄
せ
た
こ
と
に
始
ま

る
と
い
わ
れ
る
。
千
本
格
子
が
特
徴
的
な
金
屋

町
の
ま
ち
並
み
は
、
当
時
の
鋳
物
場
の
風
情
を

今
に
伝
え
て
い
る
。
銅
器
と
時
を
同
じ
く
し
て

漆
工
の
職
人
も
同
行
し
た
こ
と
か
ら
、
漆
器
や

螺
鈿
細
工
も
根
付
い
て
お
り
、
世
界
に
誇
る
工

芸
品
や
仏
具
を
生
産
し
て
き
た
。

　

そ
の
高
岡
で
、
地
場
産
業
の
振
興
の
た
め
に

動
い
て
い
る
集
団
の
ひ
と
つ
に
、
高
岡
伝
統
産

業
青
年
会
が
あ
る
。
40
歳
以
下
の
若
手
で
構
成

さ
れ
た
、
メ
ー
カ
ー
、
職
人
、
問
屋
な
ど
に
よ

る
組
合
で
、
業
種
に
関
係
な
い
横
の
つ
な
が
り

を
も
つ
組
織
だ
。
高
岡
と
い
う
地
名
を
知
っ
て

も
ら
い
、
モ
ノ
づ
く
り
に
か
け
る
想
い
や
技
を

伝
え
る
た
め
の
様
々
な
活
動
を
お
こ
な
い
、
伝

統
工
芸
の
新
し
い
在
り
方
を
提
唱
し
続
け
て
い

る
。
他
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
て
鋳
物
体

験
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
り
、
高
岡
を
舞
台
に
し

　

工
場
見
学
ツ
ア
ー
で
大
事
に
し
て
い
る
の
は

「
自
分
た
ち
の
言
葉
で
自
分
た
ち
の
現
場
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
」（
大
寺
幸
八
郎
商
店
６
代

目
・
大
寺
康
太
さ
ん
）。
そ
の
た
め
、
ツ
ア
ー

の
案
内
役
は
青
年
会
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
務
め
て

い
る
。
ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ
の
実
施
に
よ
り
、

自
分
の
仕
事
を
他
人
に
伝
え
る
と
い
う
経
験
が

で
き
、
現
場
の
職
人
た
ち
に
と
っ
て
は
い
い
勉

強
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
回
を
重
ね
る
ご

と
に
説
明
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

も
う
ま
く
な
り
、「
来
場
者
か
ら
ど
ん
ど
ん
意

見
を
も
ら
い
、
そ
の
人
た
ち
が
次
に
訪
れ
る
と

き
に
は
そ
の
意
見
が
ち
ゃ
ん
と
反
映
さ
れ
て

い
た
」（
漆
器
く
に
も
と
・
國
本
耕
太
郎
さ
ん
）

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

高
岡
の
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
活
動
を

　

今
高
岡
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
モ
ノ
づ
く

り
に
限
ら
ず
食
や
人
、
空
気
を
含
め
た
高
岡
自

体
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す

こ
と
。「
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
限
っ
て
い
え
ば
６
〜
８

割
ほ
ど
は
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
複
数
回
訪
れ

て
く
れ
る
」（
國
本
さ
ん
）
と
実
感
し
て
お
り
、

今
後
そ
れ
を
一
般
の
人
に
も
広
げ
た
い
と
い
う

思
い
を
も
っ
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線
の
開
通
で

首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
し
や
す
く
な
る

２
０
１
５
年
、
ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ
は
そ
の
た

め
の
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。
高
岡
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
「
高
岡
の
も

の
な
ら
大
丈
夫
」
と
安
心
し
て
モ
ノ
を
買
っ
て

も
ら
う
た
め
の
信
頼
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ

と
。
今
後
の
青
年
会
の
活
躍
で
そ
れ
が
実
現
さ

れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

銅器や漆器で日本を代
表する伝統工芸産地と
して知られる高岡。金
屋町、山町筋など重要
伝統的建造物群として
保護されている美しい
家並みも残っている。

4
0
0
年
の
伝
統
の
技
の「
今
」を
若
手
職
人
自
ら
が
ご
案
内

CASE.

6

高
岡

ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ

対象：一般向け
地域：富山県高岡市
開始年：2012年
頻度：年1回
規模：
参加企業数　約20社
ツアー参加者数　各コース15名

イベントメニュー（平成26年度）：
ガイド付きツアー全3コース
トークショー
主催：高岡伝統産業青年会

http://craft-tourism.jp

イベントデータ

嶋モデリング
【 木型製作 】

北辰工業所
【 鋳物 】

最新技術の3次元CAD・CAMと昔なが
らの伝統技術の両方を駆使して金属にす
るための原型を製作。木、樹脂、アクリ
ルなどの素材に対応し、モックアップや、
サンプル模型の製作等も手がける。

高岡銅器の鋳物工房。鋳物のオーダー製
作、業務用製品をはじめオリジナル商品
も販売。工房を開放して鋳物体験教室を
実施するなど、地域産業活性化のための
イベント活動もおこなっている。

アルベキ社
【 漆 】
昔からある漆芸技法で見られる、 背景や
葉脈、水の流れや雲の流れに使われてい
た表現を切り取り、彫刻塗や金銀箔など
を織り交ぜてうるし看板、漆芸建材、ア
ートパネル等をつくっている。

武蔵川工房
【 螺鈿 】
伝統工芸高岡漆器における螺鈿のパイオ
ニア。漆器の青貝加飾の製作を中心に、
広く青貝螺鈿加飾の可能性を探り、建築、
家具､金属製品、ガラス製品などへの青
貝加飾も手がけている。

伝統産業の始まりはおよそ400年前のこと。加賀藩主・前田利長の命
により、７名の天才鋳物師が送り込まれたことから始まったのが高岡の
銅器製造で、国内シェアはなんと95％を誇る。漆工、螺鈿細工なども、
同じ頃に職人が同行したことから根付いたといわれ、技を受け継ぐ職
人たちが高岡のまちを支えている。高岡伝統産業青年会は、こうした
伝統工芸の継承と新しいあり方を提唱し続けている。

富山県高岡市どんな地域？？
高岡クラフツーリズモ

開催エリアの代表的企業

高岡銅器、高岡漆器のふたつが２大伝統工芸。それ
ぞれが細かい分業制にもなっており、銅器関連では
原型製作所、鋳造所、着色所、問屋、漆器関連で
は木地づくり、塗り、螺鈿などの加飾といったように、
様々な業種が存在している。仏具や工芸品の製造
工房や、建築内装パネルや看板などの新たな領域で
モノづくりに取り組む職人など、高岡伝統産業青年
会のメンバーは多彩な顔ぶれで構成されている。

1

23

1  鋳造工場では銅合金
を鋳造し、仕上げる工程
を見学　2  仏壇塗師に
よる漆塗りの工程説明と
実演　3  高温の合金を
型に流し込む作業には職
人の技が光る。
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INTERVIEW

の
メ
ン
バ
ー
は
ど
う
い
う
意
識
を
も
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

國
本

：
僕
は
、
長
男
だ
か
ら
家
は
継
ぐ
も
ん

だ
と
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
周
り
で

も
、
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
守
る

べ
き
も
の
が
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
か
、
守
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
父
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
仕
事

を
し
て
い
る
の
を
見
て
い
ま
し
た
し
、
職
人
っ

て
か
っ
こ
い
い
よ
な
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

大
寺

：

高
岡
は
産
地
と
し
て
の
危
機
感
を
割
と

強
く
も
っ
て
い
て
、
み
ん
な
個
人
と
し
て
「
何

か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
常
に
考
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
フ
ト
コ
ン
ペ
を
始
め
た

の
は
僕
の
父
の
世
代
の
方
々
で
す
が
、
そ
の
時

代
ご
と
に
、
何
を
や
る
べ
き
か
と
常
に
考
え
て

動
い
て
き
た
結
果
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
青
年

会
に
入
る
と
横
の
つ
な
が
り
や
、
外
の
つ
な
が
り

が
増
え
て
、
仕
事
を
す
る
上
で
も
や
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
会
員
に
は
職
人
と
し
て
、
経
営
者
と
し

て
の
共
通
の
課
題
が
あ
り
ま
す
し
、
会
の
中
で
教

え
合
い
、
支
え
合
う
関
係
が
で
き
て
い
ま
す
。

國
本

：

親
父
同
士
も
友
達
、
息
子
同
士
も
友

達
な
の
で
高
岡
の
ま
ち
で
は
名
刺
が
い
ら
な
い
く

ら
い
で
す
ね
。「
ど
こ
ど
こ
の
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
で

通
じ
ま
す
（
笑
）。
青
年
会
で
は
問
屋
、
職

人
、
メ
ー
カ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
す
べ
て
横
で

つ
な
が
っ
て
い
て
、
全
員
が
仲
間
。
誰
か
が
何

か
や
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
乗
っ
て
き
て
く
れ

る
仲
間
や
、
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

大
寺

：

地
域
全
体
と
し
て
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
外
部
に
も
い

ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ
は
ど
の
よ
う
に
し

て
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
寺

：

高
岡
に
は
ク
ラ
フ
ト
コ
ン
ペ
が
あ
り
、

そ
れ
を
通
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
と
の
交
流
は

以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
つ
な
が
り
で
、

９
年
前
に
問
屋
の
若
手
数
人
で
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
向
け
の
ツ
ア
ー
を
開

始
し
た
ん
で
す
。
お
坊
さ
ん
を
対
象
に
仏
具
ツ

ア
ー
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
青
年
会
が
引
き
継
い
で
ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ

へ
と
進
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
一
般
の

方
に
も
も
っ
と
高
岡
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
今
は
高
岡
伝
統
産
業
青
年
会

の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

國
本

：

僕
は
同
年
代
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
バ
イ

ヤ
ー
さ
ん
を
見
か
け
た
ら
一
度
来
て
く
だ
さ

い
っ
て
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
東
京
な
ど

で
交
流
会
を
開
く
た
び
に「
高
岡
に
来
て
よ
」っ

て
地
道
に
触
れ
回
っ
て
。
一
度
来
て
も
ら
え
れ

ば
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

高
岡
の
職
人
は
普
段
は
お
ち
ゃ
ら
け
て
い
ま
す

が
、
技
術
は
す
ご
い
。
そ
の
ツ
ン
デ
レ
的
な
と

こ
ろ
に
ハ
マ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

大
寺

：

知
り
合
い
の
ツ
テ
や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
で
告
知
し
た
り
、
映
画
「
す
ず
」
の
関

係
者
の
方
が
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
た

こ
と
で
、
県
外
か
ら
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
し
た
。
現
場
で
は
と
に
か
く
わ

伝
統
産
業
を
支
え
る
若
手
の
想
い

ろ
ん
な
形
で
発
信
し
続
け
て
き
た
結
果
、
他
の

地
域
か
ら
の
見
え
方
や
評
価
の
さ
れ
方
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
高
岡
頑
張
っ
て
る
ね
、
っ
て

言
っ
て
も
ら
え
た
り
も
し
ま
す
。
青
年
会
の
メ
ン

バ
ー
の
中
に
は
、
高
岡
に
魅
力
を
感
じ
て
、
県

外
か
ら
移
り
住
ん
で
き
て
く
れ
た
人
も
い
ま
す
。

國
本

：

最
初
は
工
房
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
も
い

い
で
す
か
と
い
う
と
、「
来
て
も
見
せ
る
も
の

な
い
よ
」
っ
て
断
ら
れ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
１

回
で
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
、
が
ら
り
と

変
わ
り
ま
す
。
他
の
予
定
を
ず
ら
し
て
で
も
、

予
定
を
空
け
て
く
れ
る
ん
で
す
。
し
か
も
だ
ん

だ
ん
と
み
ん
な
説
明
が
う
ま
く
な
っ
て
き
て
、

来
た
人
が
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
る
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。

大
寺

：

う
ち
は
お
店
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
イ

ベ
ン
ト
以
外
で
も
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
つ

く
り
手
の
思
い
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

國
本

：

仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
１
年

後
や
10
年
後
で
も
い
い
か
ら
も
う
一
度
高
岡
に

来
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
で
す
。
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
高
岡
と
名

の
付
く
も
の
に
対
し
て
信
頼
を
得
た
い
、
少
な

く
と
も
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
う
い
う
意
識

で
動
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
鋳
物
屋
で
は
、
金
属
を
流
し
込

む
と
こ
ろ
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
ツ

ア
ー
の
訪
問
時
間
に
合
わ
せ
て
段
取
り
す
る
と

い
っ
た
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
運
営
に
あ
た
っ
て
青
年
会

國
本

：

ク
ラ
フ
ツ
ー
リ
ズ
モ
を
考
え
て
い
た
頃

は
と
に
か
く
モ
ノ
が
売
れ
な
い
、
伝
統
産
業
に

希
望
が
な
い
状
態
で
、
新
し
い
希
望
を
ど
う

や
っ
て
生
み
出
す
か
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
考

え
て
い
ま
し
た
。職
人
さ
ん
を
元
気
に
し
た
い
、

と
。
職
人
さ
ん
は
よ
そ
か
ら
来
た
人
に
仕
事
を

見
て
も
ら
っ
て
「
す
ご
い
！
」「
人
間
の
な
せ

る
業
じ
ゃ
な
い
！
」
と
い
っ
た
褒
め
言
葉
を
も

ら
う
こ
と
で
、
一
番
元
気
に
な
っ
て
く
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

よ
そ
か
ら
人
を
呼
ん
で
き
て
褒
め
言
葉
を
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
高
岡
に
来
て
も
ら
う
た
め

に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

ゲストキュレーターを迎えて高岡の未来を語る

大交流会・フォーラム

希望者は、ツアー後に大交流
会に参加。クラフト市場街の参
加者なども一堂に会するイベン
ト。翌日には、矢島里佳さん（和
える代表）をスペシャルゲストに
迎えたフォーラムも開催、伝統
産業の未来が語られた。

ABOUTどんなイベント？
「高岡クラフト市場街」のいちコンテンツとして企画され、高岡伝統産業青年
会が主催するクラフツーリズモ。伝統産業に携わる工房を一般公開し、職人
自らがガイドする。平成26年はテーマの異なる３コースを用意（定員各15名）。

伝統と格式の工芸都市・高岡を
工房のセガレが直接伝える

大寺幸八郎商店　6代目／
高岡伝統産業青年会　平成26年度会長

大寺康太さん
1860年創業、現在も金屋町の一
画に残る老舗の6代目。伝統の鋳
造技術を生かして、現代に合う商
品を企画、販売している。

漆器くにもと／
高岡伝統産業青年会　平成22年度会長

國本耕太郎さん
高岡で100年の歴史を持つ漆器店
の4代目。iPhoneカバーなど、伝
統の漆器を現代の価値観で表現し
た商品をプロデュースしている。

クラフツーリズモは

「高岡クラフト市場
街」のいちプログラムと
して開催されている。
400年の歴史を誇る
工芸都市・高岡市の、
風情あるまち並みや
食を楽しみながらクラ

高岡クラフト市場街【 同時開催のイベント 】

銅器、漆器の技を広く体感する B コース

武蔵川工房

螺鈿細工の職人、武蔵川剛嗣氏が青
貝塗の作業工程を説明。参加者は螺
鈿を作るための貝殻や、そこから削りだ
した螺鈿材料に触れることができた。

高岡地域
地場産業センター

仏壇の製造販売や修理をする京田
仏壇店が出張実演し、漆塗りの手
順を見学。作業工程における気配り
や、調整の難しさなどをレクチャー。

鋳造でつくる卓上香炉
小島製作所

職人技である高温の真鍮
を型に流し込む鋳造作業
と、旋盤による削り出し作
業を見学。伝統産業であ
る鋳造技術の難しさや、や
りがいなどの話も語られた。

螺
鈿
の
手
仕
事
を

間
近
で
見
ら
れ
る

大寺幸八郎商店

かつて高岡銅器産業の中
心として栄えた金屋町の一
角に残る、千本格子の店
舗兼カフェ&ギャラリー。
昔からの銅器から現代の
生活アイテムまでが揃う。

和田彫金工房

仏具、パネル等への彫金や象嵌などを
手掛ける工房。彫金職人による詳細なレ
クチャーを受けたり、金属製の仏具にタ
ガネを使って模様を彫る作業を見学。

元
C
G
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

つ
く
る
仏
具
彫
金

ツアーはランチ付きで丸1日
をかけてまわる充実の内容。
集合場所では青年会の面々
が揃いのはっぴでお迎え。

午前中に集合、バスで出発

仏壇塗師が伝統の技を実演

400年の歴史を誇る鋳物の老舗

フトに出会えるイベントだ。高岡クラフトコンペの入選作品展のほか、ワ
ークショップ参加型アート作品など、モノづくり体験プログラムも充実。
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の
つ
な
が
り
、
シ
ケ
ン
ジ
ョ
と
の
新
し
い
関
係

が
生
ま
れ
た
。
２
０
０
９
年
か
ら
東
京
造
形
大

学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
始
ま
っ
た
富
士

山
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
産
地
ブ
ラ

ン
ド
形
成
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。

ヤ
マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ
産
地
バ
ス
ツ
ア
ー

　

バ
ス
ツ
ア
ー
の
ア
イ
デ
ア
の
元
と
な
っ
た
の

は
、
山
梨
県
と
台
東
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

の
鈴
木
淳
村
長
が
お
こ
な
っ
て
い
た
、
甲
府
市

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
製
造
工
程
見
学
ツ
ア
ー
だ
。
こ

の
ツ
ア
ー
の
機
織
り
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
産

地
の
企
業
を
ま
わ
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
バ
イ

ヤ
ー
向
け
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ツ
ア
ー
が
、
シ
ケ
ン

ジ
ョ
職
員
の
五
十
嵐
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん
と
で
企

画
さ
れ
た
。

　

２
０
１
１
年
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
は
学
生

約
50
名
、
第
２
回
は
デ
ザ
ビ
レ
の
入
居
者
が
参

加
し
試
験
的
に
実
施
し
て
手
応
え
を
得
、
第
３

回
か
ら
公
募
に
よ
り
参
加
者
を
募
る
よ
う
に

な
っ
た
。
以
降
、
年
に
数
回
の
ペ
ー
ス
で
、
累

計
12
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

産
地
バ
ス
ツ
ア
ー
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
主
眼
と
し
た
日
帰
り
ツ
ア
ー

で
、
徹
底
し
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
向
け

だ
。
バ
ス
の
中
で
は
ツ
ア
ー
の
し
お
り
が
配
ら

甲か

斐い

絹き

の
ヤ
マ
ナ
シ
か
ら
、

多
品
種
の
機
織
り
生
産
地
へ

　

山
梨
県
富
士
吉
田
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
は
、

か
つ
て
甲
斐
絹
と
い
う
生
地
で
知
名
度
の
あ
る

生
産
地
だ
っ
た
。
高
密
度
、
先
染
め
、
先
練
り

に
よ
る
薄
い
生
地
で
、
羽
織
の
裏
地
な
ど
に
使

わ
れ
て
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
贅
を
つ
く
す
和
の

美
意
識
を
体
現
す
る
存
在
と
な
り
、
明
治
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
し
か

し
戦
後
に
需
要
が
減
り
、
甲
斐
絹
は
幻
の
織
物

に
。
機
織
り
企
業
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
傘
地
、洋
服
の
裏
地
、ネ
ク
タ
イ
地
な
ど
様
々

な
品
種
に
細
分
化
さ
れ
て
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
が
中
心

と
な
り
、産
地
の
知
名
度
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

「
シ
ケ
ン
ジ
ョ
」
と
機
織
り
企
業
の
若
手

　

ヤ
マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ
産
地
バ
ス
ツ
ア
ー
を
主

催
す
る
山
梨
県
富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
通

称
シ
ケ
ン
ジ
ョ
）
で
は
、
地
元
の
機
織
り
企
業

が
Ｏ
Ｅ
Ｍ
に
頼
っ
た
生
産
体
制
か
ら
脱
却
し
自

社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
つ
け
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
地
元
の
富
士
吉
田
織
物

協
同
組
合
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
地
元
企
業
の
若
手

跡
取
り
た
ち
が
シ
ケ
ン
ジ
ョ
に
通
い
研
修
を
受

け
始
め
た
。
こ
こ
か
ら
機
織
り
企
業
同
士
の
横

れ
、産
地
の
置
か
れ
た
状
況
や
、ド
ビ
ー
や
ジ
ャ

カ
ー
ド
と
い
っ
た
機
織
り
の
基
本
用
語
に
つ
い

て
解
説
。
見
学
先
の
情
報
に
は
納
期
や
ロ
ッ
ト

の
目
安
な
ど
も
含
ま
れ
、
参
加
者
が
具
体
的
な

商
品
づ
く
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
つ
く
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
仕
掛
け
は
一
朝
一
夕
で

で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

洗
練
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
。
そ
う
し
た
努
力
の

甲
斐
あ
っ
て
、
毎
回
定
員
を
超
え
る
反
響
が
あ

る
と
い
う
。

産
地
の
変
化
と
新
し
い
動
き

　

ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
実
際
に
商
品
開
発
に

い
た
る
な
ど
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
自
社
ブ
ラ
ン

ド
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
企
業
が
増
え
た
こ

と
は
産
地
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
だ
っ
た
。
ツ

ア
ー
を
通
じ
て
情
報
発
信
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
ブ
ロ
グ
「
シ
ケ
ン
ジ
ョ
テ
キ
」
で
は
現
在

も
積
極
的
に
産
地
の
情
報
や
ツ
ア
ー
レ
ポ
ー
ト

を
掲
載
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
機
織
り
企
業
か
ら
の
情
報
発
信
を
す

る
動
き
も
あ
り
、
２
０
１
２
年
に
エ
キ
ュ
ー
ト

立
川
で
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、「
ヤ

マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ
ト
ラ
ベ
ル
」
が
誕
生
。
11
ブ

ラ
ン
ド
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
名
を
連
ね
る
ユ

ニ
ッ
ト
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
出
張
し
て
産

地
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
発
信
に
貢
献
し
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
販
促
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々

な
機
会
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
ヤ
マ
ナ
シ
産
地

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
だ
。
ひ

と
り
で
も
多
く
の
人
に
産
地
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
機
織
り
企
業
と
シ
ケ
ン
ジ
ョ
の
試
行
錯

誤
は
続
く
。

1  織物工場の名物、ド
ーナツ状に巻いた糸束
「かせ」　2  職人の手仕
事を間近で見ながら織物
の成り立ちを学ぶ　 3  
商品を見ながら直接対話
してイメージを広げる。

メ
ー
カ
ー
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
織
物
産
地
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
げ
る

CASE.

7

ヤ
マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ

産
地
バス
ツ
ア
ー

対象：プロフェッショナル限定
地域：
山梨県富士吉田市／西桂町
／都留市ほか
開始年：2011年
頻度：年3回
規模：参加企業数
毎回5～ 6社
ツアー参加者数　15名

イベントメニュー：
ガイド付きツアー
トークショー

shikenjyo.blogspot.jp

イベントデータ

テンジン
【 リネン 】
リネンブランド「ALDIN」を展開。“耳”
のあるセルビッチリネンを、昔ながらの
シャトル織機でつくっている。職人が
手を動かし、目で追いながら丁寧に
つくったリネンはどこか懐かしく、スト
イックさを感じさせる風合いが特徴。

槙田商店
【 服・傘生地 】

1866年創業の産地きっての老舗。大き
な電子ジャカード織機と熟練の職人の手
仕事により生み出される国産洋傘づくり
は一目置かれる存在。近年はOEMだ
けでなく、自社ブランド商品の開発にも力
を入れている。服地づくりの技術も高い。

渡小織物
【 ネクタイ生地 】
ネクタイ生地専門の織物工場。富士山テ
キスタイルプロジェクトには初回から参
画し、クリエイターとのコラボレーショ
ン経験も豊富。「新しいトラディショナル
を織る」がコンセプトの自社オリジナル
ブランド「TORAW（トラウ）」も展開中。

【 和装小物生地 】
富士山を源とする伏流水で染上げた糸を
使い、掛け軸やひな人形の生地を製造す
る。富士山テキスタイルプロジェクトに
も参加するほか、デザイナー井上綾氏と
のコラボレーションによる自社ブランド
「kichijitsu」も展開している。

光織物

富士山や湖に囲ま
れた自然豊かな地
域。エリアの中心
を、富士山の伏流
水を源とする桂川
が流れ、織物の発
展に大きな影響を
与えた。今でも水
を活かした技術は
多く残る。

ヤマナシハタオリ産地
バスツアー

開催エリアの代表的企業

江戸時代に広く知られた甲斐絹をつくる技
術を活かした、様々な品種の生地製造関
連企業が存在する。戦後以来、ヤマナシ
産地はOEM生産が中心となっているが、
近年では自社ブランドを積極的に展開した
り、外部デザイナーとコラボレーションした
新しい商品を開発したりする企業も増えて
きている。産官学連携の「富士山テキスタ
イルプロジェクト」、産地PRユニット「ヤマ
ナシハタオリトラベル」なども誕生している。

西に河口湖、東に山中湖、南に富士山がそびえ、富士山から
の伏流水が湧き出て桂川となって流れている。この水は染色
や絹の精錬に適した軟水で、ヤマナシ織物産地の発展を下支
えしてきた。明治〜昭和初期には、羽織の裏地として使われた
「甲斐絹」の生産で知名度を上げた。現在は、甲斐絹の技
術を活かした傘地、ネクタイ地、婦人服の裏地などさまざまなア
イテムに挑戦し、日本でも稀な多品種産地となっている。

山梨県富士吉田市、西桂町ほか

どんな地域？？

1
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ABOUTどんなイベント？
参加者はデザイナー、クリエイター、バイヤー、プレスなどプロ限定。産地の
知名度を上げビジネスに結びつける実績をつくるため、バス内での概要説明
やガイドブックの配布、外部ゲストを招いたトークショーなど趣向をこらしている。

プロフェッショナルを満足させる
素材が見つかる産地PRツアーINTERVIEW

な
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
か
っ

こ
い
い
、
お
も
し
ろ
い
、
と
い
う
新
し
い
目
線

で
産
地
に
光
を
当
て
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
一

方
、
学
生
の
奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
し
た

か
ら
と
い
っ
て
ど
ん
ど
ん
売
れ
て
い
く
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
や
、
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
の

は
自
分
の
子
供
み
た
い
な
も
の
で
、
慈
し
ん
で

育
て
て
手
を
か
け
て
や
ら
な
い
と
絶
対
成
長
し

な
い
と
い
う
こ
と
も
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
風
に
空
気
が
変
わ
り
始
め
た

頃
に
、
甲
府
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ツ
ア
ー
を
参
考
に

し
て
、
他
の
地
域
か
ら
人
を
呼
ぼ
う
と
、
デ
ザ

ビ
レ
の
鈴
木
村
長
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
現
場
は
ど

う
変
わ
り
ま
し
た
か
。

五
十
嵐
：
産
地
に
い
る
人
自
身
が
、
産
地
や
工

場
の
魅
力
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
が
モ
ノ
づ

く
り
す
る
姿
や
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て

い
く
自
信
が
身
に
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

小
林

：

バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
業
界
の
方
に
機
織
り

産
地
を
知
っ
て
も
ら
え
る
い
い
機
会
で
す
。
回

を
重
ね
る
こ
と
で
、
工
場
側
も
慣
れ
て
き
て
、

自
社
の
商
品
説
明
や
機
織
り
作
業
の
説
明
が
う

ま
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
取
引
先

の
方
や
関
係
者
の
方
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
た

の
が
、
外
部
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
一
般
の
方
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
受
け
入
れ
る
我
々

も
ど
う
や
れ
ば
伝
わ
る
の
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
説
明
用
の
ア
イ
テ
ム
を
増
や
し

た
り
、
商
品
の
世
界
観
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
設
け
た
り
。
今
で
も
月
に
１

〜
２
組
は
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
、
工
場
を
見

ツ
ア
ー
実
施
前
は
ヤ
マ
ナ
シ
産
地
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

五
十
嵐

：

こ
の
エ
リ
ア
は
、
か
つ
て
は
甲
斐

絹
（
か
い
き
）
ブ
ラ
ン
ド
で
一
世
を
風
靡
し
た

有
名
な
産
地
で
し
た
。
し
か
し
戦
後
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ

生
産
が
中
心
と
な
っ
て
か
ら
は
「
知
る
人
ぞ
知

る
」
と
い
う
産
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
僕
ら
と
し
て
は
、
い
ず
れ
は
機
織
り
企
業

が
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
が
や
っ
て
く
る
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
産

地
を
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
産
地
を
支
え
て
い

く
人
が
減
っ
て
い
く
一
方
と
思
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
ど
う
す
れ
ば
脱
却
で
き
る
の
か
研
究
し

で
す
か
。

五
十
嵐

：

産
地
の
人
を
い
い
意
味
で
か
き
ま
わ

し
た
キ
ー
マ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
富

士
吉
田
織
物
協
同
組
合
の
天
野
さ
ん
と
い
う
方

で
、
地
域
の
機
織
り
企
業
を
ま
わ
り
、
跡
取
り

の
若
者
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
彼

ら
に
、
山
梨
県
富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
繊
維

部
へ
行
っ
て
、
研
修
を
受
け
る
よ
う
に
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
僕
ら
と
企

業
の
若
者
と
の
新
し
い
関
係
が
生
ま
れ
、
展
示

会
な
ど
に
出
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
あ
る
展
示
会
を
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
し

て
く
だ
さ
っ
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

鈴
木
マ
サ
ル
さ
ん
の
つ
な
が
り
で
、
東
京
造
形

魅
力
を
伝
え
、産
地
を
支
え
る
人
を
増
や
す

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
今
後
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
限
定
の
ヤ
マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ
産
地
バ
ス
ツ

ア
ー
だ
け
で
な
く
、一
度
こ
の
産
地
に
き
た
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
工
場
を
気
軽
に
ま
わ
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

小
林

：

ユ
ニ
ッ
ト
名
の
「
ト
ラ
ベ
ル
」
と
い
う

言
葉
に
も
表
れ
て
い
ま
す
が
、
織
物
を
、
人
を

呼
び
込
め
る
地
場
産
業
に
し
た
い
で
す
。
そ
れ

か
ら
地
元
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

地
元
の
人
全
員
が
宣
伝
マ
ン
と
し
て
、
口
コ
ミ

で
い
ろ
ん
な
人
に
紹
介
し
て
も
ら
え
た
ら
最
高

で
す
ね
。

五
十
嵐

：

こ
の
地
域
の
機
織
り
会
社
と
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

今
も
う
す
で
に
、
バ
ス
ツ
ア
ー
や
、
ヤ
マ
ナ
シ

ハ
タ
オ
リ
ト
ラ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な

活
動
を
き
っ
か
け
に
こ
の
地
域
に
働
き
に
来
て

く
れ
て
い
る
若
い
人
た
ち
が
い
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
人
た
ち
が
、
素
晴
ら
し
い
も
の
を
つ
く
っ

て
、
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

で
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
そ
れ
を
知
っ
て

も
ら
っ
て
、
産
地
を
支
え
る
人
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山梨県富士工業技術センター
繊維部技術支援科
五十嵐哲也さん

1999年より現所属。ブログ「シケ
ンジョテキ」では毎回ツアーレポ
ートを執筆するなど、積極的に情
報発信を行っている。

テンジン 代表
小林新司さん

３代目として家業を継ぎ、1999
年に自社ブランドALDINをスタ
ートさせた。ヤマナシ産地が産ん
だ販促ユニット「ヤマナシハタオ
リトラベル」のリーダー。

観光名所や地元グルメを含む
産地まるごと体験が魅力
午前９時に新宿駅に集合し、バスで90分。5
件の織物関連企業を見学するほか、富士吉田
名物のうどんや新ショップMILL SHOPを楽
しめる充実のツアー内容。この回から、産地の
魅力を外部専門家の視点からひもとくミュージ
アムトークも開催、好評を博している。

2
0
1
4
年
8
月
の

ツ
ア
ー
事
例

槙
田
商
店

渡
小
織
物

渡
邊
織
物

小
野
田
染
色

交
流
会

武
藤

（
協
力
工
場
・
白
須
織
物
工
場
）

産
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク

ヤ
マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ
ト
ラ
ベ
ル

M
ILLSH

OP

武藤

海外からも注目される最高級素材のス
トールの製造の現場を見学。工場内
では「頭でつくらず、手を動かして、糸
にしつこく付き合う根気」といういい生
地をつくるための秘訣が職人の口から
語られた。糸から特注でつくられる極
上へのこだわりを感じる。

渡小織物

工場では様々な色のシルクの緯糸が
揃い、美しいネクタイ生地が次から次
へと織られている様子を見学。ショー
ルームでは大学生とのコラボ作品な
ど、ユニークなものからクラッシックな
ものまで、多様な柄の商品を見られる。

槙田商店

工場で生地を織る様子を見学した後
は、できあがった生地を傘に仕立てる
工程を見学するためベテラン職人の元
へ。参加者は傘を仕立てる工程に興
味津々。骨組みの部分を生地とつなぎ
合わせる職人の手さばきに感嘆。

産地ミュージアムトーク

家安香さん(エデルコートイースト代表)、
宮浦晋哉さん（Secori Gallery代表・今
回のツアーのゲストキュレーター）をモデ
レーターに、ツアー参加者と産地の機織
り企業が一堂に会し産地の魅力や価
値について質疑応答をおこなった。

2014年7月には富士山駅ビル内に「ヤマナシハタオリトラベルMILL 
SHOP」がオープン。初めての常設販売ショップとして注目を集めている。

「ヤマナシハタオリトラベル」は
産地が生んだ販促イベントのユニット
ヤマナシ産地の企業の中で自社ブランドを展開する11社が名を連ね
る商品販売ユニット。2012年9月のエキュート立川での販売イベント
を皮切りに、産地の魅力を発信すべく様 な々場所へ“トラベル”し、催
事や展示会への出展をおこなっている。商品販売のみならず機織り体
験ができるワークショップなども開催している。

小野田染色

ウールや絹など天然素
材を中心に糸を染める
小野田染色へ。糸を織
る前に染める先染めと
呼ばれる作業工程を見
学。代表の小野田さんが手にしているのは「かせ」と呼ばれる絹糸の
束。精練前と精練後の絹糸の違いが語られた。

大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
富
士
山
（
ふ

じ
や
ま
）
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
は
こ
の
学

生
コ
ラ
ボ
は
大
き
な
事
件
で
し
た
ね
。
上
の
世

代
と
下
の
世
代
が
い
て
世
代
間
の
風
通
し
が
い

い
と
、
本
当
に
活
気
が
出
て
産
地
が
蘇
る
力
に

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
機
織
り
企
業

の
方
々
は
非
常
に
魅
力
的
な
人
た
ち
な
の
で
、

彼
ら
が
つ
く
っ
て
い
る
も
の
が
か
っ
こ
い
い
と

言
わ
れ
る
産
地
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い

も
あ
り
ま
し
た
。

小
林

：
こ
の
地
域
は
「
織
物
と
観
光
の
ま
ち
」

と
言
わ
れ
続
け
て
い
た
の
で
す
が
、
当
事
者
で

あ
る
自
分
た
ち
が
織
物
で
人
を
呼
ぶ
と
い
う
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
全
く
実
感
は
な
か
っ
た

ん
で
す
。
地
元
の
企
業
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
下
請
け
や

孫
請
け
が
主
流
だ
っ
た
の
で
、
外
部
に
Ｐ
Ｒ
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の

開
催
に
つ
な
が
っ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の

プロ仕様のパンフレット

ランチは
地元の味を！

富士山の湧き水を使った染めを堪能

ゲストキュレーターと
つくり手による熱いトーク

キング・オブ・洋傘

ネクタイのことなら何でも＆コラボの達人 シルクカシミヤのマエストロ
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第
二
章

こ
こ
か
ら
は
、オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち
上
げ
か
ら

開
催
後
ま
で
時
系
列
に
沿
っ
て
、運
営
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

項
目
ご
と
に
、先
行
事
例
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
者
に
よ
る

生
の
声
や
体
験
談
、注
意
点
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

運
営
ガ
イ
ド

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

「若者や子供に憧れられるまちにしたい」

「僕らが子供だったころは、
 毎日がオープンファクトリーだった」

「ひとりでも多くの人に知ってもらい、
 産地を支える人を増やしたい」

「モノづくりのまちというだけでなく、
“住んで良し”のまちづくりを」

「
地
元
の
人
か
ら
『
こ
れ
が
や
り
た
い
！
』っ
て

  

声
が
か
か
る
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
」

「
職
人
っ
て
か
っ
こ
い
い
、っ
て

  

今
で
も
思
っ
て
い
る
」

「
な
く
な
っ
て
い
く
も
の
に
対
し
て
、

『
あ
あ
、な
く
な
っ
て
い
く
ね
』と
い
う
思
い
で
は
い
た
く
な
い
」

「 職人がいなくなったらモノをつくれなくなる。

 仕事がなくなったら職人がいなくなる。

 地域全体を押し上げていく必要がある」

参
加
者
・
支
援
者
を
集
め
る

趣
意
書
／
募
集
要
項
の
作
成

参
加
者
集
め
（
個
別
訪
問
・
説
明
会
な
ど
）

支
援
者
集
め
（
依
頼
書
の
作
成
・
訪
問
で
の
説
明
）

最
初
の
一
歩

発
起
人
集
め

実
行
委
員
会
の
設
置

ビ
ジ
ョ
ン・
活
動
内
容
を
決
め
る

事
務
局
を
立
ち
上
げ
る

当
日
ガ
イ
ド
・マ
ッ
プ
の
作
成

参
加
者
か
ら
の
原
稿
集
め
／
取
材
／
確
認
調
整

内
容
の
編
集
／
デ
ザ
イ
ン

開
催

各
工
場
や
参
加
企
業
で
の
見
学
者
受
け
入
れ

ツ
ア
ー
の
実
施

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営

当
日
の
連
絡
調
整

記
録
・
写
真
撮
影
・
取
材

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

報
告

参
加
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

報
告
書
の
作
成
・
報
告

広
報
活
動

反
省
会
の
実
施

□□□□

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

当
日
の
配
置

□□□

□□

□□□□□□

実
行
委
員
会
の
開
催

参
加
者
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

予
算
の
決
定
（
参
加
費
徴
収・
補
助
金
申
請
な
ど
）

役
割
分
担

事
業
計
画

外
部
へ
の
業
務
委
託

□□□□□

□□□

□□□□

告
知
・
集
客
・
予
約

チ
ラ
シ
、
D
M
等
の
作
成
・
配
布

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

S
N
S
の
活
用

マ
ス
コ
ミ
へ
の
広
報
活
動

他
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
の
告
知

参
加
企
業
に
よ
る
集
客
・
地
域
に
よ
る
集
客

イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
の
予
約
受
け
付
け

□□□□□□□イ
ベ
ン
ト
の

準
備
・
設
営
・
撤
収

会
場
の
手
配

備
品
の
手
配
・
配
布

□□
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実
行
委
員
会
は
、
配
財
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
及
び
地
元
で
起
業
を
め
ざ
す

若
者
、
墨
田
区
役
所
で
計
１
０
名

程
度
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
少
人

数
の
た
め
意
思
決
定
が
ス
ム
ー
ズ

で
動
き
や
す
い
で
す
。（
ス
ミ
フ
ァ
）

各
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
地
域
や
産
業
を
元
気
に
し

た
い
と
い
う
想
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

地
元
有
志
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
立
ち
上
げ
、 

大
学
の
研
究

調
査
か
ら
発
展
、
自
治
体
や
製
造
業
団
体
が
中
心
に
な
り
新
た
な
産
業
活
性
化
策
と
し
て
始
ま
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

ど
の
場
合
も
設
立
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
情
熱
と
行
動
に
よ
っ
て
開
催
に
む
す
び
つ
い
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
立
ち
上
げ
と
ビ
ジ
ョ
ン

1
Q：イベントが立ち上がったきっかけは？

大田観光協会から首都大学東京の観光科

学域に相談をもちかけたことがきっかけ

で、大田クリエイティブタウン研究会が

設立されました。オープンファクトリー

は、研究会が発表した構想の中のひとつ

のアクションとして実施しています。

 （おおたオープンファクトリー）

台
東
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
の
施
設

公
開
が
先
に
あ
り
、
デ
ザ
ビ
レ
卒
業
生

が
地
域
内
に
ア
ト
リ
エ
シ
ョ
ッ
プ
を
構

え
始
め
た
こ
と
。
地
元
の
企
業
の
有
志

と
地
元
商
店
街
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

（
台
東
モ
ノ
マ
チ
）

最
初
は
、行
政
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
中
川
政
七

商
店
の
中
川
社
長
に
自
分
の
会
社
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。そ
の
中
で
、僕

ら
が
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
て
お
客
さ
ん
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。モ
ノ
づ
く
り
の
価

値
を
直
接
お
客
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
に
工
場
を
開
い
て

そ
の
姿
を
見
て
も
ら
お
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
燕
三
条 

工
場
の
祭
典
：
タ
ダ
フ
サ　

曽
根
忠
幸
さ
ん
）

大田観光協会が立ち上がって 4年目に事務局長として就任しました。当時
から町工場見学の要望は多く、何回かツアーを実施しましたが、受け入れた
工場側の負担が大きく中断していました。そんな中で首都大学東京の秋山先
生と知り合い、大田クリエイティブタウン研究会を立ち上げるに至りました。
 （おおたオープンファクトリー：大田観光協会　栗原洋三さん）

Q：あなたがイベントの立ち上げに関わったきっかけは？

バスツアーは山梨県富士工業技術セ
ンターが主催しており、告知やイベ
ントレポートもブログでおこないま

す。産地の企業による販促ユニット
「ヤマナシハタオリトラベル」は 11
社が参加。イベントがあるごとに窓
口となる担当者を変えるもちまわり
制で、フラットな組織です。
 （ヤマナシハタオリ産地バスツアー）

実行委員会は三条市役所、燕市役所、産業支援
機関、地元企業から数名、プロデューサーのメ
ソッド、デザイナー、PR会社で構成されてい
ます。 （燕三条 工場の祭典）

Q：どんな組織で運営していますか？

大田観光協会、工和会協同組合（地
元の工業組合）という地元の組織と、
首都大学東京、横浜国立大学、東京
大学の研修室と大学院生が実行委員
会メンバーとなっています。企画を
立てるなど工場とのやりとりは学生
と工和会メンバーが、事務的な作業
は観光協会が担当しています。
 （おおたオープンファクトリー）

台
東
モ
ノ
マ
チ
に
参
加
す
る
に

は
「
台
東
モ
ノ
づ
く
り
の
マ
チ
づ

く
り
協
会
」へ
の
入
会
が
必
要
で

す
。現
在
、会
員
は
1
8
0
社
ほ

ど
。会
員
の
中
か
ら
１
名
が
台
東

モ
ノ
マ
チ
実
行
委
員
長
を
務
め
、

協
会
の
理
事
た
ち
が
エ
リ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
企
画
を
ま
と
め

て
実
施
し
ま
す
。（
台
東
モ
ノ
マ
チ
）

高岡伝統産業青年会がツアーの
企画等を手がけ、窓口とバスの
手配などは旅行業者に入っても
らってお願いしています。
 （高岡クラフツーリズモ）

地
元
の
企
業
の
経
営
者
や

東
京
皮
革
青
年
会
の
メ
ン

バ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
な

ど
が
「
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
発
起

人
」
と
な
っ
て
実
行
委
員
会

を
組
織
し
て
い
ま
す
。
実
行

委
員
は
10
名
ほ
ど
で
、
週
に

1
度
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
お
こ

な
い
ま
す
。（
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
）

東京皮革青年会に属するメンバーや浅草で

活動するクリエイターなどから、イベント

立ち上げの話は出ていました。具体的な

きっかけは 2013年 3月 2日に開催され

た台東モノマチの交流会。そこに参加した

メンバーが発起人となり、エーラウンドと

しての活動が始まりました。 （エーラウンド）

甲
府
府
で
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
製
造
工
程
を
見
に
行
く
バ
ス
ツ
ア
ー
を
台
東

デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
と
山
梨
県
庁
が
共
同
で
実
施
し
て
い
た
の
を

知
っ
て
、
そ
の
織
物
産
地
版
が
で
き
な
い
か
と
デ
ザ
ビ
レ
の
鈴
木
村
長

に
相
談
を
も
ち
か
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
バ
ス
を
出
す
た
め
に
県
庁

に
働
き
か
け
予
算
を
つ
け
る
た
め
に
企
画
書
を
書
き
、
2
0
1
1
年
か
ら

バ
ス
ツ
ア
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

（
ヤ
マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ
産
地
バ
ス
ツ
ア
ー
）

三条鍛冶まつりという、1日だけの

モノづくり体験イベントを何度か開

催していました。メソッドの山田遊

氏との対談の中で、魅力を伝えるた

めに工場を開いて、モノづくりのプ

ロセスや工場の様子を見てもらおう

という話が出て、職人と行政が外部

の協力を得ながら立ち上げました。

 （燕三条 工場の祭典）

区
の
事
業
に
携
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
区
内
事
業

者
で
お
こ
な
っ
た
座
談
会
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ

の
中
で
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
す
み
だ
の
ま
ち
へ
、

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
通
し
て
観
光
客
を
呼
び

込
み
た
い
と
の
話
が
あ
り
、
配
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
区
が
協
働
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。（
ス
ミ
フ
ァ
）

私
は
東
京
皮
革

青
年
会
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
の

で
「
イ
ベ
ン
ト

を
立
ち
上
げ
よ

う
」
と
い
う
声
は

様
々
な
と
こ
ろ
か

ら
耳
に
し
て
い
た

ん
で
す
。
さ
ら
に
モ
ノ
マ
チ
や
ス
ミ
フ
ァ
の
交
流

会
に
も
よ
く
参
加
を
し
て
い
た
の
で
、
彼
ら
と
の

つ
な
が
り
も
で
き
て
い
ま
し
た
。
浅
草
で
モ
ノ

づ
く
り
に
携
わ
る
仲
間
や
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
連

携
が
と
れ
る
渉
外
役
と
し
て
、
発
起
人
の
ひ
と

り
と
な
っ
た
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
し
た
。

 

（
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
：
富
田
興
業　

富
田
常
一
さ
ん
）

フロンティアすみだ塾に入塾したことで、墨田区内の製造業の後継者た
ちと出会いました。その中のメンバーが配財プロジェクトのメンバーに
もなっていて、スミファを運営しています。工場がデザイナー、バイヤー、
生活者と出会い、ビジネスチャンスが生まれたら。そういう思いでスミ
ファに関わってきました。　　 （スミファ：マルサ斉藤ゴム　斉藤靖之さん）

A

A
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オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
意
欲
あ
る
参
加
者
や
支
援
者
を
集
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
多
数
の
参
加
者
が
い
る
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
は
、
参
加
動
機
も
「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
」「
会
社
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
」「
地
域
貢
献
」「
社
員
教
育
」

な
ど
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
地
域
や
産
業
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
仲
間
を
集
め
て
い
ま
す
。

参
加
者
・
支
援
者
集
め

2
参加企業を集める

　

参
加
企
業
を
集
め
る
際
、
特
に

中
間
工
程
や
賃
加
工
中
心
の
工
場

や
職
人
の
場
合
、
自
社
の
仕
事
場

を
見
せ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
理

解
し
く
い
場
合
や
、
見
学
受
け
入

れ
の
負
担
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
無
理
に
お
願
い
し

て
し
ま
う
と
「
参
加
し
て
や
っ
て

い
る
」
と
い
う
お
客
さ
ん
意
識
に

な
り
が
ち
で
す
。
あ
く
ま
で
「
一

緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
」「
お

も
し
ろ
い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
」

「
せ
っ
か
く
の
技
術
を
見
せ
な
い
の

は
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
よ
う

に
、
自
発
的
に
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
に
誘
い
た
い
も
の
で
す
。
一

度
参
加
し
て
も
ら
う
と
楽
し
さ
や

充
実
感
を
味
わ
い
続
け
て
く
れ
る

こ
と
も
多
い
の
で
、
ま
ず
は
参
加

し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
、
き
っ
か

け
づ
く
り
に
も
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
普
段
仕
事
上
の
付
き
合

い
が
な
い
若
者
や
女
性
が
誘
っ
て

み
る
の
も
効
果
的
と
の
こ
と
。
情

に
熱
い
モ
ノ
づ
く
り
に
関
わ
る
方

た
ち
は
、
若
者
の
頼
み
で
あ
れ
ば

断
り
に
く
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

母体となる組織を活用
　

元
々
活
動
し
て
い
る
組
織
を
中

心
に
参
加
企
業
を
募
り
ま
す
。

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
に
な
っ

て
、
組
織
と
し
て
参
加
す
る
意
義

や
、
メ
リ
ッ
ト
等
を
伝
え
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
対
す

る
関
心
度
合
い
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
た
め
、
ま
ず
は
積
極
的
な
意
欲

の
あ
る
参
加
者
を
集
め
る
こ
と
が

望
ま
し
い
で
す
。

　

自
社
を
公
開
す
る
こ
と
に
意
欲

あ
る
参
加
者
の
ほ
う
が
、
実
際
に

開
催
し
た
際
に
は
、
見
せ
方
や
伝

え
方
を
工
夫
す
る
の
で
、
お
客
様

の
反
応
も
良
く
、
得
ら
れ
る
も
の

も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

頼
ま
れ
た
の
で
、
嫌
々
な
が
ら

で
は
参
加
に
力
が
入
ら
ず
、
ま
た

運
営
者
へ
の
要
求
や
ク
レ
ー
ム
も

厳
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、参
加
し
て
も
ら
っ
て
、

参
加
者
同
士
や
来
場
者
と
交
流
し

て
、
初
め
て
楽
し
さ
や
意
義
を
感

じ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
一
緒
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

つながりから仲間を集める
　

各
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で

は
、
取
引
先
や
ご
近
所
、
同
じ
団

体
に
加
盟
し
て
い
る
、
同
じ
セ
ミ

ナ
ー
の
受
講
生
な
ど
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
か
ら
仲
間
を
集
め
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

長
年
近
隣
に
あ
る
の
に
お
付
き
合

い
が
少
な
か
っ
た
会
社
や
工
場

に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を
募
集
す

る
た
め
に
挨
拶
し
に
行
く
こ
と
か

ら
、
あ
ら
た
め
て
近
所
付
き
合
い

が
始
ま
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。「
地
域
の
た
め
に
」
と
い

う
理
由
が
、
近
隣
や
知
人
に
声
か

け
す
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
の

で
す
。

　

ま
た
参
加
し
て
く
れ
な
く
て
も
、

声
を
か
け
て
い
く
こ
と
で
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
す
。
開
催
へ
の
想
い
を
多
く
の

人
に
伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

声
を
か
け
ら
れ
た
側
が
「
ず
っ
と

地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
か
っ
た

が
、活
躍
で
き
る
場
が
な
か
っ
た
」

と
喜
ん
で
参
加
し
て
く
れ
る
場
合

や
、
積
極
的
に
運
営
に
関
わ
る
人

が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

趣意書・企画書の作成
　

趣
意
書
・
企
画
書
の
作
成
は
最

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
開
催
し
た
い

の
か
、
何
を
目
指
し
た
の
か
、
参

加
者
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
か

等
、
書
類
だ
け
で
も
共
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
何
度
も
見
直
し
ま

す
。
さ
ら
に
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ

ら
な
い
こ
と
も
多
く
、（
２
回
目

以
降
で
過
去
開
催
を
見
て
い
な
い

場
合
）
イ
メ
ー
ジ
が
掴
み
に
く
い

の
で
、
過
去
開
催
や
他
地
域
の
写

真
、
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
等
を
見

て
も
ら
う
こ
と
で
、
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
お
お
た
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
は
大
学
に
よ
る

産
業
地
域
の
調
査
を
基
に
プ
ラ
ン

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

協賛金や支援者
を集める

 

「
地
域
」
や
「
産
業
」
を
元
気
に

す
る
と
い
う
公
益
性
の
高
い
事
業

で
す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
人
や

お
金
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

お
金
で
の
協
賛
、
物
品
、
サ
ー

ビ
ス
等
で
の
協
力
者
を
探
す
た
め
に

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
情

報
を
発
信
し
、
協
力
を
受
け
取
る

仕
組
み
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

理
念
に
共
感
し
た
が
、
都
合
で
運

営
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
は
で
き
な
い

と
い
う
方
か
ら
の
協
力
を
受
け
入

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
整
備
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
協
賛
会
員
制
度
、
広

告
メ
ニ
ュ
ー
、
場
所
や
物
品
提
供

受
入
れ
の
ル
ー
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
な
ど
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。

・地域の企業を個別訪問
地元の信用金庫や地域イベントに協賛している企業等にお願いに行きます。特に会
社の方針として地域貢献を掲げている企業を探すようにするといいでしょう。

・地元団体などでのプレゼン
多くの人に情報発信することでオープンファクトリーの意義を伝え、ひとりでも多くの
方に支援者になってもらうようにします。
地元業界団体、商工会議所、地域イベント等の地元事業者が集まるイベントやセミナ
ー等の場を借りてプレゼンすることで、同じ想いをもった経営者と出会いやすくなります。

・自治体や業界団体の助成金等を活用する
商店街や観光地域と違って、製造業や卸売業等が主体となるまちおこしに対しての
助成金の仕組みはほとんど存在しません。
そのため既存の助成の枠組みの中で活用できるものを探すようにします。
例：団体活動の助成、地域おこしに関わる助成金等

・地方自治体や産業団体のイベントとして実施する
オープンファクトリーは、産業活性化や地域イメージアップ等に効果的なイベントでも
あり、地方自治体や産業団体の事業として取り組むことも効果的です。

・ 協力者への呼びかけはイベント告知も兼ねて広くおこないましょう。
・ フェイスブックやツイッターなどの活用や、新聞や雑誌などのメディアへのプレス活動
  も検討しましょう。

・SNSやメディアを活用

１件ずつ工場をまわって趣旨説明

オープンファクトリーに参加するメリットなどをま
とめた企画書を持って、学生が1件ずつ戸別
訪問して趣旨説明をしました。やりとりの中で、
工場に連絡するときには電話の時間帯など、
工場の方のリズムに合わせて連絡をすることを
心がけました。新規で担当する工場には特に
何度も通ってコミュニケーションをとりました。

おおたオープンファクトリー　豊田純子さん（首都大学東京　大学院生）

最初の頃はなかなかわかってもらえないことも

第2回くらいまでは参加企業やお店を集める
ために、片っ端から訪問して声をかけたんです
が、まだ台東モノマチが知られていなかったの
でなかなか話も聞いてもらえずに断られたこと
もありました。今は協会もできましたし、新規
の方が増えると同時にエリア内のコミュニティ
のつながりがどんどん深まっていっています。

台東モノマチ　村上雄一郎さん（エムピウ）

おおたオープンファクトリー：
『モノ・まちBOOK 2012 ～第1回
オープンファクトリー成果報告書～』

説明会・報告会の開催
　

参
加
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
場

合
、
説
明
会
等
で
趣
旨
や
内
容
、

事
例
な
ど
を
聞
い
て
も
ら
う
の
も

効
果
的
で
す
。

　

主
催
者
の
想
い
、
イ
ベ
ン
ト
概

要
（
映
像
な
ど
も
あ
る
と
な
お
良

し
）、
参
加
者
の
体
験
談
な
ど
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
も
ら
い
、

同
時
に
参
加
に
あ
た
っ
て
の
不
安

を
解
消
す
る
質
疑
等
を
組
み
合
わ

せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
終

了
後
の
開
催
報
告
会
に
次
回
参

加
に
関
心
が
あ
る
方
を
招
き
、
参

加
者
と
交
流
し
て
も
ら
い
、
生
の

声
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 エーラウンド： 参加者説明会（8月開催）
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モノづくり展示

スミファ： すみだものづくり
コラボレーション展示

マーケット

台東モノマチ：
クリエイターズマーケット

新商品開発

エーラウンド：
TOKYO L

当日参加OKのワークショップ

台東モノマチ：
アーキ　ワークショップ

ラリー型ワークショップ

おおたオープンファクトリー：
仲間回しラリー

商品展示・販売

商品の展示や販売方法によ
って様々な役割を担います。
新商品や技術をアピールし
てビジネスマッチングに、実
際に商品を販売し収益事
業に、多くのクリエイターが
参加することで集客に役立
てる、など。参加企業の商
品が一覧できる場所を設け
ることで地域の全体像を知
ってもらうこともできます。ま
た来場者が商品を購入し
家庭に持ち帰ることで、思い
出と、地域とのつながりをも
ち続けることにもなります。

セミナー・
トークショー

オープンファクトリーは、モノ
づくりの現場で働く人が主
役になるプレゼンテーション
の場でもあります。セミナー
は見学するだけでは伝わら
ないモノづくりの背景やつく
り手の想いを伝えることがで
きます。どんな歴史の地域
なのか、どんな仕事をしてい
るのか、どんな想いでモノづ
くりをしているかなど、じっく
り話を聞いてもらいます。職
人やゲストによるおしゃべり
を楽しむトークショーでは、
リアルな体験談や思いがけ
ない内輪の話を聞くこともで
きます。

トークショー

スミファ：
スミファトーク

ヤマナシハタオリ産地バスツアー：
産地ミュージアムトーク

おおたオープンファクトリー：
モノ・ワザトーク

音楽・食関連
イベント

音楽や食関連イベントは来
場者を楽しませ、オープンフ
ァクトリーを盛り上げるため
に役立ちます。地域をまわ
って現場見学するのは、思
った以上に疲れてしまうた
め、飲食や息抜きの場を提
供し、気持ち良く楽しい印
象を持ち帰ってもらいましょ
う。また音楽や食関連イベ
ントは異業種と交流し、コラ
ボレーションして新たな事
業を実施するチャンスです。
地域内の新たなコミュニティ
のきっかけにもなります。普
段の付き合いとは異なる業
種の知恵やアイディアも活か
したいものです。

飲食イベント

台東モノマチ：
おかず横丁マグロ解体ショー

おおたオープンファクトリー：
小宮祐樹氏×松本"yao"善行氏×
ダンサー camew
くりライブ

ライブ

エーラウンド：
いろは会ミュージックフェス

交流の場

オープンファクトリーは地域
外からのたくさんの来場者
と交流できる機会でもあり
ます。遠方から来場してく
れた方々と交流したり、参
加企業同志やボランティア、
地域の人たちとの結束を
強めるためにもレセプション
や交流の場は役立ちます。
交流会に参加した参加企
業やお客様を紹介しあうこ
とで、新たな出会いやつな
がりが生まれ、ビジネスにつ
ながることも期待できます。
リラックスしてモノづくりや

地域について語る時間に、
参加者たちの昼間とは違っ
た一面が見られるかもしれ
ません。

レセプション

交流会

エーラウンド：
夜のエーラウンド

高岡クラフツーリズモ：
大交流会

燕三条 工場の祭典：
タダフサ　レセプション

ワークショップ・
製作体験

実際に自分でモノづくりを体
験し学びを得るワークショッ
プや、現場での製作体験に
は①仕事の難しさ、緻密さ
を知ることができる②カタチ
を作り出す楽しみを得ること
ができる③体験をきっかけ
にその工場や商品のファン
になる等の効果が期待でき
ます。特に子供たちにとっ
て、自分で作る体験は、モノ
づくりや、その仕事への関心
を高め、職人や技術者への
憧れを醸成する機会にもな
ります。

予約制・有料ワークショップ

エーラウンド：
アロマレガーロ　調香体験

ツアー

あらかじめ決めたコースに
沿って、複数の見学先に来
場者を案内します。製品加
工の流れの紹介のようなテ
ーマや女性向け、クリエイタ
ー向け等のターゲットを絞
り少人数で実施することで、
深くコミュニケーションを取
ることが可能になり、来場者
の満足度も高まります。ツア
ーでは、事前の準備と当日
ガイド、マップが特に重要で
す。常時対応できない参加
企業も、時間が限定される
ツアーならば参加しやすくな
ります。

一般向けツアー

台東モノマチ：
職人ツアー

プロフェッショナル向けツアー

ヤマナシハタオリ産地バスツアー

まち歩きツアー

おおたオープンファクトリー：
モノづくりのまちめぐりツアー

仕事現場の
公開

オープンファクトリーの中心
となるのが仕事現場の公開
です。参加企業が工場、工
房、小売店などのモノづくり
の現場を公開し、そこで働
く人たちが来場者と交流を
図ることで、モノづくりの魅
力やプロセスを伝え、企業
や地域のファンになってもら
う取り組みです。実際の現
場でしか伝えることができ
ない、働く人たちの実演や
言葉、道具や機械が動く様
子、音、火花、匂い、振動
等が来場者にとっては非日
常体験となります。

施設公開

エーラウンド：
ものづくり工房施設公開

工場見学

燕三条 工場の祭典：
マルナオ　工場見学

おおたオープンファクトリー：
テクノコア　オープンファクトリー

仕
事
現
場
を
公
開
し
て
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
を
伝
え
る
工
場
見
学
や
ツ
ア
ー
が
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
中
心
的
な
企
画

で
す
が
、
目
的
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
地
域
性
を
演
出
、
集
客
を
図
る
、
モ
ノ
づ
く
り
を
伝

え
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
る
、
交
流
を
図
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
を
組
み

合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
が
盛
り
上
が
り
、
参
加
企
業
や
来
場
者
の
満
足
度
も
高
ま
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
と
構
成

3
オープンファクトリーを盛り上げるコンテンツ オープンファクトリーイベント

© 神宮巨樹写真事務所
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オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
主
催
者
側
で
は
、
参
加
企
業
の
調
整
、
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
来
場

者
へ
の
お
も
て
な
し
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
を

担
い
ま
す
。
全
体
で
イ
メ
ー
ジ
を
統
一
す
る
こ
と
で
地
域
全
体
の
に
ぎ
わ
い
感
や
一
体
感
を
演

出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
催
者
側
が
用
意
す
る
も
の
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施

4
マップやパンフレット等の制作

街を回遊してもらう仕掛け、
スタンプラリー
オープンファクトリーイベントでは、エリア内にどうしても
「参加企業が集中しているエリア」と「まばらなエリア」
が出てきてしまうことがあります。そうした差を解消し、お
客様にまんべんなくまちを回遊してもらうために「スタンプ
ラリー」は有効なアイディアのひとつです。モノマチでは全
エリアでコンプリートを目指す強者も。おおたオープンフ
ァクトリーでは、スタンプを集めながら工場自慢の“ワザ”
について理解を深めてもらう仕掛けにもなっています。

おおたオープンファク
トリー： マップは広げ
るとA1の大きさ。年
配の来場者にも配慮し
て字も大きく。

モノマチの名物企画
となったスタンプラ
リー。各参加者が趣
向をこらしたスタン
プを用意し、来場者
の中には毎年集めて
いるというリピータ
ーも。おおたオープ
ンファクトリーで
は、工場ごとの“ワ
ザ”を各ページで紹
介。３つ集めるとオ
リジナル缶バッヂが
もらえる。

燕三条 工場の祭典：旅行ガイドのよう
な充実したつくりのパンフレットを配
布。半分に折ってA5サイズで持ち歩
ける。

まち全体のイメージ統一・おもてなし

参加企業や店舗にはわかりやすい目印 スタッフユニフォーム

スミファ：
黄色のノボリが映え
た。台東モノマチ、
エーラウンドでも
ノボリを活用

おおたオープンファクトリー：参加企業入り口に
はノボリを立てるほか、パネルで各企業の「人、モ
ノ、技」を紹介

　

統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
の
参
加

企
業
の
目
印
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト

の
に
ぎ
わ
い
や
、
お
も
て
な
し
感

を
与
え
ま
す
。
さ
ら
に
来
場
者
が

現
地
で
見
学
場
所
を
見
つ
け
や
す

く
な
り
ま
す
。
地
図
と
連
動
し
た

番
号
を
掲
示
す
る
の
も
い
い
で

し
ょ
う
。
わ
か
り
に
く
い
場
所
で

は
初
来
場
者
の
視
点
で
目
印
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

高岡クラフツーリズモ：
はっぴ

スミファ：
前掛け

台東モノマチ：
エプロン

　

参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
統

一
さ
れ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用

す
る
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
へ

の
当
事
者
意
識
と
責
任
感
が
醸
成

さ
れ
ま
す
。

　

来
場
し
た
お
客
様
に
と
っ
て

は
、
着
用
者
を
ス
タ
ッ
フ
と
認
識

し
や
す
く
な
る
の
で
声
を
か
け
や

す
く
な
り
、
交
流
を
促
す
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
は

普
段
か
ら
知
っ
て
い
る
の
で
地
図

を
軽
視
し
が
ち
で
す
が
、
初
め
て

来
場
し
た
お
客
様
が
迷
わ
な
い
で

目
的
地
に
つ
け
る
よ
う
分
か
り
や

す
い
地
図
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

現
地
で
確
認
で
き
る
曲
が
り
角
や

目
印
に
な
る
店
舗
や
建
物
を
で
き

る
だ
け
記
載
し
、
さ
ら
に
地
域
外

の
人
で
も
わ
か
り
や
す
い
か
、
文

字
が
見
や
す
い
か
な
ど
来
場
者
目

線
で
検
証
し
ま
す
。

インフォメーションの設置

エーラウンド：
浅草駅近くのギャラリーでさまざまなイ
ベントを開催。

燕三条 工場の祭典： メイン会場、鍛冶道
場では参加企業を商品とともに紹介。一
部の商品は購入も可能になっている。

台東モノマチ：
マップと催しガイドを配布。

おおたオープンファクトリー： 駅前にイ
ンフォボックスを設置してマップを配布。

　

来
場
者
が
最
初
に
訪
れ
る
の
が

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
窓
口
と
し
て
お
客
様
へ
の

歓
迎
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
楽
し
く
充
実
し
た
見
学
が
で

き
る
よ
う
に
案
内
役
も
果
た
し
ま

す
。
マ
ッ
プ
や
当
日
イ
ベ
ン
ト
ガ

イ
ド
、
参
加
企
業
の
チ
ラ
シ
な
ど

も
配
布
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
の
企
画
を
紹
介
し
場

所
や
時
間
を
案
内
し
ま
す
。
ま
た

ス
ム
ー
ズ
な
移
動
が
で
き
る
よ
う

に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
バ
ス
の
運

行
な
ど
移
動
手
段
の
（
情
報
）
提

供
も
重
要
な
役
割
で
す
。
ト
イ
レ

や
コ
ン
ビ
ニ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
休
憩
場

所
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
調
べ
て

案
内
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

© 神宮巨樹写真事務所

台東モノマチ：
「マップ」と「催しガイド」を制
作。持ち運びに便利な大きさ。

　

告
知
の
た
め
の
チ
ラ
シ
か
ら
、

の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
、
参
加
企
業

の
装
飾
ま
で
、
シ
ン
ボ
ル
や
カ

ラ
ー
に
一
貫
性
を
持
た
せ
、
あ
ち

こ
ち
で
目
に
す
る
こ
と
で
地
域
全

体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
印
象
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
見
学
し
て
回
る
来
場
者

に
と
っ
て
は
、
ど
の
工
場
や
企
業

が
参
加
し
て
い
る
の
か
分
か
り
や

す
く
な
り
、
交
流
を
促
す
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。
地
域
全
体
か
ら

お
も
て
な
し
さ
れ
て
い
る
気
持
ち

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば

参
加
者
以
外
の
企
業
や
店
舗
に
も

協
力
を
よ
び
か
け
、
町
全
体
が
イ

ベ
ン
ト
の
シ
ン
ボ
ル
や
カ
ラ
ー
で
あ

ふ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

台
東
モ
ノ
マ
チ
：
参
加
企
業
・
店
舗
に
テ
ー
マ
カ
ラ

ー
の
ノ
ボ
リ
を
配
布
し
、
ま
ち
全
体
を
盛
り
上
げ
る

デザインの役割とは
燕三条 工場の祭典：
アートディレクション担当　SPREAD

「ピンクの斜めストライプは、単に目立つからという理由で使っ
たわけではありません。工場は一般の人 に々とっては非日常の
空間である一方、職人にとっては日常の風景。人 は々現場を
体験できるという事実を知らず、職人たちは現場に潜む価値
になかなか気づいていません。デザインは、こうした相反する
両者の関係をいかに近づけ、つなげるか、という点で重要な
役割を担っていました。そのため、炎に含まれる鮮やかな『ピン
ク』が目を引いたことと、工場には注意すべき場所が多いことか
ら、危険を本能に訴える、黄色×黒の斜めストライプパターン
の記憶を利用することで、『ピンクの斜めストライプパターン』を
デザインに採用。それを段ボールやテープといった工場に馴染
みのあるモチーフに落とし込み、参加工場の入り口から内部、
また近隣を含むまちの至るところに、誘導サインや看板をつく
るなどの装飾を施し、来場者を迎え入れました。」

市役所や駅の
装飾、スタッフ
が着用するT
シャツ、道案
内のための段
ボールサインな
ど、まちの至る
ところにピンク
のストライプを
配置

© 神宮巨樹写真事務所
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一
般
的
な
工
場
見
学
と
い
え
る
「
フ
リ
ー
見
学
型
」
の
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
つ

い
て
、
見
学
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
事
項
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
者
だ
け
で
な
く
、
各
参
加
企
業
や
工
場
の
担
当
者
と
も
共
有
し
て
お
き
た
い

内
容
で
す
。
こ
の
内
容
を
参
考
に
、各
参
加
企
業
が
ア
レ
ン
ジ
し
て
用
い
て
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
見
学
型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

現
場
で
の
対
応

5

・ 工場内は滑りやすかったり、段差があったり、高温で動いている機械があったり、
 大きな機械に巻き込まれる可能性があったりと危険が多いものです。服装や、工場内に持ち込める荷物の制限などについて見学前にお知らせします。

・ 見学中の安全確保のために、近づいてはいけない場所、危険な箇所等について注意します。
 安全のためといって過度に離れた場所での見学では臨場感が薄くなるので、安全措置をとった上でできるだけ間近で見ていただけるようにしましょう。

・ トイレの場所、休憩できる場所や時間について事前にお知らせします。
 特に女性や高齢者等で言い出しにくいことがあるので見学中も声をかけてください。

・ 事業報告や次年度の広報ツールに使うために見学風景を写真撮影する場合は、参加者に許可を求めます。
 撮影NGの人がいる場合がありますので注意してください。テレビや雑誌等の取材が入る場合も参加者に確認を求めてください。

・ 見学場所内での撮影の可否と、それらの写真をブログやフェイスブック等に掲載していいかを知らせてください。
 できるだけ写真掲載を希望する場合はその旨お知らせしてください。

・ 受注生産品、特殊な加工機器、社員の顔などについて撮影や掲載が不可になる場合もあります。

スミファ：
墨田革漉工業
工場見学　会社紹介

参加者に事前に連絡すべき注意事項

	動きやすい服装、機械に巻き込まれる
	 可能性のあるスカートやだぶついた服は避ける

	運動靴やかかとの低い靴を履く

	写真撮影は、その場で工場の担当者に
　確認をとってから

	工場内に持ち込める荷物の制限

	年齢制限（子どもの入場不可、保護者同伴必須など）から

	工場内での危険な場所には立ち入らないこと

　

来
場
し
た
お
客
様
に
楽
し
く
見

学
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
工
場

見
学
の
際
に
お
願
い
し
た
い
一
般

的
な
注
意
事
項
は
、
チ
ラ
シ
や
イ

ベ
ン
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
前
も
っ
て
周
知
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

受
け
入
れ
側
の
工
場
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、
初
め

て
の
お
客
様
に
は
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
く
、
不
安
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
し
た
説
明
を
す
る
こ

と
で
、
不
安
を
解
消
し
、
事
前
の

問
合
せ
対
応
を
少
な
く
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

特
に
子
供
は
危
険
な
機
械
に
も

手
を
出
し
や
す
い
の
で
、
事
前
に

保
護
者
の
方
か
ら
も
注
意
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

燕三条	工場の祭典：
パンフレットに注意事項を記載

挨拶・自己紹介

・ 工場や仕事場で来場者をお迎えする
 場合は挨拶して歓迎の意を表します。

・ 説明者は自己紹介します。

・ 来場者がどこから来たか、どこで公開を知ったのかなど、
 簡単に会話が交わせる質問をすることで、
 話しやすい雰囲気づくりをします。

アイスブレイク

工場見学 1  導入

注意事項の確認

「導入」でのポイント

燕三条	工場の祭典：
段ボールサインで参加工場の場所を案内

おおたオープンファクトリー：
まち歩きツアーの訪問企業にて

普段入ることができないモノづくりのための現場のため、
見学者も受け入れる工場側も慣れていないことがあります。
来場者をお迎えしやすく、見学しやすい対応をしましょう。

	ノボリの設置

	曲がり角の案内表示

	入口での呼び込み

	入口での番号表示

	入口の説明ボード

	スタンプラリー

入りやすさ

・ 現場見学をより充実させ意義を理解してもらうために、事前に予備知識を提供することは効果的です。
 資料や会社案内、製品カタログなどを必要に応じて用意し、来場者に提供します。

現場見学のための予備知識レクチャー

・ どうしてこの地域でモノづくりが盛んになったのか
・ どんな業種が多いのか、それらの業種は生活とどのように関連しているのか

	地域の歴史や産業について（既に他の企業で聞いているなら省略）

・ いつ頃創立したのか、創立理由は
・ 元々は何をしていた会社か

	会社の成り立ちや業務内容

・ 実際の製品サンプルの紹介
・ どのような店や企業で取り扱われているか

	作っている製品の紹介

・ 立地上のメリット、ご近所との関係
・ 由来がある建物の場合、その説明
・ 部屋ごとにどんな作業をしているのか

	見学場所としての建物の紹介
スミファ：

紙加工ツアー
東北紙業社　会社説明

燕三条	工場の祭典：
玉川堂　予備知識レクチャー

©神宮巨樹写真事務所
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・ 簡単に工程全体の流れを紹介。　

・ 手づくりと量産などを対比しながら
 自社のモノづくりのポイントを説明。

工程全体の流れを紹介

・ どのような作業で何をつくっているのかを説明。

・ 業界特有の言葉や作業について説明する。

・ 工程が製品のどのように反映されるのか。
 いい製品と悪い製品の違いはどのような作業の違いで生まれるのか。

工程ごとの説明

・ 音、動き、振動、匂いなど
 リアルな現場を体験できるようにしてください。

・ 職人は自己紹介をしましょう。

・ 道具の説明をしましょう。

・ 工程の内容を説明しながら作業してください。

・ いい製品をつくるために気をつけるポイントを解説。

・ 簡単に作業していることが、
 実は難しく経験が必要なことを説明。
 熟練者に比べて、初心者はどのように下手なのか
 説明するといいでしょう。

・ 職人との会話・質問の時間をとってください。
 質問が出ない場合、数名を指名して
  感想もしくは質問をもらってもいいでしょう。

実演

台東モノマチ：
職人ツアー　京源
家紋描き　実演

工場見学 2  見学の実施

・ 基本的には職人や社員は見学者の質問に答えられるようにしてください。
 また工程の説明もできるだけ本人がおこなうことで説得力が高まります。

・ ただし集中した作業などで声をかけられても返答ができない場合などは、事前にお知らせしてください。

職人への声かけの可否について

・ オープンファクトリーは工場や仕事の現場の魅力を伝え、
 モノづくりや、地域のファンを増やしていくことを目的にしています。
 自社の作業工程や職人の話、実演などで十分に魅力を紹介してください。

・ こだわっていること、試行錯誤していること、
 役に立っていること、すごいと言われることなどを紹介。

・ すごい技術であることをどう伝えるか。

・ 厳しい状況だとしても、ネガティブな話になりすぎない。
 見学者のテンションが下がります。

燕三条	工場の祭典：
高三

魅力を伝える

見学しやすさ

・ 多数の来場者がある場合など、適切な声かけや誘導によって、
 見学者が十分楽しめるように配慮することも大切です。
 特にせっかくの実演や説明を体験せずに帰ることがないようにしましょう。

・ 見やすい場所、立ち入ってはいけない場所を
 説明し誘導してください。

・ 多くの来場者が来た際に、
 できるだけ全員が工程を
 見られるように、
 立ち位置の交代や場所の
 誘導等の指示を出しましょう。

・ 音がうるさい場所でも
 説明が聞こえるように
 拡声器などの準備をしてください。

燕三条	工場の祭典： 玉川堂
危険なエリアをわかりやすく表示

ヤマナシハタオリ産地バスツアー：
舟久保織物　拡声器を使用

燕三条	工場の祭典：
義平刃物　途中工程の製品の展示

高岡クラフツーリズモ：
武蔵川工房　螺鈿の説明

スミファ：
東日本金属
鋳造工程の説明

スミファ：
浜野製作所
製造工程の説明

ヤマナシハタオリ産地バスツアー：
槙田商店　傘組み立て

燕三条	工場の祭典：
鑿鍛冶田齋　実演

おおたオープンファクトリー：
共栄溶接　溶接の実演

・ 自社にとってはわかりきった「日常」の仕事であるために、
 説明を省いてしまいがちです。
 初めての人でもわかるように、どのように説明するか事前に考えたり、
 外部の方から意見をもらったりすることも効果的です。

・ 説明の台本を事前に用意して
 おきます。専門用語をどのように
 説明するか考えておきましょう。

・ 説明用チラシの準備をします。

・ 工程などの説明パネルを
 用意しておきましょう。

・ 工程ごとのサンプルを
 用意しておきましょう。

わかりやすさ

「見学の実施」でのポイント

©神宮巨樹写真事務所

©神宮巨樹写真事務所

©神宮巨樹写真事務所
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「見学後のフォロー」でのポイント

・ これまでの説明と重複する内容になりますが、最後に自社製品の魅力などをまとめて伝えることで印象に残りやすくなります。

・ チラシなどを配布して今後の取り引きや商品購入などにつながるようにしてください。

・ 自社商品をどのような人に使ってほしいのか、自社商品を使うとどのようなメリットがあるのかなど、使用体験にむすびついた商品の魅力を伝えます。

・ 困っていることや、目標達成のための課題などをシェアすることで、現状が厳しいというだけではなく、
 どうやって克服しようとしているかなどモノづくり関係者が置かれている現状を伝えます。
 例：道具をつくる職人が少なくなっている（玉川堂）

・ 夢やビジョンを伝えることで共感し、賛同してくれる仲間を増やしていきます。
 参加企業それぞれの想いを伝えて、それが相乗効果を生み、産地全体の意欲が来場者に伝わっていきます。
 例：銅を使う文化を広め、お茶の時間を豊かにしたい（玉川堂）

メッセージを再度伝える

質疑応答

高岡クラフツーリズモ：
大寺幸八郎商店　ショップ

おおたオープンファクトリー：
睦化工
まちめぐりツアーお土産

スミファ：
東北紙業社・小林断載

紙加工ツアー
お土産

スミファ：
松山油脂

社員総出のお見送り

工場見学 3  見学後のフォロー

次につなげる

・ 来場した見学者は必ずしも
 直接の取引先につながらないことも多いのですが、
 自社に関心をもってくれているので、
 支援者や口コミによる紹介者として
 新たな取引先に出会うきっかけを
 つくってくれることがあります。

・ 自社はどのような業務が得意なのか、どんな企業と
 組みたいのか、連絡はどのようにすればよいのかなど、
 紹介者が紹介しやすくなるためのきっかけや情報を
 提供するようにしましょう。 燕三条	工場の祭典： 玉川堂

スミファ： サトウ化成

・現場を見て、説明を聞くことで、商品に対する魅力を感じると、その商品を実際に購入したくなります。

・商品は見学の記念になります。商品を購入できる場所と時間を用意しておくことをおすすめします。

	買物

製造現場を見てもらうだけではなく、自社のファンになってもらうことを意識しましょう。
来場者を大切にする姿勢が、そのまま企業姿勢として伝わります。
工場での喜びや感動が、ブログやツイッター等で拡散し、
また新たな出会いが期待できます。

	お土産、サプライズ

・社員総出で
 お見送りしましょう。

	お見送り

現場で作業を見学し、職人や技術者たちの話を聞くだけで
も、モノづくりへの理解が進みますが、さらに参加者が実際
に自分の手を動かしてみることで印象や満足感が高まります。

見学を印象的にするために「現場の臨場感を体験」すること
が目的です。主に仕事現場で実際の道具や機械を用いて、
生産の一部工程を体験します。そのため、必ずしも最後まで
作品をつくりあげる必要はありません。職人や技術者が簡単

そうにおこなっている仕事が実は難しいことが、自分で体験し
てみることで初めてわかり、熟練の技のすごさを感じてもらうこ
ともできます。見学企業に対してもっと関心をもってもらい、フ
ァンに育てていく第一歩ともなります。

参加企業を集める

セミナーのような受け身だけではなく、頭や手を動かして作品
をつくりあげるなどの体験型の講座のことを指します。複数人
のグループになり（単独でも可）主催者が用意した課題に取
り組み、その過程を通じて、学びを得ていきます。主催者側
のテーマ設定により、モノづくりの「楽しさ・喜び」を感じてもら

う講座や、自社の仕事を理解してもらう講座、子供の「創造
力を高める」など様々なワークショップが考えられます。来場
者もそのテーマに関心をもった人が集まります。参加者同士
が意見を交わすことで、思いがけない気づきを得られることも
あります。

ワークショップ

・ 自社でどのようなワークショップができるのか、参加者にどのような体験や印象をもち帰ってもらいたいのか、社内で検討します。
・ 社内では当たり前のことでも、参加者が興味をもつこともあるので、社外の人にも相談しましょう。

企画

・ 日時、所用時間、場所、対象者、定員、参加費、どのようなワークショップをするのかなどをお知らせします。
 作品製作のワークショップでは完成品の写真もあるといいでしょう。
・ 参加申し込みが多くある場合、余裕があれば追加開催も検討してみます。
・ 参加申し込みが少ない講座は主催者側が積極的に告知をするなどでフォローします。

告知・集客

・ 工程を説明する資料を用意しておくと参加者が安心します。
・ 難易度は時間内に完成するが、やや難しさを感じるくらいをおすすめします。そのため事前に未経験者に試してもらうとよいでしょう。
・ 簡単すぎる内容だと、現場の仕事も簡単だろうと思い込んでしまいます。また難しすぎると達成感を得ることができません。
 （複数回講座で完成させることもあります）
・ 講師側の工程説明や実演時間が長すぎると、体験時間が少なくなってしまうので注意。
・ 職人がフォローする場合、あまり手伝いすぎて体験の充実感を奪わないように注意。
・ 製品をつくるワークショップの場合、自分の体験を重視するならある程度参加者に任せます。
 完成度が高い製品をもち帰りたいならフォローするように、どちらがいいか参加者に聞いてみましょう。

実施にあたっての注意

・ 製作するだけではなく、講師役や参加者から「評価してもらう」「体験を共有する」ことも重要です。
 短くてもいいので、体験を振り返り、お互いに意見を出し合う時間をとるようにしましょう。
・ 次回の企画やイベントの案内をするなど、次のステップに進むためにアドバイスしましょう。

振り返りの時間

	ワークショップの例

燕三条	工場の祭典：
小林工業

実際に食事をしながら、フォークや
ナイフの形による機能の違いを体験
します。加工が難しい高価なフォー
クでは、刺した食べ物が落ちにくく
なっていることに気がつき、食器の
機能、価値と価格などについて関心
をもつきっかけになっています。

エーラウンド：
あなたもシューズクリエイター

革の仕入れから裁断、組み立てまで、
靴を１足丸ごとつくる工程が体験で
きるオリエンテーリング型のワーク
ショップです。拘束時間は5～ 6時
間と長く、参加費も高額設定ながら、
全日程ですぐに定員が埋まったとい
い、浅草の名物企画になる予感です。

製作体験 ＆ワークショップ

スミファ：
紙加工ツアーワークショップ

台東モノマチ：
2k540でのワークショップ
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6
ツアーの企画

ツアーの告知・予約

・ 見学の可否を確認し、工場やお店のオープン時間・見学可能人数を確認しておく。

・ 参加者は「話を聞く」だけではなく「現場を見たい」。さらに動いてない「現場」だけではなく
 実際「仕事」の様子を見たいので、できるだけ作業風景が見られるように交渉する。

・ 見学できる作業内容について事前に確認しておく。
 見学に時間がかかる場合、見るべき優先順位に従って見学するなどで、全ての工程を見せなくてもよい。

・ 全体スケジュールの説明（前後の見学先により説明内容の過不足を調整）

・ どのような説明をしてくれるのか事前に確認し、説明の過不足等についてフィードバックや要望を伝えておく。
 ※＜P.45-50の現場での対応編＞を参考に参加者の誘導方法等についてお願いしておく。この冊子を配布するのもいい。

・ 工場までの道路が通行できるか。道が細くないか。一方通行になっていないかなどを確認。

・ 駐車場の場所や広さ、使用の可否。使えない場合は近所の駐車場を見つけ、使用できるようにする。
 道幅が広い道路の場合、路上駐車できる場所を設定しておく。・ 見学ガイドの作成

	 例：産地の歴史、織り方、織機の種類（ヤマナシ）
・ 参加者名簿、名札の作成 ・タイムスケジュールの作成
・ 旅行傷害保険への加入 ・弁当、昼食の手配

・備品の準備
	 例：見学先等のパンフレットをまとめて配布できるようにしておく
	 例：土足厳禁の場所用のスリッパの用意
	 例：音がうるさい工場の場合は、メガホンやトランスミッター（送信機）などを用意して説明が聞こえるようにする

ツアーの準備

台東モノマチ：
職人見学ツアー
ガイドシート

ヤマナシハタオリ
産地バスツアー：	ガイドブック

	ツアーに協力いただく企業・工場の発掘・依頼、見学先との事前確認・調整

・ 移動時間は余裕をみておく。
・ 見学時間は事前に見学できる内容を確認の上、時間の目処を立てておく。
・ 商品のアーカイブをじっくり見たい人も多い。工場見学かアーカイブ見学か選んでもらうのもいい。
・ 想定以上に体力を使う。水分補給や休憩する場所や時間を決めておく。
・ 冬場は日没が早いので訪問時間帯に注意。
・ 特に季節やオープンファクトリー開催により渋滞が予想される場合は、
 余裕をもったスケジュールの組み立てが必要。

・ 渋滞でスケジュール変更になる場合があるので、事前に時間調整できる見学先を組み込む、
 見学先を減らす、見学時間を短くするなどの対応を決めておく。

 例：ヤマナシハタオリ産地バスツアーでは工場とは関係なく見学できる浅間神社見学の時間で調整している。

	スケジュール設定

・ バスの乗車人数
・ スケジュールでは、集合および解散場所、見学場所とそれぞれの時間をまとめて伝えられるようにしておく。
・ 高速道路料金・駐車料金などの立替依頼または現金渡しを決めておく。
・ 車内のごみ処理依頼の可否→不可の場合持ち帰ること。
・ バスの無料キャンセルの可能時期、キャンセル料。
 キャンセル料がかかる前に募集が終了し、人数を確定できるようにする。
・ 雨天や災害時の対処について：雨天や災害時の中止や決行などを連絡する時間、条件などを決めておく。
※当日警報が発令されたら中止など

	バス会社への発注・調整

・ 参加者人数、内訳（男女比や子供）、宿泊料金・その他入湯税やサービス料等・キャンセル料
・ 宴会会場の予約　　・運転手の宿泊料金

・ 近くまでバスで行けるか、バスの駐車場の有無、駐車料金

	宿泊が伴う場合は……宿泊先への確認

・ スケジュール ・集合場所
・ 最少催行人数や開催条件
・ 申込締切と参加決定の通知日
・ 参加費と支払い方法
・ 雨天や災害での中止の判断と連絡について

	ツアー内容の紹介

・前回のツアーの様子や事前に撮影した魅力的な写真で紹介
※ツアー参加者には写真撮影の許可を求めておき、
　次回の告知で使えるようにしておく

	 事例：スミファの事前取材

	ツアーの見どころ等を写真で紹介し、魅力を伝える

・ 終了後のアンケート
・ ブログやフェイスブックでの告知
・ 見学先とのコラボレーション

	ツアー参加者に求めること

・ 一般の方向けかプロ向けか
・ プロの場合は取引対象者に限定するのか、
 関心がある人なら誰でもOKか

	ツアーの対象者

・ ウェブフォームからの予約→受付メールの配信もしくは電話受付

・ 申込時の記載内容＜宿泊希望・（複数箇所で集合の場合の集合場所）
 氏名・住所・当日連絡用携帯電話番号・会社名・業種・メールアドレス・参加動機・
 希望内容・（昼食等をとる場合、アレルギー等で食べられないものも確認）・自由連絡欄＞

・ 参加決定通知連絡：当日参加意思の再確認（必須）携帯で受信する等で、
 メールでの連絡が届いていない場合があるので、メール返信をもらうか、電話確認をすること

・ キャンセル方法とキャンセルの締切をお知らせする。
 当日キャンセルの場合の連絡方法をお知らせする。

・ 遅刻は厳禁、定刻通り出発する。遅刻者はどうやって途中合流したらいいか
 場所や時間を決めておく。遅刻連絡があった場合にお知らせできるようにする。

	参加者の予約と確認

ツアーの実施

・ トイレ休憩などでバスを離れた際には、戻ってきたときに顔と名前を確認　　・怪我や病気の発生の場合の対応について注意
・ スケジュールが遅れた場合の調整と見学先への変更連絡（見学先をカットする、時間を短くするなど）

	移動

・ 運転手との顔合わせ　　・集合場所の設置　　・参加者が遅刻した際に待つ時間を決めておく。（10分程度など）
・ 連絡なく遅刻した参加者に電話連絡し、状況を確認する。大幅に遅れる場合は自己責任で直接集合場所に来てもらう。

	集合・調整

・ ガイド役の自己紹介 ・ツアー開催の意図

・ 参加者の自己紹介は最初でも、説明終了後でもよい。できるだけ参加者同士の交流のきっかけをつくるように配慮する。

・ 産地の歴史や背景など、工場が置かれている事情

・ 製品製造のプロセス、主要な加工のポイント
	 例：ヤマナシハタオリ産地バスツアー：ジャカードとドビー、シャトルとレピアの違い。工場見学のポイントになる
・ 見学する会社の紹介 ・産地や産業の中での位置づけなどを中心に

・ 見学時の驚き・新鮮さを残すようにおもしろいポイントは言わない。後で補足する。

・ 受け入れ側の説明者が気持ちよく案内できるように参加者にも協力を求める。
 見学先でのリアクションや質問のお願い

ヤマナシ
ハタオリ産地バスツアー：
バス内でのレクチャー

	事前レクチャー（バス車内でも可）

・ 工場見学の受け入れに準ずる

・ これまでの見学先ですでに得られた情報についてお知らせし、
 案内の過度の重複を避ける（多少は同じ内容でもかまわない）

・ 到着時間が大幅に早まる・遅れるときは見学先に連絡を入れる

・ 徒歩移動や集合に時間がかかりがちなので、適宜誘導する

・ 見学時間が決まっている場合は見学前に参加者と説明者にお知らせ

・ 複数の組に分かれて見学する場合は、見学時間や交代方法、
 集合場所や時間などを決めておく

	見学の案内

・ 見学先やバス内での忘れ物の確認
・ アンケートやフェイスブック、ブログでの報告のお願い
・ 関連イベントの案内
・ 次回開催、関係イベントの紹介

	解散

0 5 10 5 2 ツアー型オープンファクトリーの設計6Chapter. 2



ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
展
示
や
実
演
を
準
備
し
て
も
、
そ
の
内
容
を
見
て
く
れ
る
人
が
少
な
け
れ
ば
、
盛
り
上
が
り

に
も
欠
け
、
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
単
に
人
数
を
集
め
る
の
で
は
な
く
、
関
心
と

目
的
意
識
を
も
っ
た
来
場
者
が
集
ま
り
、
職
人
と
交
流
す
る
場
面
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
に
、
し
っ
か
り
魅
力
や
目

的
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
来
場
し
て
ほ
し
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
媒
体
の
活
用
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

告
知
・
集
客

7
マスコミへの広報活動

イベント出展での告知 印刷物など各種ツールの制作

墨田区政情報番組『ウィークリーすみだ』
J:COMすみだの11チャンネルで放送

台東モノマチ：
さきどりモノマチ
in上野松坂屋

ヤマナシハタオリトラベル： 合同展示会roomsに出展高岡クラフツーリズモ： 高岡伝統産業青年会　
くらしに生きる伝統のかほり展 in 2k540

ヤマナシハタオリ産地バスツアー： 『装苑』掲載

ポスター、チラシ、当日配布のパンフレット

燕三条 工場の祭典　
オフィシャルフェイス
ブックページ

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑

誌
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
、
地

域
の
広
報
誌
等
に
紹
介
記
事
を
掲

載
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
広
範
な

地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
れ
ま
で
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
を
知
ら
な
か
っ
た
人
な

ど
新
規
の
来
場
者
が
期
待
で
き
ま

す
。
雑
誌
な
ど
で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
告
知
も
可
能
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
関

心
が
高
そ
う
な
来
場
者
が
集
ま
る

見
本
市
や
展
示
会
、
都
心
の
商
業

施
設
等
で
イ
ベ
ン
ト
告
知
を
実
施

す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
出
展
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
参
加
企
業
が
展
示

会
に
出
展
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
チ

ラ
シ
配
り
な
ど
も
お
願
い
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

各
参
加
企
業
が
使
い
や
す
く
配

布
し
た
く
な
る
ツ
ー
ル
を
制
作

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
集
客

す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
多
く

の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
す
。
普
段

か
ら
の
告
知
が
自
社
へ
の
集
客
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
も
活

用
し
、
口
コ
ミ
が
広
が
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

の
べ
10
万
人
の
来
場
者
を
集
め

た
第
４
回
台
東
モ
ノ
マ
チ
開
催
時

に
４
０
０
０
人
の
お
客
様
か
ら

集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、

様
々
な
手
段
で
お
客
様
を
集
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

知
人
や
友
人
か
ら
の
誘
い
が

１
／
４
も
あ
り
、
毎
回
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
が
次
回
集
客
に
つ

な
が
っ
た
り
、
口
コ
ミ
を
誘
発
す

る
よ
う
な
仕
掛
け
が
効
果
的
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
お
店
に

置
か
れ
た
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
ト
投
函

し
た
チ
ラ
シ
、店
頭
の
ポ
ス
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
参
加
者
か
ら

の
Ｄ
Ｍ
な
ど
様
々
な
手
段
で
お
客

様
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
主
催
者
だ
け
に
頼
ら
ず
、

参
加
各
社
が
自
社
に
ポ
ス
タ
ー
を

貼
っ
た
り
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
普
段
か

ら
情
報
発
信
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
参
加
各
社
が
積
極
的
に
集
客

を
図
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
全
体
で
は
多
く
の
来
場
者

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

効果的な集客のために…

様々な手段で
集客を図る

参考データ　第4回台東モノマチ来場者アンケートより

回答数 ： 3,990

『おおた区報』
（2014年

11月1日号）

 「どうやってモノマチを知りましたか？」
に対する回答

・展示会

・百貨店等での催事

・他オープンファクトリーイベントでの

  チラシ配布、特別出展

・ポスター

・チラシ

・DM（はがき）

・フェイスブック

・ツイッター

・ホームページ
 （イベント全体、参加各社）

・ラジオ

・テレビ

・新聞

・雑誌

・ウェブメディア

・地域広報誌

0 5 10 15 20 25 30

 25.7%

 11.5%

 11.3%

 7.9%

 7.1%

 5.2%

 4.8%

 3.7%

 3.6%

  3.5%

 2.9%

 2.9%

 2.4%

 2.2%

 1.5%

 1.5%

 1.0%

 0.8%

 0.7%

知人や友人からの誘い

お店でもらったチラシやDM

偶然通りがかった

チラシ（ポスト投函）

フェイスブック

店頭のポスター

地下鉄駅ポスター

デザインフェスタ

参加者からのDMや連絡

ブログ

新聞記事

ツイッター

車内吊り広告

ホビーショー

雑誌

地下鉄機関誌

タウン誌

ラジオ

メルマガ
（%）

0 5 30 5 4 告知・集客7Chapter. 2



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

8

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
モ
ノ
づ
く
り
で
の
ま
ち
お
こ
し
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
当
日
な
ど
、
自
分
の
工
場
や
仕
事
場
で
手
一
杯
で
イ
ベ
ン
ト
全
体
の
対
応
ま
で
で
き
な
い
、
と
い
う
と
き
に
自
発
的
に

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
頼
も
し
い
存
在
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
単
に
無
料
で
労
力
を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

自
発
的
な
意
志
に
よ
っ
て
社
会
的
課
題
に
取
り
組
み
、（
仕
事
と
は
別
に
）
労
働
力
、
技
術
、
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

ボランティアとはボランティアの業務内容ボランティアの募集

決まらないこともある
直前まで仕事内容が

ボランティアの応募状況によって
は、直前まで仕事が決まらないこと
もあります。主催者からの連絡に
注意しながら待ってもらうようにお
願いします。また連絡が少ないと不
安に感じるのでイベントの準備状
況や、ボランティアの心得、ボランテ
ィアのポイントなどの情報をこまめ
に伝えることで、参加意識を高めて
もらう工夫もしましょう。

運営スタッフは有償で
長期の

取材、編集、広報、会員管理など
長期にわたって責任のある仕事を
するスタッフや事務局は、専門家と
して業務委託したり、有償ボランテ
ィア（通常の金額よりも安価でお願
いする）で対応してもらいます。どの
イベントも人材や資金が不足してい
るためスタッフへの期待や責任も重
くなるので、条件面での調整が必
要です。

参加にあたっての注意点

交通費や宿泊費は原則自己負担
当日ボランティアの現地までの

当日ボランティアの労働対価は無償が原則です。交通費
や宿泊、食事代も自己負担になることがほとんどです。た
だし打ち上げや交流会の機会などには無料で参加して
もらうイベントもあります。事前に経費の支払いなどにつ
いて十分説明して、了承を求めます。有償のスタッフと、
無償のボランティアが混在する場合などは事前にルール
を決めて説明できるようにしておきます。

つけないこともある
希望通りの仕事に

登録申請時に希望の業務を伝えることができるイベント
もありますが、人気の業務や人手が足りない業務があり、
主催者側で調整する場合があります。ときには工場の現
場を見られない、人との交流が少ないなどの仕事もあり
ますが、イベントを支えるひとりとして取り組んでもらえる
ような説明が必要です。できれば配置場所をローテーシ
ョンしたり、長めの休憩時間を取るなどして、イベントを
お客様としても体験してもらいましょう。

トラブルについては
当日の

集合時は出欠確認、解散時は終
了報告を忘れずに。ボランティアが
全員無事仕事を終えたか、トラブル
がなかったか確認してください。事
故や急病などの緊急事態について
は、リーダーや事務局に電話をして
指示を仰ぎます。雨天や天災、交
通障害などによる中止が予想され
る場合は、事前に連絡方法を決め
ておきます。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
雇
用
関
係
に

あ
る
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
取
り
組
み
に
共
感
し
、
一
緒

に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
仲
間
で
あ
り
、
自
分
の
時
間
や

労
力
を
提
供
し
く
れ
る
支
援
者
で

も
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
、
イ
ベ

ン
ト
を
一
番
身
近
で
体
験
し
、
そ

の
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
る
お
客
様

で
す
。
感
謝
を
し
な
が
ら
、
お
互

い
が
活
か
し
あ
え
る
関
係
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ボランティアが期待すること
ボランティアは、地域おこしやイベントに参加することで得
られる体験や、地域の企業・ボランティア同士での交流を
期待しています。普段の生活や仕事の中では得られない
体験や、交流に期待して参加してくれます。また地域に貢
献したり、イベントを一緒につくることで、参加企業やお客
様に喜ばれたという充足感を期待する人もいます。いろいろ
な人と出会い交流し、自分のネットワークを広げることを望
んでいます。

ボランティアに求められる能力
ボランティアには、コミュニケーション能力、ホスピタリテ
イ、チームワークが求められます。相手の話を聞き、意
図を理解し、自分の考えを伝え、行動していくこと、そし
て、思いやり、おもてなしといわれる行動が必要です。チ
ームのみんなで協力しあい、助け合い、気配りしあうこと
も大切です。

5
移動補助（当日）／
バスやレンタルサイクル
などの案内、調整

4
参加企業サポート
（短期～中期）／
イベント企画や広報活動

7 運営管理（長期）／参加企業への連絡や調整、参加費の請求、
データ入力、アンケートの集計、チラシの発送、備品の手配など

1
来場者受け付け（当日）、
イベント内容の紹介、
地理の案内

2
駅やインフォメーション
でのマップ、
ガイドブック等の配布（当日）

3 会場設営（前日・当日）

6 撮影・記録（当日）

募　集
＜イベントの魅力＞や、＜ボランティアとして関わ
ることによるメリット＞、＜運営者のメッセージ＞
等についてお知らせします。

告　知
ホームページ、フェイスブック、ツイッターなどの
SNSのほか、新聞、雑誌、自治体広報誌、タウン
誌、チラシなどで募集します。

申　込
申し込み時に氏名、職業、住所、最寄り駅、男女、
年齢、当日連絡できる携帯番号、希望職種（複数希
望）希望日時（複数）、これまでのイベント参加経験、ボ
ランティア経験、その他連絡欄などを尋ねておきます。

受　付 申し込みを受け付けたら、その旨を返信します。

ボランティア保険
イベント開催時の怪我や事故等に対応するため
に、ボランティア保険に加入することがベターで
す。保険に加入しない場合は、活動は自己責任で
あることを事前にお伝えします。

配置・役割の決定
（シフト決め）

申し込み込状況に応じて、＜誰＞＜どの役割＞＜
どの場所＞＜勤務日時＞を決定します。数日開催
のイベントであれば、イベント自体も楽しんでもら
える時間をとってもらうといいでしょう。

ボランティア説明会

イベント概要、ボランティアの役割や仕事内容などについて説明し、事前の心構えを
して当日を迎えられるようにするためのボランティア説明会や、ボランティア養成講座
を実施します。ボランティアが当日生き生きと活躍できるかは、事前の準備次第です。

・イベントの開催趣旨、全体概要、運営者のメッセージ

・地域や産業の歴史や背景

・前回の開催の様子（画像や映像があるとベター）

・前回ボランティア体験者のコメント

・求める職種と仕事内容、役割（リーダー・当日ボランティアの違い）、勤務条件など

・イベント内容の説明（どのようなイベントがどこで開催されるか）

・スケジュール（全体とボランティア当事者のスケジュール）

・参加時の注意

・シフトについて

・雨天や欠席・遅刻時の連絡方法

・その他（ボランティア保険等の加入）

・ボランティアや運営スタッフとの交流

・ボランティア同士でのワークショップ

台東モノマチ： ボランティア説明会

おおたオープンファクトリー： モノづくり観光サポーター養成講座

0 5 50 5 6 ボランティア0Chapter. 2



そ
の
他
の
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
事
例

10

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
は
数
日
間
の
開
催
で
あ
り
、
当
日
来
場
し
て
く
れ
る
お
客
様
も
限
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
開
催
後
の
広
報
活
動
に
よ
っ
て
地
域
や
イ
ベ
ン
ト
の
知
名
度
を
高
め
、
継
続
的
に
地
域
に
人
を
呼
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
表
彰
さ
れ
る
な
ど
は
、
地
域
の
方
た
ち
の
誇
り
と
な
り
、
支
援
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
回
の
来
場
者
増
加
に
む
す
び
つ
く
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

報
告
・
Ｐ
Ｒ
活
動

9
あわてんぼうのサンタが、
有田の煙突にやってきた！

有田×サンタプロジェクト

電力会社の高所作業車に協
力してもらい人形を取り付
ける。参加できる煙突は道
から見えること、敷地に入
らないこと、高いことなど
条件がある。

＜データ＞
対象 ： 一般
地域 ： 佐賀県有田町　応法・黒牟田地区とその周辺地区 
開始年 ： 2012年11月
開催頻度 ： 年１回　11～ 12月頃（約40日間）
規模 ： 参加企業数　19件
　　　来場者数　不明（毎年増加）
イベントメニュー ： サンタ人形設置、ワークショップ、
商品販売、飲食店とのコラボメニュー、フォトコンテス
ト、クリスマスマーケット。窯元見学等ができる有田秋
の陶磁器まつりと同時開催
URL　www.facebook.com/aritaxsanta

プロフェッショナルが関わる意義とは

本書で紹介している事例の中で唯一、外部プロデューサーがイ
ベント運営に関わる工場の祭典。総合プロデューサーを務めた
山田さんは「地域のイベントである鍛冶まつりから脱却しようと考
えたときに、デザイン、PRなどを含めた全体のオーガナイズをプ
ロとしてきちんとやろうと思いました。イベントに全国放送のテレ
ビ取材が来たことやミラノサローネへの招待出展が実現したこと

などは、僕たちの経験にもとづく運営ノウハウやネ
ットワークがあってこそだったと思います」と語る。

各
地
域
で
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
や
モ
ノ
づ
く
り
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め

の
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
者
の
想
い
、
地
域
の
特

色
、
来
場
者
の
属
性
等
に
よ
っ
て
、
内
容
も
様
々
で
、
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

有
田
焼
で
有
名
な
有
田
と
い
え

ば
、
歴
史
的
な
建
造
物
の
問
屋
が

集
ま
る
内
山
地
域
が
有
名
で
す

が
、
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
る
の
は
、
少
し
離
れ
た
応

法
・
黒
牟
田
地
区
を
中
心
と
し
た

有
田
焼
窯
元
が
集
積
す
る
地
区
。

18
工
場
の
煙
突
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
を
飾
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
物
語

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
話
題
を
集
め

て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

親
和
伯
父
山
窯
の
岩
永
美
保
さ

ん
が
発
案
し
、
地
元
有
志
の
協
力

に
よ
り
、
実
際
に
煙
突
に
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
の
人
形
を
取
り
付
け
る

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
。
梯
子
が

な
い
高
い
煙
突
に
人
形
を
取
り
付

け
る
た
め
、
高
所
作
業
車
に
協
力

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
煙
突
に

登
る
リ
ア
ル
な
サ
ン
タ
人
形
は
、

記
念
写
真
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
人

気
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
口
コ

ミ
で
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
窯

元
が
集
ま
る
地
域
へ
の
来
場
者
を

増
や
し
、「
地
元
を
知
っ
て
も
ら

え
た
」
こ
と
に
地
域
も
喜
ん
で
い

ま
す
。

メイン会場の代田八幡神社境内では旬の味覚を楽しく食べる
「じゅんさい流し」や、子供も参加できるモノづくり体験などを
開催。まちなかでは、子供お仕事体験などでも盛り上がる。

＜データ＞
対象 ： 一般向け
地域 ： 東京都世田谷代田（小田急線世田谷代田駅周辺）
開始年 ： 2012年8月
開催頻度 ： 年1回（夏）
規模 ： 参加企業数　約70件
　　　来場者数　約3000人（第3回実績）
イベントメニュー ： 秋田直送流しじゅんさい、
　　　　　　　　　 子供お仕事体験、モノづくり体験など
URL　http://monocoto.web.fc2.com

全国のつくり手が
シャッター商店街をにぎわす 1日

世田谷代田ものこと祭り
　

世
田
谷
代
田
は
、
産
地
や
モ
ノ

づ
く
り
企
業
が
多
く
あ
る
場
所
で

は
な
い
、「
使
い
手
の
ま
ち
」（
住

宅
街
）。
駅
前
商
店
街
は
か
つ
て

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
も

の
の
、
現
在
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

閉
ま
っ
た
ま
ま
の
店
舗
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
普
段
の
暮
ら
し

の
中
で
は
モ
ノ
づ
く
り
を
意
識
す

る
こ
と
も
な
い
人
た
ち
が
、
つ
く

り
手
や
産
地
の
存
在
を
知
っ
て
驚

き
と
感
動
を
覚
え
る
１
日
。
商
店

街
に
全
国
か
ら
つ
く
り
手
や
飲
食

店
を
迎
え
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
運
営
す
る

の
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ン
テ
リ
ア

な
ど
の
分
野
を
専
門
に
活
動
し
、

「
使
い
手
に
寄
り
添
っ
た
モ
ノ
づ

く
り
」
を
志
向
す
る
つ
く
り
手
た

ち
。
彼
ら
は
ダ
イ
タ
リ
ア
ン
と
呼

ば
れ
、
元
は
他
地
域
で
活
動
を
し

て
い
た
若
者
た
ち
が
、
世
田
谷
代

田
に
移
住
し
、
新
た
な
活
動
を
始

め
て
い
ま
す
。
使
い
手
と
つ
く
り

手
が
心
地
よ
く
つ
な
が
っ
た
関
係

が
成
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
10

年
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
少
し
ず

つ
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

燕三条 工場の祭典　プロデューサー
メソッド代表　山田遊氏

ヤマナシハタオリトラベル一部メンバー： 合同展示会
roomsにて　高橋統括編集長（『Discover Japan』）アワー
ド受賞（2014年９月） エーラウンド： イベント1ヶ月後に報告会を開催

高岡伝統産業青年会： 高岡市を舞台にした、若手鋳物職人
夫婦の奮闘を描いた短編映画『すず』を制作

スミファ： ホームページで参加企業12社による写真とメ
ッセージを掲載、来場者にお礼

ミラノサローネ2014

おおたオープンファクトリー： 第７回産業
観光まちづくり大賞金賞を受賞（2013年）

燕三条 工場の祭典： 第8回産業観光まちづ
くり大賞経済産業大臣賞を受賞（燕三条プ
ライドプロジェクトと共に受賞）（2014年）

PR活動 開催報告

あまり地元で知られていない、地域内の口
コミだけでは十分に話題が広まっていない
こともあります。新聞や雑誌、テレビ等の
メディアで、開催の様子が紹介されること
で地元への認知度も高まり、地域のイベン
トとして再確認してもらうこともできます。
さらに対外的に広く告知されることで来場
者や支援者が増えることも期待できます。

オープンファクトリーを次年度にも継続し
ていくために、開催後の報告は欠かせませ
ん。撮影した写真等も活用して、当日のに
ぎわいを記録し、参加者や支援者の皆さん
にお伝えし、熱が冷めないうちに、次回の
協力を呼びかけます。特に参加者は他の場
所を見ることができないため、イベントの
様子をお知らせすることは重要です。
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鈴
‥
作
業
量
が
多
す
ぎ
る
と
、
こ
こ
は
連
絡
し

た
か
な
っ
て
、
混
乱
し
て
き
ま
す
よ
ね
。

柾
‥
メ
ー
ル
は
普
段
見
て
い
な
い
の
で
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
し
て
ほ
し
い
と
か
、
連
絡
手
段
も
複
数
に
な

る
の
で
管
理
が
な
か
な
か
大
変
で
す
。

樋
‥
出
力
紙
を
持
っ
て
直
接
訪
問
し
て
確
認
を

お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

柾
‥
メ
ー
ル
も
電
話
も
し
て
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
っ
て
予
防
線
を
張
っ
て
お
い
て
も
、
ど

う
し
て
も
漏
れ
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

今
‥
こ
ち
ら
と
し
て
は
情
報
を
発
信
し
て
い
る

つ
も
り
だ
け
ど
、
送
っ
た
メ
ー
ル
を
見
ら
れ
て

い
な
く
て
「
全
然
情
報
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

樋
‥
情
報
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
発
信
し
た
り
、

連
絡
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

鈴
‥
一
般
的
に
、
連
絡
が
多
い
と
仕
事
の
邪
魔

と
言
わ
れ
、
少
な
い
と
情
報
が
来
な
い
と
言
わ

れ
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
で
す
。

荻
荘
（
以
下
荻
）
‥
お
お
た
で
は
学
生
さ
ん
が

運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
時
間
と
お
金
の

感
覚
が
違
う
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
が
難
し
か
っ

た
り
し
ま
す
。
印
刷
物
が
刷
り
あ
が
る
の
が
ぎ

り
ぎ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
。「
学
生
だ
か

ら
し
ょ
う
が
な
い
な
」
と
言
い
な
が
ら
参
加
企

業
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
た
部
分
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
学
と
し
て
も
研
究
に

時
間
を
割
き
た
い
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
継
続

的
な
運
営
に
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
ん
で
す

が
。

柾
‥
学
生
さ
ん
に
は
指
導
す
る
の
で
す
か
？

荻
‥
社
会
に
出
た
と
き
こ
の
経
験
を
活
か
し
て

ほ
し
い
な
と
思
い
つ
つ
、
事
務
的
に
は
、
毎
年

学
生
が
変
わ
る
の
で
同
じ
こ
と
を
言
わ
な
き
ゃ

鈴
木
（
以
下
鈴
）
‥
ま
ず
は
、
事
務
局
っ
て
ど

ん
な
お
仕
事
な
の
で
し
ょ
う
か
？

今
村
（
以
下
今
）
‥
う
ち
の
事
務
局
で
は
、
参

加
企
業
・
店
舗
と
の
や
り
と
り
や
印
刷
物
・
ウ
ェ

ブ
の
編
集
作
業
、
ツ
ア
ー
な
ど
へ
の
参
加
申
し

込
み
受
け
付
け
、デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
や
り
と
り
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
作
成
、
あ
と
は
会
の
進
行
な

ど
も
や
っ
て
い
ま
す
。
業
務
の
範
囲
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。縁
の
下
の
力
持
ち
的
仕
事
で
す
。

鈴
‥
ど
ん
な
こ
と
で
苦
労
し
て
い
ま
す
か
？

今
‥
も
の
す
ご
い
仕
事
量
な
の
に
人
に
は
見
え

な
い
こ
と
で
す
ね
。
刷
り
上
が
っ
た
成
果
物
や

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
見
え
る
ん
で
す
が
、「
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
」
が
見
え
て
な
い
の

で
大
変
さ
が
な
か
な
か
伝
え
づ
ら
い
、
理
解
さ

れ
づ
ら
い
で
す
ね
。
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

じ
ゃ
な
い
と
、わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
一
同
、
深
く
う
な
ず
く
）

柾
‥
本
業
が
あ
り
つ
つ
、
事
務
局
を
し
て
い
る

の
で
、
時
間
管
理
が
大
変
で
す
。
結
局
作
業
が

深
夜
ま
で
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
、
３
時
、
４
時

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
合
っ
て
い
る
、
と
い
う
状
況

に
な
っ
た
こ
と
も
。
家
族
よ
り
実
行
委
員
長
と

話
し
て
い
た
方
が
多
か
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し

た
（
苦
笑
）。

今
‥
本
業
の
仕
事
が
全
く
で
き
な
い
日
も
あ
り

ま
す
。
資
料
の
準
備
を
し
て
、会
議
が
続
い
て
、

夜
は
そ
の
ま
ま
飲
み
会
に
移
動
し
た
り
す
る
の

で
。
打
ち
合
わ
せ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
仕
事

も
あ
る
し
、
と
に
か
く
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

樋
口
（
以
下
樋
）
‥
第
４
回
台
東
モ
ノ
マ
チ
で

は
参
加
企
業
と
飲
食
店
で
３
０
０
社
も
あ
っ
た

の
で
、
参
加
店
の
デ
ー
タ
量
が
膨
大
で
、
と
り

ま
と
め
る
作
業
は
大
変
で
し
た
。

い
け
な
い
、
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
大
学
で

す
か
ら
「
自
分
か
ら
勉
強
す
る
べ
き
」
と
い
う

雰
囲
気
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
言
う
と
き
は
言

わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

時
間
も
気
も
つ
か
い
ま
す
。

鈴
‥
ど
ん
な
体
制
で
運
営
し
て
い
ま
す
か
？

今
‥
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
実
行
委
員
は
10
名
ほ
ど

お
り
ま
し
て
、
そ
の
中
か
ら
僕
と
も
う
１
人
が

事
務
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
何
か
必
要
が
あ
れ

ば
、
他
の
実
行
委
員
に
お
願
い
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
も
ら
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

柾
‥
ス
ミ
フ
ァ
の
場
合
は
実
行
委
員
が
少
数
な

の
で
、
意
思
疎
通
が
は
か
り
や
す
い
で
す
。
工

場
さ
ん
た
ち
と
「
顔
が
見
え
る
距
離
」
で
一
緒

に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
実
行

委
員
会
の
身
の
丈
に
合
っ
た
規
模
で
の
開
催
に

落
ち
着
き
ま
し
た
。

荻
‥
お
お
た
は
第
３
回
目
か
ら
は
企
画
運
営
を

大
学
か
ら
観
光
協
会
に
少
し
預
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
工
場
さ
ん
に
連
絡
し
て
、
情
報
を
や
り

と
り
し
た
り
、催
促
し
た
り
を
担
当
し
ま
し
た
。

大
学
側
は
、
企
画
を
立
て
る
こ
と
に
集
中
と
い

う
役
割
分
断
で
。
や
り
や
す
く
な
っ
た
か
な
と

思
う
の
と
同
時
に
、
エ
リ
ア
が
広
が
っ
た
の
で

負
担
が
大
き
く
な
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

樋
‥
台
東
モ
ノ
マ
チ
は
編
集
や
事
務
局
、
広
報

な
ど
、
業
務
を
分
担
し
た
り
、
各
エ
リ
ア
に
い

る
理
事
や
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

柾
‥
ス
ミ
フ
ァ
は
役
所
が
し
っ
か
り
関
わ
っ
て

い
る
の
も
特
徴
で
す
。
区
役
所
の
担
当
者
が
２

人
、
実
行
委
員
に
入
っ
て
い
ま
す
。
区
が
積
極

的
に
情
報
発
信
も
し
て
い
て
、
広
報
誌
の
枠
が

と
れ
た
の
で
原
稿
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
と

柾
‥
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
媒
体
効
果
の
大
き
い

取
材
は
、
ど
こ
を
ご
紹
介
す
る
の
か
、
悩
む
と

こ
ろ
で
す
。
取
材
が
入
る
こ
と
で
、
仕
事
の
手

を
止
め
て
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
、
工
場
側
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。

樋
‥
台
東
モ
ノ
マ
チ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で

は
各
社
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
事
務
局
が
「
選
ん

で
」
紹
介
す
る
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
把

握
す
る
の
で
は
く
「
期
限
を
設
定
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ

を
送
付
し
た
と
こ
ろ
だ
け
掲
載
」
と
し
て
い
ま

す
。
公
平
性
を
保
つ
に
は
あ
る
程
度
の
ル
ー
ル

が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
‥
参
加
企
業
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
代
表

と
い
う
意
識
、
地
域
の
誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
だ

け
良
く
し
よ
う
で
は
な
く
、
周
り
も
含
め
て
良

く
な
っ
て
い
こ
う
っ
て
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

樋
‥
開
催
期
間
だ
け
の
も
の
だ
け
じ
ゃ
な
い
の

で
、
日
々
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
イ

ベ
ン
ト
中
の
３
日
間
は
き
っ
か
け
で
し
か
な
く

て
企
業
も
お
店
も
ず
っ
と
そ
こ
に
あ
る
わ
け

で
。
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
だ
け
で
な
く
て
、
地
域

の
活
性
化
と
い
う
意
味
で
は
、
日
々
発
信
し
て

く
だ
さ
っ
た
り
す
る
と
い
い
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

鈴
‥
事
務
局
の
人
材
育
成
は
ど
う
で
す
か
。

柾
‥
役
所
に
甘
え
て
い
る
と
、
地
元
の
人
が
育

た
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
ん
で
す
。
事
務

局
っ
て
人
を
育
て
る
余
裕
は
な
い
で
す
し
、
仕

事
を
教
え
る
な
ら
、
自
分
で
や
っ
た
ほ
う
が
早

い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。
で
も
難
し
い
け
ど
、

や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

か
、
役
所
側
が
積
極
的
に
動
い
て
く
だ
さ
る
の

で
助
か
り
ま
す
。

鈴
‥
運
営
者
や
参
加
者
が
多
く
な
る
事
業
で

は
、
積
極
的
に
参
加
す
る
人
と
、
会
費
を
払
っ

て
い
る
か
ら
何
か
し
て
く
れ
と
求
め
る
人
の
温

度
差
が
問
題
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。　

樋
‥
台
東
モ
ノ
マ
チ
は
、
組
織
的
に
は
エ
リ
ア

を
３
つ
に
わ
け
て
、
エ
リ
ア
ご
と
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
頻
度
を
上
げ
て
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
参
加
者
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
協
会
設
立

以
降
、「
参
加
者
の
意
識
を
高
め
る
、
地
元
の

人
に
も
っ
と
認
知
し
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
活

動
に
高
い
意
識
を
お
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

鈴
‥
参
加
者
の
当
事
者
意
識
を
高
め
る
っ
て
大

事
で
す
よ
ね
。
私
が
モ
ノ
マ
チ
に
関
わ
っ
て
い

た
と
き
か
ら
、
ど
の
会
議
で
も
「
み
ん
な
で
一

緒
に
つ
く
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
必
ず
言
い
、
ひ
と

り
一
言
で
も
い
い
か
ら
必
ず
し
ゃ
べ
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
全
員
の
自
己
紹
介
だ
け
で
30
分
以

上
か
か
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
少

し
で
も
会
議
で
話
す
こ
と
で
、
当
事
者
意
識
は

高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

樋
‥
参
加
者
の
意
識
は
様
々
で
す
。
そ
れ
を
各

エ
リ
ア
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し

で
も
意
識
の
差
が
軽
減
で
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

今
‥
参
加
企
業
を
「
公
平
に
」
っ
て
い
う
の
は

な
か
な
か
苦
労
す
る
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
事
務

局
と
し
て
、
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト

だ
か
ら
特
別
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
う
企
業
が

あ
っ
て
も
、
同
じ
参
加
費
を
払
っ
て
い
る
の
に

ど
う
し
て
こ
こ
だ
け
特
別
扱
い
な
ん
だ
、
と
い

う
風
に
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
て
。

荻
‥
お
お
た
で
、
観
光
協
会
が
事
務
局
に
入
っ

て
い
る
意
味
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
大
学
の
学

生
だ
け
だ
と
、
ど
う
し
て
も
卒
業
し
て
変
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
、
地
域
の
方
に
は
浸
透
し
て
い

か
な
い
し
残
っ
て
い
き
づ
ら
い
ん
で
す
。
第
４

回
か
ら
は
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
も
開
始
し
て
、
地

域
を
巻
き
込
ん
だ
、
根
を
広
げ
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

柾
‥
地
元
を
巻
き
込
む
仕
事
と
は
い
っ
て
も
、

経
験
が
な
い
人
が
や
る
の
は
や
っ
ぱ
り
難
し
い

ん
で
す
。
原
稿
を
集
め
る
仕
事
も
や
っ
た
こ
と

が
な
け
れ
ば
方
法
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
事
務
局

は
ス
キ
ル
を
も
っ
た
外
部
人
材
が
や
っ
て
も
い

い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
だ
と
地
域
の
ス
キ
ル

が
育
ち
ま
せ
ん
。
外
部
も
育
た
な
く
て
は
い
け

な
い
し
、
地
域
に
も
根
付
か
せ
な
く
て
は
い
け

な
い
。２
本
立
て
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
‥
た
し
か
に
長
期
的
に
地
域
内
に
運
営
し
て

い
く
人
材
を
育
て
い
く
の
は
重
要
で
す
。
運
営

を
通
し
て
事
務
局
も
地
域
の
人
た
ち
も
成
長
し

て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

柾
‥
事
務
局
の
仕
事
っ
て
そ
の
イ
ベ
ン
ト
ご
と

に
独
自
の
部
分
も
あ
る
け
れ
ど
、
か
な
り
共
有

化
で
き
る
部
分
も
あ
る
な
あ
と
思
い
ま
す
。
ツ

ア
ー
の
申
し
込
み
方
法
と
か
、
参
加
者
へ
の
連

絡
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
か
。
省
力
化
で
き
る
な
っ

て
思
い
ま
す
。
事
務
局
の
仕
事
は
見
え
づ
ら
い

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
を
誇

示
す
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
摩
擦
に
な
っ
て
し

ま
う
。「
裏
」
で
共
有
す
る
こ
と
で
、「
今
回
は

マ
ッ
プ
に
出
す
の
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
ね
」
と

か
評
価
し
て
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思

い
ま
す
し
、
事
務
局
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
新
た
に
人
を

育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
ね
。
学
生
に

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
入
っ
て
も
ら
う
の
も
い

い
。
台
東
モ
ノ
マ
チ
で
勉
強
し
て
も
ら
っ
て
か

ら
エ
ー
ラ
ウ
ン
ド
で
、
と
か
…
…
。

鈴
‥
事
務
局
は
時
間
も
気
も
遣
う
の
で
た
い
へ

ん
で
す
が
、
終
わ
る
と
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
次
も
や
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね

（
笑
）。
事
務
局
の
や
り
が
い
っ
て
何
で
す
か
？

柾
‥
燃
え
尽
き
た
っ
て
毎
年
思
う
ん
で
す
。
で

も
、
終
わ
っ
た
瞬
間
に
「
次
は
こ
う
し
た
い
、

来
年
は
こ
う
し
よ
う
」
っ
て
思
う
こ
と
が
出
て

き
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
あ
ん
な
に
み
ん
な

喜
ん
で
く
れ
た
し
、
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
や
っ

て
き
た
し
、
っ
て
。

今
‥
い
ろ
ん
な
人
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
ね
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ら
れ
る
し
、

い
ろ
ん
な
現
場
を
一
番
見
ら
れ
る
立
場
で
す
。

役
職
、
世
代
関
係
な
く
つ
な
が
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
て
い
く
の
も
楽
し
い
で
す
。

荻
‥
学
生
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で
は
、
企
業
さ
ん

が
生
き
生
き
し
た
場
面
に
立
ち
会
え
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
製
品
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
活
躍
で
き
る
場
所
を
見
つ
け
た
っ
て
感
じ

で
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
お
お
た
の
力
が
発
揮

さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
楽
し
み
で
す
。

樋
‥
で
き
あ
が
っ
て
い
く
過
程
が
見
ら
れ
る
の

は
事
務
局
の
醍
醐
味
で
す
。
70
代
の
職
人
さ
ん

か
ら
10
代
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
で
、
世
代

を
超
え
た
関
わ
り
方
が
で
き
る
の
は
お
も
し
ろ

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

鈴
‥
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
事
業
を
支
え
て
い
る
の

が
事
務
局
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
交
流
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

荻荘千恵さん
おおたオープンファクトリー

事務局
大田観光協会

樋口珠由子さん
台東モノマチ／スミファ 事務局

柾尚美さん
スミファ 事務局

配財プロジェクト理事

今村ひろゆきさん
エーラウンド 事務局長

まちづくり会社ドラマチック 代表

鈴木淳さん
台東モノマチ　事務局経験者
ソーシャルデザイン研究所 代表
台東デザイナーズビレッジ 村長

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
の

〝
裏
方
〞と
も
い
え
る
事
務
局
。

重
要
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
も
、

外
か
ら
見
え
な
い
仕
事
で
あ
る
が
ゆ
え
、

苦
労
し
て
い
る
部
分
も
多
い
ら
し
い
⁉

各
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
経
験
者
が
、

体
験
談
を
も
と
に
、

ス
ム
ー
ズ
な
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
た
め
の

事
務
局
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

事
務
局
の

仕
事
と
は
？

［ 

事
務
局
経
験
者
に
よ
る
座
談
会 

］

どんな仕事を
しているの？
大変なの？

ウラ話も満載！？
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おわりに

※1990年代にファッションタウン構想やMONOまちづくり活動として製造業による地域活性化を提唱され
た故藤原肇氏をはじめとした諸先輩の活動がたいへん参考になりました。書面を借りて御礼申し上げます。

本ガイドブックの発行の目的は、

などを目指しています。
 
私自身が創業支援施設の運営の中で、クリエイターたちを連れて産地の工場を見学し、職人たち
との交流によってお互いのビジネスが成長する様子を見たり、自分たちの施設やアトリエを公開
して地域の方たちと交流を図ることでネットワークが広がり、ビジネスチャンスが生まれる経験
をしてきました。
その発展形として、「仕事現場の公開」をモノづくり企業やクリエイターたちにおすすめし、台
東モノマチというイベントを立ち上げることになりました。その経験なども各地の役に立てれば
幸いです。

① オープンファクトリーを通して多くの人たちに「モノづくり」や「モノづくりの現場」に関心をもっ
てもらうこと。

② オープンファクトリーという取り組み自体の意義や楽しさを紹介することで、「モノづくりの現場
を見せる」ことに関心がある地域や企業を増やしていくこと。さらに全国や海外からもモノづくりに
関心あるお客様がそれぞれの地域に訪れるきっかけをつくること。

③ イベントを立ち上げてきた運営者や事務局同士の情報共有を通じて、運営者や事務局の業務
を効率化し、負担を軽減すること。さらに新規に取り組む地域の方たちへの一助となること。

④ 各地域のオープンファクトリー参加者に、オープンファクトリーの意義や他の地域イベント情
報および運営情報を提供することで、運営への取り組み意識を高めること。

鈴木 淳株式会社ソーシャルデザイン研究所　代表取締役

＜各地域・イベントについてのお問い合わせ＞

【台東モノマチ】
台東モノづくりのマチづくり協会 事務局
メール： info@monomachi.com
www. monomachi .com

【燕三条 工場の祭典】
「燕三条 工場の祭典」実行委員会 事務局
燕三条地場産業振興センター産業振興部企業支援課
電話： 0256 - 35 - 5395
http : // kouba- fes . jp

【おおたオープンファクトリー】
おおたオープンファクトリー事務局　一般社団法人大田観光協会内
電話： 03- 3734 - 0202　FAX： 03 - 3734 - 0203
メール： info@o -2. jp
www.o -2 . jp/oof

【エーラウンド】
エーラウンド実行委員会
メール： hello@a-round . in fo
www.a-round . info

【スミファ】
スミファ実行委員会　一般社団法人配財プロジェクト内
メール： info@sumi fa .jp
www.sumi fa .jp

【高岡クラフツーリズモ】
高岡伝統産業青年会
電話： 0766 - 23 - 5000
メール： info@ takaoka -densan .com
http : // cra f t - tour ism . jp

【ヤマナシハタオリ産地バスツアー】
山梨県富士工業技術センター
電話： 0555-22-2100　FAX： 0555-23-6671
メール： kougyo - fj@pref.yamanashi . lg . jp
sh ikenjyo.blogspot.jp

【有田 × サンタプロジェクト】
有田×サンタプロジェクト実行委員会
電話： 0955 - 43 -3141
メール： arita .x .santa@gmail .com
www. facebook .com /aritaxsanta

【世田谷代田ものこと祭り】
世田谷代田ものこと祭り実行委員会
電話： 080 - 6749 - 0010（担当： 南）
メール： monocoto.d@gmail .com
http : // monocoto .web .fc2.com

【取材協力】
台東モノづくりのマチづくり協会

「燕三条 工場の祭典」実行委員会

エーラウンド実行委員会

大田オープンファクトリー実行委員会

スミファ実行委員会

高岡伝統産業青年会

ヤマナシハタオリ産地バスツアー（山梨県富士工業技術センター）

有田×サンタプロジェクト

世田谷代田ものこと祭り

【編集】
八木美貴

【取材】
合同会社プロトビ（代表  玉川幸枝）

www. protob.com

八木美貴

大森菜央

【撮影】
神宮巨樹（燕三条 工場の祭典）

市川勝弘（おおたオープンファクトリー）

村山玄子（muraya.ma）

玉川幸枝

鈴木淳

その他各イベントのご協力者の皆様

【デザイン】
伊波ひとみ（water_ pl anet ）

岡本浩樹（water_ pl anet ）

小嶋 香織（of l o）

【マップデザイン】
小嶋 香織（of l o）

オープンファクトリー 
ガイドブック

2 015 年 3月2 4日発行

発行者： 株式会社ソーシャルデザイン研究所

　　　　代表取締役　鈴木 淳（台東デザイナーズビレッジ村長）

電話： 03 - 5821 - 7531　メール： i nfo@ soc ia l - design . jp

経済産業省関東経済産業局

平成 2 6 年度地域新成長産業創出促進事業費補助金

地域資源活用ネットワーク構築事業

OPEN FACTORY GUIDE BOOK

もちろん多くの皆様にイベントにご来場いただきたいと思っていますが、各地のオープンファクトリーはボランティ
アスタッフによって運営されていることが多く、その労務負担はかなり厳しい状況になっている場合があります。
さらに開催時や終了後の視察等の対応も運営者の負担になり十分な対応ができないことをご了承ください。
オープンファクトリーは運営者、参加者、来場者が一緒につくるイベントですので、視察・見学される方たちもぜ
ひ運営にご協力いただけると幸いです。資金、人手、告知など多くの皆様の協力が必要です。

視察・見学される方へのお願い
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